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　　　リーリットの暴走







「やっぱり敵から情報を聞き出すのが重要だと思うんだにゃ！」

「ほう……それで？」

「なんか店の前でキョロキョロしていた子がメープルランド出身らしかったんで拉ら致ちしてきたにゃ」

「その手て際ぎわの良さはいらねーよっ!!」




「だから、敵を知るのが重要なんだにゃ！」

　甘あま城ぎブリリアントパークの一角に店を構えるおみやげ屋『ホイップアンティーク』は今日も平常運転である。

「ボクちゃんたちはメープルランドを倒たおすため、あらゆる手段を排はい除じよしないにゃ」

　そう鼻息を荒あらくするのはこの店のオーナーであり、ポ連──ホイップ社会主義共和国連れん邦ぽうの将校であるところのウラジミール・ウラジーミロヴィチ・ニャーソン大たい佐さだ。

　見た目はずんぐりむっくりのネコである。

　打だ倒とうメープルランドを掲かかげ、こうして甘城ブリリアントパークに潜せん入にゆうしていた。

「どっかのテロリストみたいなこと言いやがって……頼たのむから余計なことをするな」

　意気込むニャーソンを止めたのは、ひょんなことからバイトとして雇やとわれてしまった高校生、宗むな方かた東とう司じである。

「同志トージ！　どうしてボクちゃんを止めるにゃ!?」

「迷めい惑わくだからですよ大佐」

　代わりに答えたのは紅くれ衣いはるのだ。

　陽ひの光を注ぎ込んだようなオレンジ色の髪かみに、クリッとした瞳ひとみ、空色のメイド服がよく似合っている。

　ちなみに、はるのもポ連の軍人である。本名はハルノフィア・クレーノワという。

　ただし見習いであり、本来なら大佐であるニャーソンは雲の上の存在のはずだが、そんな様子は微み塵じんも見せない。

「どうしてにゃ！　どうして二人ともボクちゃんに賛成してくれないんだにゃ！」

　駄だ々だをこね始めるニャーソンに、東司とはるのはやれやれと肩かたをすくめた。

　このニャーソン大佐、立派な肩書きに見合ったさぞかし有能な人物かと思いきや、ところがどっこい。

　親の七光りだけで大佐に上り詰つめ、そのせいで部下たちからは総スカン。

　詐さ欺ぎまがいの手段ではるのを従わせるまではよかったが、すぐに正体がバレて今ではお荷物扱あつかい。

　バイトの東司にすら見放された、典型的なダメ上司なのだ。

「もういいよ……はるの、あの子は？」

　ニャーソンが拉致してきた少女は、今は店の奥で休んでいた。

「だいぶ落ち着いたみたいだよ」

「そいつはなにより」

「なんで二人とも優やさしくしてるにゃ!?　あの女はメープルランドの手先にゃ！　縄なわで吊つるして知っていることを洗いざらい吐はかせて、用済みになったら風ふ呂ろに沈しずめぐにょぉぉ……」

　はるのの教育上、ためにならないことを口走ったニャーソンに東司が制裁を加える。

　その手にあるのはドウジギリという刀──ではなくハリセンだ。

　ちなみに『ハリセン育成役』というのがこの店での東司の主な仕事である。

「トージ、お風呂がどうしたの？」

　はるのが無む邪じや気きにも食いついてくる。

「ニャーソンがコンクリートの詰まったドラム缶かん風呂に入りたいんだと」

「それはまさか東京湾わんの恒こう例れい行事にゃ!?」

「恒例にすんな！」

　きっと頻ひん繁ぱんには起こっていないはずだ──と信じたい。

「後であの子にちゃんと謝っとかないとな」

「そうだね……ダメな上官を持つと苦労しちゃうよ」

「解任とかできないのか？　むしろするべきだろ」

「んー……アレでも家いえ柄がらだけは立派だからね」

「尻しりぬぐいするためだけの家柄とか、家名に泥どろを塗ぬってその上から産業廃はい棄き物ぶつをまき散らすようなもんだな」

「ホントだね！」

「二人ともボクちゃんのディスり方が上手になってきてないかにゃ!?」

　ニャーソンが二人に抗こう議ぎしようと立ち上がる。

　その時、店の奥につながるドアが開いた。

「あの……」

　そこに立っていたのはニャーソンが拉致してきた少女だ。

「おいニャーソン、あの子が怖こわがってるからちょっと死んでくれ」

「そんな気配りで死にたくないにゃ！」

「いいから見えないところにすっこんでろ」

　ニャーソンの尻を蹴け飛とばし、少女の視界から遠ざける。

「もう大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、ご迷惑をおかけしましたわ」

　少女がゆっくりと頭を下げた。

　その上品な所作に、絹糸のような金色の髪がはらりと流れる。

「こっちこそ悪かった。あのネコに首輪を付けてなかった俺の責任だ。ごめん」

「いいえ、トージョーさまが謝る事なんてありませんわ」

「そう言ってもらえると助か……。なんて言った？」

　名前を間ま違ちがって呼ばれた気がする。

　いや、その前に宗方東司とは一言も名乗っていないはずだが──

「実は……トージョーさまにお願いがあるんですの」

　聞き間違いじゃない──誰だれかと勘かん違ちがいしているなと、東司が教えてあげようとした時だった。




「トージョーさま……ずっとファンでした！」




　二人と一いつ匹ぴきが啞あ然ぜんとする前でメープルランドの少女──リーリット・キーマイヤーのアプローチが炸さく裂れつした。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「オーケー、順を追って話を聞こうじゃないか」

「はい、トージョーさま」

　ちゃっかり隣となりの席をゲットしつつリーリットが素す直なおに頷うなずいた。

「そんなの必要ないよトージ！　あたしよりおっぱいの大きい子はキョーコ以外認めないんだから！」

「はるのは黙だまっててくれ……」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませたはるのをとりあえず黙もく殺さつし、リーリットに向き直る。

「まずどうして俺をトージョーさまと呼ぶんだ？」
















「そっくりなんですもの。あの方とうり二つですわ」

「なるほど、それで勘違いしてしまったんだな」

「いいえ、最初にお見かけした瞬しゆん間かんから運命を感じてしまいましたの」

「だいたいそっちはメープルランドの住人なんだろ？」

　聞けば彼女は、もともとパークの外のファミレスでバイトしていたとのことだ。

　それが『トージョーさまが働く店がある』というウワサを聞きつけてやってきたとのことだった。

「恋こいに国境なんてありませんわ」

「俺じゃなくて当人に告白しろよ」

　当たり前の指し摘てきをしたつもりだったが、リーリットは悲しそうに目を伏ふせた。

「あの方は……手の届かない場所に……」

「それは……その、なんというか……」

　今は亡なき思い人の姿を重ねているということか。

　そう考えると急に彼女が気の毒になった。

　面おも影かげを重ねられても困るだけなのに、どうにも突つき放せない。

「と、とりあえずそのことはおいとくとしてだ……」

　東司は強ごう引いんに話を脱だつ線せんさせた。

「はい、なんなりとおっしゃってくださいませ」

　リーリットも引きずることなくそれに応こたえる。

「いい加減に俺にくっつくのは止やめてくれ。その……いろいろとマズい」

　どことなく不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしのはるのの視線が痛い。

　高校生の読者モデルみたいな抜ばつ群ぐんのスタイルで迫せまられると、どうにも悶もん々もんとするのだった。

「東司くんが悪い女の子に捕つかまったと聞いてっ！」

　けたたましい音を立てながらドアが開く。

　事態を悪化させるもう一人、新にい見み杏きよう子こが加わった。

　東司の幼なじみにしてゾッコン歴十五年、妻の座を狙ねらい続ける女の子だ。

　よほど慌あわてていたのか、髪はぼさぼさで服も乱れている。

　肩かた紐ひもがはらりと落ち、悩なやましすぎる双そう丘きゆうの谷間が東司の煩ぼん悩のうを刺し激げきした。

「なぜここに……」

　浮うわ気きがバレた旦だん那なみたいに東司が狼狽うろたえる。

　今日は彼女はオフの日だったはずなのに。

「あたしが呼んだの」

　ツンとはるのが言い放つ。

　最初こそ仲の悪かったはるのと杏子だが、今ではすっかり打ち解けている。

「だってトージが浮気したんだもん。キョーコに教えるのは当然だもん」

「そうです、ホイップアンティークでは正妻と愛人は仲良しなんです！」

　二人して『ねー』とか頷き合っている。

　もっとも、二人とも自分こそが正妻だと思っていた。

　まあ、はるのが妻の意味をどれだけ理解しているかは微び妙みようだが。

「浮気ってなんだよ！」

「わたしとはるのちゃん以外の女の子に色目を使うことです！」

「辞書にも書いてあるもん！」

「ねーよ！」

　そんなピンポイントの項こう目もくがあってたまるか。

「さあ東司くん！　説明してください！」

「そうだよトージ、さっさとゲロっちゃえ！」

「はるの！　おまえは事情を知ってるのになんでそっち側なんだよ！」

「なんとなく！」

　腰こしに手を当ててご立腹のはるのである。

　変な女の子とイチャイチャする東司に、なぜか無む性しようにイライラしていた。

「あの、トージョーさま……こちらの方々は……？」

　リーリットが怯おびえるように東司にピタッと寄り添そう。

　瞬間、はるのと杏子のこめかみに血管が浮うかんだ。

　さっと身構える東司だったが、次の一いち撃げきは思わぬ所から飛んできた。

「この資本主義者めっ！　覚かく悟ごするにゃ！」

　目を真っ赤に腫はらして激情に駆かられたニャーソンが、タライを振ふりかぶりながら襲おそいかかってきた。

「ニャーソン!?」

　反射的にドウジギリで受け止め、リーリットを遠ざける。

「そんなにモテたいかにゃ！　そんなにハーレムしたいかにゃ!?」

「さっきまで彼女のことを敵の手先とか言ってたくせに妬ねたむな！」

「うるさいにゃ！　ボクちゃんの苦しみを味わうがいいにゃっ！」

　振り回すタライは重く、東司の腕うでを何度もしびれさせた。

「こいつ……普ふ通つうのタライじゃないな!?」

「雷らい鎚づち『トールハンマー』だにゃ！　毎度おなじみのポ連通つう販はんで買っておいたにゃ！」

「懲こりないやつめ！」

　前にも魔ま剣けんと称しようしてスリッパを振り回していたことがある。

　こいつの面めん倒どうなところは、見た目はガッカリなのに性能がバッチリなところだ。

　むしろなんでスリッパやタライの形にしたのか。

「ボクちゃんは資本主義なんて認めないにゃ！　一部の人民だけが富を独どく占せんするなんて絶対に許さないにゃ！　富も食料も女の子も平等にするべきなんだにゃ！」

「逆さか恨うらみじゃねーかっ！」

「ボクちゃんが甘ブリを制圧した暁あかつきには、あの王女も秘書室長も、アクワーリオの四精せい霊れいもみんなのものにゃ！　誰にも独占させないにゃ！　だからみんな、ボクちゃんに力を貸すんだにゃーっ!!」

「誰に語りかけてんだよ！」

　負のオーラをまとったニャーソンの迫はく力りよくはすさまじく、東司がじりじりと圧倒される。

「死すべし……ハーレム滅ほろぶべし！」

　ニャーソンが悲ひ壮そうな涙なみだを浮かべながらタライを振り下ろす。

「トージョーさま、お守りいたします！」

　瞬間、ニャーソンの横よこっ面つらをなにかが貫つらぬいた。

「ごにょぶ──っ!?」

　そのまま部屋のドアを突き破り、廊ろう下かを滑かつ空くうし、店の壁かべを突き破って外まで飛ばされた。

　あまりの光景に東司たちが言葉を失う。

　そんな中、リーリットだけが優ゆう雅がに髪かみをかき上げていた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「お、おーけー……順を追って話を聞かせてください」

「はい、トージョーさま」

　さっきまではその柔やわらかな感かん触しよくに気が気でなかった東司だが、今では別の意味で気が気でなかった。

「そ、そうですね……まずはキチンとお話を聞かないと……」

「頭ごなしに否定するなんて大人げないもんね……」

　さっきとは打って変わって杏子とはるのもお利口さんだった。

　まあ、あんな一撃を間近で見せつけられれば無理もない。

　ちなみにニャーソンは休きゆう憩けい用のベッドで休んでいる。ダメージは小さくないようだったが『ドウジギリに比べたらマシな方にゃ』とのことである。

「まず、どうして東司くんをトージョーさまって呼ぶんですか？」

　杏子がいきなり繊せん細さいな質問をぶつけていた。

　遅おくれてやってきた彼女は、今は亡き思い人のことを知らない。

「杏子、それは……」

　話題を逸そらそうと口を挟はさんだ東司だったが、リーリットは意外な行動に出た。

「これですわ」

　宝物を見せるように両手を差し出す。そこには、今や絶ぜつ滅めつしかかっている懐なつかしい一品があった。

「……ビ、ビデオテープ？」

　ブルーレイディスクやＤＶＤのご時世に懐かしいものがでてきた。

「わたくしの宝物ですの」

「そのビデオテープが？」

「ちなみに、さっき無礼なネコにたたき込んだのもこれですわ」

「宝物なのに!?」

　なんともぞんざいな扱あつかいだが、今は両手で大事そうに握にぎりしめている。

「こいつにどんな理由が……」

　覗のぞき込んだ東司が貼はられたシールを見つけた。




『カリスマジゴロ・トージョーさま～修学旅行編～』




「ギャグアニメ……ですか？」

「ねえねえトージ、ジゴロってなに？」

　同じく覗き込んでいた杏子とはるのも首を傾かしげる。

　なかなか理解に苦しむタイトルだった。

「わたくしが暮らしていた故郷で大人気だったアニメですの」

　その振る舞まいから成熟したレディーに見えたが、なかなかサブカルにも染まっているようだった。

「人気が出そうなタイトルには思えないんだが……」

「とんでもないですわ！」

　珍めずらしくリーリットが声を荒あららげる。

「女の子に貢みつがれたい一心で、ジゴロを目指す中学生が続出したくらいですもの！」

「それは共感とは呼ばないぞ」

　悪あく影えい響きようと呼ぶのだ。

「それで、このビデオと俺にどんなつながりがあるんだ？」

「このアニメに出てくるトージョーさまとうり二つなんです！」

　その言葉に、さっきのリーリットのセリフがつながる。

「……まさか、手の届かない場所ってのは？」

　尋たずねた東司に、リーリットは悲しみに暮れた瞳ひとみで答えた。

「二次元と三次元……たった一次元のすれ違ちがいが、わたくしにはなによりもつらい……」

「ただのオタク!?」

　ちょっとでも気の毒な気持ちになった自分が情けなかった。

　そりゃ二次元には手は届かない。

「これでわたくしの言いたいことも分かっていただけるはずですわ！」

　リーリットはさっと東司から離はなれると、何事か呟つぶやきながら片手を突つき出す。

　ポンッ、と可愛かわいらしい音を立てて現れたのはトージョーさまシリーズの続編だった。

「遊園地編、家庭訪問編、ＰＴＡ会議編……」

　どうにも興味が持てないタイトルばかりだ。

　そんな中、ビデオに描えがかれているイラストのトージョーさまを見つけた。

　クール系のイケメン男子で、自分で俺様とか言っちゃいそうなタイプだ。

　はてさて自分に似ているかと言われると──お世辞にもそうは見えない。ハンサム度は向こうの方が数倍上だろう。

「これ……魔ま法ほうで出したのか？」

「はい、実家のホームシアターセットから召しよう喚かんしました」

　お屋や敷しきの一室で、大画面に映るトージョーさまをうっとりと見つめるリーリットの姿がすぐ思い浮かんだ。

「しょ、召喚!?」

　そこで突とつ如じよとしてはるのが声を震ふるわせた。

「そんなすごい魔法を使えるなんて……」

「小学三年生で覚えましたわよ？」

「あたしなんかどんなに頑がん張ばってもドウジギリだけなのに!?」

　ドウジギリしか──ハリセンしか出せない彼女には、リーリットの魔法は驚きよう異い的だったらしい。

「ど、どんなものでも呼び出せるの？」

　食いつくようにはるのが尋ねる。

「もちろんですわ！」

　リーリットがえっへんと胸を張った。

「トージョーさまグッズならどんなものでも召喚してみせますわ！」

　自信満々だが微び妙みような制限が聞こえた気がした。

「……それ以外のものは？」

「できませんわ！」

　これまた見事に胸を張るリーリットだった。

「アニメグッズしか召喚できないって……魔法としてどうなんだよ」

　東司が呆あきれるように呟くとリーリットがずいっと身を乗り出してきた。

「わたくしの人生に不可欠なのはトージョーさまだけですわ！」

「もっと広い世界を見てくれ……」

　なんとも残念な能力だった。

　しかしはるのにとってショックだったのは変わらないようで、

「ま、負けちゃった……」

　ガックリと落ち込んで膝ひざをついてしまった。

「はるのちゃん、しっかり！」

「キョーコ……」

「ここでへこたれちゃダメです！　東司くんを魔の手から取り戻もどすんですから！」

「で、でもぉ……」

　涙目のはるのがリーリットをチラッと見て、それから杏子を見て、

「勝てるところなんてないよぉーっ！」

　泣きじゃくってしまった。

「背だってあっちの方が高いし、スタイルだってスラッとしてるし、おっぱいだっておっきいし！」

「そんなの些さ細さいなことです！」

「キョーコはいいよね！　おっぱいもっとおっきいし！」

　ぐずったまま杏子にジト目を向ける。

　仲が良かったはずの正妻と愛人に亀き裂れつが入った。

「そ、そんなの……」

　杏子が両手で胸を隠かくす。

　自然と寄せて上げての格好になって、ますますはるのに精神的ダメージを与あたえる。

「おまえはなにを気にしてるんだ……」

　繰くり広げられる女子トークにむずがゆくなった東司が割って入る。

「だってトージぃ……おっぱいがぁ……」

「女の子が連呼するんじゃない！」

　恥はじらいというものを少しは覚えなさい。

　杏子と出会ってから、はるののおっぱい発言が異様に多くなった気がした。

「同志はるの！　そんな逆ぎやく賊ぞくに『女の子がおっぱいおっぱい叫さけぶ』なんて羨うらやましいシチュエーションはもったいないにゃ！」

　いつの間にかニャーソンが復活していた。

「まだ怒おこってるのかよ……」

「当然にゃ！　ハーレム主人公は死ねばいいにゃ！」

　まだ逆さか恨うらみの炎ほのおは燃えたぎっているようだった。

「トージョーさまには指一本触ふれさせませんわ！」

　東司をかばうようにリーリットが前に出る。
















「メープルランドの小こ娘むすめ……ボクちゃんに逆らったことを後こう悔かいするがいいにゃ！」

　ニャーソンがタライを──トールハンマーを構える。

「トージョーさまへの狼ろう藉ぜき……万ばん死しに値あたいしますわ」

　リーリットが右手を突き出し、小さく何事か呟く。

　その言葉に呼応するようにして、手のひらに淡あわい光が集まり始めた。

　二人の──一人と一いつ匹ぴきの間に火花が奔はしる。

「二人とも、店が壊こわれるからそういうのは止やめろ」

　東司がドウジギリを手に間に入った。

「ふん！　おまえに従うわけないにゃ！　このハレンチ下半身！」

「言いがかりもここまで来ると怒る気もしねぇ……」

　おまけに悲ひ壮そうな表情で泣いているので、微妙に哀あわれにすら思える。

「おまえが女の子にモテないのと俺は関係ないだろうが」

「白々しいにゃ！　女の子を片かたっ端ぱしから手にかけるせいで、ボクちゃんにおこぼれが巡めぐってこないんだにゃ！」

「どこまで根こん性じようが曲がってるんだよ……」

「さあ、そこをどくんだにゃ！　ハーレム化に一役買ったその小娘、ここで成敗してくれるにゃ！」

　もはやリーリットのなにに怒っていたのかすら忘れつつあるニャーソンだった。

「そうは言ってもな……こっちはもう従ってくれたぞ」

「にゃっ!?」

　いつの間にかリーリットは戦せん闘とう態勢を解き、さっきみたいに東司にピタリと寄り添そっていた。

「トージョーさまのお言葉とあらば」

「どーして無む駄だに素す直なおなんだにゃ！」

「むしろトージョーさまに逆らうあなたの方が異常ですわ」

「同志トージへのハーレム忠誠がハンパないにゃ!?」

　崩くずれ落ちてさめざめと泣くニャーソンを尻しり目めに、東司はリーリットに向き直った。

「それじゃ話を戻そう」

「はい、トージョーさまのビデオを見るんですよね？」

「そうじゃなくて、おまえが俺をアニメのキャラと混同していることについてだ」

　根本的なところから訂てい正せいしてあげなくては。

「俺はトージョーさまでもないし、おまえの王子様でもない」

「そんな……これは運命の巡り合わせです！」

「見た目だけだろ？」

「どうかわたくしを……おそばに置いてくださいませ！」

「その言い方は止めてくれ……心臓に悪い」

　背中に突き刺ささる二対ついの鋭するどい視線が痛いのなんの。

「東司くん……わたしに話をさせてください」

　ほら来た──と杏子の参戦に頭を抱かかえる。

「あなたは……」

「東司くんの妻です」

「待てい」

　ツッコミも届かず杏子が続ける。

「東司くんが魅み力りよく的なのは仕方のないことです。でもわたしとはるのちゃんを差し置いて割り込んでくるなんて許せません！」

「そーだそーだ！」

　相変わらずちゃんと話を理解せずに雰ふん囲い気きで同調するはるのである。

「まずは正妻のわたしに……」




「お待ちになって」




　東司が杏子につっこむ前にリーリットが制した。

「トージョーさまに……妻がいると？」

「そうです」

「……って、こら」

　油断も隙すきもない。

「そんな……そんなの……」

　リーリットが絶望したようによろける。

　東司たちが不思議に思っていると、いきなり天を仰あおいで叫んだ。




「トージョーさまが一人の女性を選ぶなんて言語道断ですわっ！」




「俺のことを勝手に決めつけるな！」

「トージョーさまは特定の女性とお付き合いしてはならないのです！」

　リーリットが握にぎり拳こぶしで語り始める。

「その容姿と天才的な魔ま法ほうの才能で女の子たちを魅み了りようして、惹ひきつけて、貢みつがせまくる！　これこそトージョーさまに相応ふさわしい姿ですわ！」

「そんなキャラだったのかよ!?」

　とんだヒモ主人公だった。

「そのキザっぷりで作中のヒロインたちも、リアルなファンの女の子たちも、みんなまとめて虜とりこにしてしまう主人公なんですからっ！　ちなみに敵は全員、好きな女の子を略りやく奪だつされた男性ばかり！」

「シナリオが残念すぎる！」

「おかげで男性からの支持率はゼロっ！」

「そりゃそうだ！」

　そんな主人公に共感する男がいるものか。

「……って、俺に原作のイメージを押しつけるな！」

　とんでもない横暴だった。

「だから妻を持つなんてあるまじきことなんですの！　愛人だったら何百人でも囲って大だい丈じよう夫ぶですけど！」

「そんな！　わたしは東司くんの妻です！」

「いけませんわ！　原作のイメージが壊れてしまいます！　せっかく容姿はそっくりなのに……」

　もったいないもったいないと、リーリットがなにやら思案にふける。

「……分かりましたわ！」

　そして決意表明である。

「……あまり聞きたくないんだけど、なにが分かったんだ？」

「もうわたくしがトージョーさまを守るしかないということですわ！」

　ズビシっと人差し指を突つきつける。

「トージョーさま……いえ、今はまだ東司さまとお呼びしますわ！」

「そっちが本名なんだが……」

「わたくしがあなたを立派なトージョーさまにプロデュースしてみせますわ！　女の子をたぶらかし、そそのかし、堕だ落らくさせるようなカリスマジゴロに！」

「迷めい惑わくすぎる！」

「見た目は完かん璧ぺきなのですから、あとはちょこっと心の方を改変するだけですわ！」

「物ぶつ騒そうなことをあっさりと!?」

「手始めに、そちらの杏子さんとも離り婚こんしていただきますわ」

「イヤです！」

「そもそも結婚してないっ！」

　本気で涙なみだ目めになる杏子に東司は冷静につっこんだ。

「負けません……わたしの東司くんへの愛は本物です！」

「その心意気やよし、ですわ。すぐにポキッと折れてしまうでしょうけれど」

　杏子とリーリットが激しく火花を散らす中、

「……ねえ、トージ」

　ヒートアップする杏子とリーリットに取り残されたはるのが顔を上げた。

「なにが起こってるのかな？」

　不思議そうに首を傾かしげる。

　杏子たちの高次元のバトルは彼女にはまだ早かった。

「俺が知りたい……いや、分かってるけど分かりたくないというか……」

「とりあえず……どういうこと？」

「大人になったら分かる……かなぁ」

「なによぉ！」

　ぷくっと膨ふくれたはるのが、やんのやんのと東司をやり玉に挙げていた。

　そんな二人から、さらに離はなれたところでは、

「なぜにゃ……なぜなんだにゃ！　どうして同志トージの周りには自然と女の子が集まるんだにゃ！」

　ニャーソンが悔くやしそうに何度も床ゆかを殴なぐっていた。







　　　必勝！　接客マニュアル







　東とう司じたちがリーリット・キーマイヤーと出会った翌日。

「今日からよろしくお願いいたしますわ」

　彼女はいろんな手続きをすっ飛ばしてホイップアンティークに採用されていた。

「パークの外のファミレスでバイトしてて、同志トージのウワサを聞きつけてわざわざここにやってきた……とにゃ？」

　形ばかりの履り歴れき書を読みながらニャーソンが唸うなる。

「なんで採用してんだよ……もともと人ひと質じちだろ？」

「せっかくゲットしたメープルランドの子なんだにゃ。ボクちゃん直じき々じきに訓練して二重スパイとして育成するにゃ！」

「おまえにどんなスパイ能力があるってんだよ……」

「同志トージと同志キョーコのイチャイチャを邪じや魔ましてくれそうとか、そんなことはちっとも考えていないにゃ！」

「本音がダダ漏もれだぞ」

　周りから見てイチャイチャでも、こっちはいつも苦労が絶えないというのに。

「そもそもいきなり契けい約やくなんて……前のファミレスとの間で厄やつ介かいなことに……」

　デタラメ満まん載さいなホイップアンティークだけに、法律とか規約とか、正せい攻こう法ほうで攻せめられると弱いのだ。

「東司さまをトージョーさまに近づけるためなら、労使規約もなんのそのですわ！」

「喜べねぇ……」

　満面の笑えみに対して苦笑いしか返せない東司である。

「ねえねえトージ、どうやったらおっぱいってこんなに大きくなるのかな……」

「中年オヤジみたいなセクハラ発言してんじゃねーよ」

　制服姿のリーリットの胸むな元もとをまじまじと見つめながら、真しん剣けんな声で呟つぶやくはるのを軽く戒いましめる。

「だってあたしだけおっぱい小さいもん……」

「大丈夫ですよはるのちゃん。東司くんはそんなことで女の子を差別したりしません」

「うぅ……キョーコに言われるとなんかフクザツ……」

　豊満なお胸様を持つ杏きよう子このフォローの効果は今ひとつだった。

「それよりも杏子、おまえは大丈夫なのか」

　リーリットのホイップアンティークへの転職に、最も危機感をあらわにしたのは彼女である。

「もちろん心配です。でも東司くんへの愛はそんなことでは曇くもりませんから」

　これまた惚ほれ惚ぼれするような眩まぶしい笑顔で言ってくる。

　やっぱり苦笑いしか返せない東司だった。

「リリちゃんには負けません。ドンとこいです！」

「その自信はどこから……って、リリ？」

「はい、リーリットだからリリちゃんです。ねっ、リリちゃん」

「ええ、わたくしがライバルと認めた相手にだけ許す呼び名ですの」

「仲良しじゃねーか……」

　宗むな方かた東司とトージョーさま──雰ふん囲い気きだけは似てるから通じ合うものがあるのだろうか。

「東司さまもリリと呼んでよろしいですわよ」

「……いいのか？」

「ええ、女の子を気軽に呼び捨てにしてコロッと落とすのはトージョーさまの日課ですもの。メインヒロインにもなると、もっとステキに囁ささやくんですのよ！」

「いや、言うな。おまえのステキはあてにならん」

　きっと男の自分には聞くに堪たえないセリフだろう。

　トージョーというやつは見た目がハンサムにしても内面がクズすぎる。

「ホントにおまえはそいつのどこを好きになったんだよ……」

　とはいえ、意固地になっても仕方がない。

　東司は戸と惑まどいながらも応こたえることにした。

「あーっと……リリ？」

「はうぁ！」

　いきなりヘブン状態になった。

「トージョーさまがわたくしの名前を呼んでくださるなんて夢みたいですわ！　ようこそ二次元っ！　さようなら三次元！」

「落ち着いてリリちゃん！　これは東司くんです！」

「はっ！　そうでしたわ……」

　見た目は完璧にお嬢じよう様なリーリットなのに、トージョーさまのアニメが絡からむと一気に瓦が解かいするのだった。

「東司さま、今のはちょっとフェロモンが足りないですわ。トージョーさまはもっと甘く脳みそにしみこむように囁きますわ」

「そんなアドバイスいらねぇ……」

　本気でトージョーさま化させようとするリーリットは、なにかにつけて東司の言動をチェックしてくるのだった。

「さて、リリちゃんにはまず、研修してもらおうと思います」

　場を切り替かえるように杏子が言った。

「バイト経験者なんだろ？　いまさら必要なのか？」

「普ふ通つうのファミレスとここでは仕事内容が違ちがいますから。慣れてもらうためにも練習した方がいいかなって」

「もちろん、余よ裕ゆうですわ！」

　リーリットがむんっと意気込む。

　かくしてホイップアンティークでの研修が始まった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「ただやってもらうだけじゃ身にならないと思うので、悪い例を見てもらいながら学んでもらおうと思います」

　杏子が研修内容を発表する。

「というわけで、ニャーソンさんに悪い例をやってもらいます」

「なんか分かんないけど先生になってほしいって頼たのまれたにゃ！　同志諸君、ちゃんとボクちゃんを見習うように！」

「反面教師が威い張ばるなよ……」

　まあ、悪い例というならニャーソンが最適だ。

　きっとなにも指示しなくても最悪の例を実行してくれる。

「講師はわたしが務めます。はるのちゃんにも、来店したゲストの役ということで手伝ってもらいます」

「バッチリお客さんを頑がん張ばるよ！」

　はるのもやる気満々だ。

　普段はもてなす側なので、もてなされる側というのは新しん鮮せんらしい。

　とても繁はん盛じようしているとは言えないホイップアンティークだが、少ないながらもゲストはやって来る。

　日ひ頃ごろからゲストの相手をしているはるのなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

「東司くんは採点係です。リリちゃんがお嫁よめさんとして相応ふさわしいかどうか、厳しく点数をつけてくださいね」

「なにを採点するんだなにを……」

「ここでの訓練が妻になった時に必ず役に立つからです」

「おまえはリリをどうしたいんだよ……」

　東司の指し摘てきも杏子には届かなかった。

「それでは始めましょう。まずは来店したゲストを迎むかえるところからです。はるのちゃんとニャーソンさん、準備をお願いしますね」

　杏子のかけ声で最初のメニューが始まった。




　ステップ①──ゲスト来店




「たーのーもーっ！」

「おまえは日頃からなにを見てるんだ！」

　ドアを開けるなり道場破りをしてきたはるのにさっそくつっこむ。

「そんなセリフを言いながら入ってきたゲストが今までにいたか!?」

「一度やってみたかったんだもん……」

「リリの練習なんだから真ま面じ目めにやれ。やり直しだ」

「ちぇ……」

　はるのをもう一度店の外に出す。

「……店長、やってる？」

「居酒屋か！」

　女の子がなんてノリをしているんだ。

「いや、こういうシチュエーションの定番かなって……」

「お約束みたいな言い方するな！」

「もうっ、トージってば真面目だなぁ……」

「おまえが軍人だってことを忘れそうになるよ……」

　すっかり現代社会に染まりやがって。

「もう一回だ」

「はーい」

　はるのが再び店の外に出る。

「……奥さん、今なら幸福を呼ぶ魔ま法ほうの壺つぼが三個セットで破格の……」

「教育的指導っ！」

「トージがキレた!?」

「どこでそんなインチキ商法の手口を覚えやがった！」

　はるのが東司から逃にげて店内を走り回る。

「あ、あの……」

　すっかり取り残されたリーリットが困ったように杏子を窺うかがう。

「うろたえちゃダメです。これはテストです。なにが起こっても妻として落ち着いて行動できるかどうか、東司くんはそれを試ためしているんです」

「なるほど……原作でも、トージョーさまはヒロインたちにいろいろと無理難題をふっかけて楽しんでいますものね」

「ホントに最低だな、そいつ……」

　結局、はるのがすでに店に入った場面から始めることにした。

「やっとボクちゃんの出番だにゃ、待ちくたびれたにゃ」

　反面教師役のニャーソンがすっと歩み出る。

「よく来たにゃ！　名前と所属と階級、それからボクちゃんのチャームポイントを一つ述べるにゃ！」

「軍隊の入隊式になってるぞ！」

　あとニャーソンは尊敬するものだという前提も受け入れがたい。

「ハルノフィア・クレーノワ二等兵、第七自動車化狙そ撃げき師団第一〇一偵てい察さつ大隊所属……」

「そ、そんな大層なところに所属してたのかにゃ？」

「そうですよ。なのに大たい佐さに騙だまされて引き抜ぬかれちゃったんです」

　今となっては恨うらんでいるわけでもないが、それでもはるのが少し頰ほおを膨ふくらませた。

「あと、大佐にチャームポイントはありません！」

「真正面から否定されたにゃ!?」

　さすがはるの、ニャーソンのあしらい方も慣れてきていた。

「リリちゃん、これが悪い例です」

　講師役の杏子がさっそく説明する。

「自分を尊敬してほしいなら、普段から相応しい振ふる舞まいをするべきです。ニャーソンさんを尊敬するなんて普通に無理です」

「そっちの説明かにゃ!?」

「もっと別に指摘するところがあるだろうに……」

　おっとり系の杏子がキツイことを言うと妙みように迫はく力りよくがあった。

「さあリリちゃん、どう応対するのが正解かやってみてください」

　ニャーソンの悪い例の後にリーリットの実演の番となる。

「そ、そうですわね……」

　少し考えるように俯うつむいた後、リーリットはすっと前に歩み出た。

　両手でスカートの裾すそをつまみ上げ、片足を引いて頭こうべを垂れる。

「ようこそいらっしゃいました、お客様」

　東司が思わずおおっと唸うなる。

　貴族の家でメイドに迎えられたイメージがぴったりだ。

　スタイル抜ばつ群ぐん、容よう姿し端たん麗れいのリーリットが実演すると見事に絵になる。

（ただのおみやげ屋さんにしては豪ごう華かすぎる対応だけどな）

　しかしどこも間違えていない。

　東司は心の中で百点をつけた。

「……二十点です」

「講師役が採点してる!?」

　杏子からまさかのダメ出しだった。

「な、なにが足りないというのですか？」

「考えてもみてください。東司くんがお仕事から帰ってきた時、そのような出迎えをされて喜ぶと思いますか？」

「考えるとこそこっ!?」

　東司のツッコミもスルーして杏子は厳しく指摘する。

「疲つかれた旦だん那な様をどうやってお迎えするか、わたしが手本を見せましょう」

　告げるや否いなや、杏子は床ゆかに正座して三つ指をついた。

　その相手はもちろん、はるのではなく東司である。

「お帰りなさいませ、あなた。お風ふ呂ろにいたしますか？　お食事にいたしますか？　それとも…………やんっ」

「最後の喘あえぎ声はなんだっ!?」

「これが模も範はん解答です。最後のところで声を小さくして、恥はずかしがるようにそっと目線を逸そらすのがポイントです」

　杏子はあくまで真面目だ。真面目な顔でレクチャーしている。

　その内容があまりに偏かたよっていることを除けば。

「これなら疲れた旦那様も、いろいろと元気になること間違いなしです。翌日にもっと疲れるかもしれませんけど」

「昨晩はなにがあったんですかねっ!?」

「さあ、わたしの真ま似ねをしてみてください」

「わ、分かりましたわ！　トージョーさまにはべらせていただける絶好のチャンスですものね！」

　心なしかリーリットの目が輝かがやいている。

　トージョーさま作中のヒロインキャラを追体験できるとウキウキしていた。

「あたしもやる！」

「おまえはゲストだろうが！」

　リーリットに加えてはるのまで参戦してきた。

「仲間外れにしないでよね！」

「おまえは意味が分かってやってるのか!?」

「トージが昨夜はお楽しみだったんでしょ？」

「こらっ！」

　女の子がはしたない。

「さあ、やりますよ！」

　杏子のかけ声と共に、三人の少女が東司の足元に跪ひざまずいた。

（なんか……いけないことをしている気分だ）

　女の子たちが無防備に自分にかしずいている──まるで王様になったみたいだった。

「なんでにゃ……なんでにゃ……」

　ニャーソンが壁かべを殴なぐる音だけが静かに響ひびいていた。




　ステップ②──グッズの紹しよう介かい




　来店シーンをなんとか乗り切った一同は、接客シーンへと移っていた。

「ゲストからグッズについて質問を受ける場面を想定しました」

　講師役に戻もどった杏子が仕切る。

「気に入ったグッズがあるけど色いろ違ちがいのものはないのか……そういう質問を受けたとしましょう。ではニャーソンさん」

「ボクちゃんの見事な話術をお見せするにゃ！」

　ニャーソンが鼻息を荒あらくしながら演技を始める。

「なにをお探しかにゃ？」

「このタオルの色違いのものがほしいんですけど、よく考えたら大佐の顔が刺し繡しゆうしてあるのでいりません」

「そこは欲ほしがってほしいにゃ！」

　話術を披ひ露ろうする間もなく撃げき沈ちんした。

「はるの、気持ちは分かるがこれも仕事だ」

「だって大佐のグッズしかないんだもん……」

「そうだけどさ……」

　このホイップアンティーク、売られているグッズはすべてニャーソン印である。

　甘あま城ぎブリリアントパークのキャラクターグッズは一いつ切さい取りそろえていない。

　それもこれもニャーソンの自己顕けん示じ欲よくのせいなのだが、お金の力で強ごう引いんに押し通していた。

「リリのためだ、頑がん張ばれ」

「……うん、やってみる」

　はるのが顔をしかめながら棚たなのタオルを手に取る。

　ばっちい物をつまむみたいに。

「このタオルの色違いのやつがほしいんですけど」

「これっぽっちも欲しそうじゃないにゃ！」

「ニャーソン、はるのがここまで耐たえてるんだから黙だまって虐しいたげられろ」

「ボクちゃんの人権はどこに……」

「ネコに人権はない」

　当然である。

　ニャーソンは愕がく然ぜんとしながらも演技を続けた。

「どんな色が欲しいんだにゃ？」

「えっと……真っ黒か真っ白かな。これなら大佐の顔が見えなくなるし」

「やっぱりそういうことかにゃ!?」

「あ、でも大佐の顔が見えた方がいいかも。汚よごれを拭ふく時に抵てい抗こうないし」

「ボクちゃんの刺繡にそんな効果が!?」

　確かに、ニャーソンがイラストされたタオルならどんな汚れにも使えそうだ。

「リリちゃん、これが悪い例です。お客様の質問に反論するなんてもってのほかです。ましてや腹を立てるなんて言語道断です」

「些さ細さいな尊厳の主張すらボクちゃんには認められてないにゃ……」

　ガックリと膝ひざをつくニャーソンを横目に杏子が続ける。

「さあ、リリちゃんの番です」

「バッチリこなしてみせますわ」

　リーリットが余よ裕ゆうの面おも持もちで本番に挑いどんだ。

「お客様、どのような色をご要望ですか？」

「オレンジ色ってあるかな？」

「探して参りますので、少々お待ちいただけますか？」

　リーリットがにっこりと微笑ほほえむ。

　東司はうんうんと頷うなずいた。

（なるほど、しっかりできているみたいだ）

　さすがはバイト歴があるだけあって、こういう接客は様さまになっていた。

　これも問題なく百点だな──

「五点です」

「どんな基準だ！」

　やっぱり杏子チェックが入った。

「こ、これもダメですの？」

「解かい雇こレベルです」

「ウソつけっ！」

　どんな横暴店長だ。

「いいですかリリちゃん」

　杏子は諭さとすように指を立てた。

「ゲストに幸せな気持ちになってもらうのがわたしたちのお仕事です。そのことに気づけば自然と答えは見えてくるはずです」

「そ、そうですの？」

「はい。わたしがこれから実演しますから、しっかりと覚えてください」

　杏子のターンが始まった。

「お客様、オレンジ色をご要望なのですか？　しかしせっかくですから、こちらの『東司くんタオル』はいかがでしょうか」

「いつの間に作りやがった！」

　杏子の手には東司の顔がプリントされたタオルが握にぎられていた。

「こちらでしたら色のバリエーションも取りそろえてございます。２５６色ほど」

「無む駄だに多い！」

　微び妙みような色しき彩さいにどこまでこだわるというのか。

「じゃあ、こっちで！」

「はるの、おまえも流されるんじゃない！」

「だって大たい佐さよりトージの方が好きだもん」

「うっ……」

　面と向かってそう言われるとドキッとする。

　特別な意味などないと分かっていても、こういう瞬しゆん間かんに男子は弱いのだ。

「分かりましたかリリちゃん。このように、お客様が悪い商品に手を伸のばしてしまいそうになったら、素す早ばやく間違いを正してあげるんです」

　杏子はニャーソンタオルを丸めると、自然な動きでゴミ箱に放ほうり投げた。

「ボクちゃんのタオルが!?」

「そのためにも東司くんグッズを常備するのは妻として当然のことです」

「んなわけあるか！」

　勝手に使われたこっちの身にもなってほしい。

「お、奥が深いですわ……」

「こっちはこっちで感心してるし……」

「でも、そういうことならわたくしも負けませんわ！」

　一転攻こう勢せい、リーリットが召しよう喚かん魔ま法ほうを発動させた。

　彼女が呼び寄せたのは──

「トージョーさまＴシャツにトージョーさまキーホルダー、トージョーさまリュックにトージョーさま人形ですわ！」

　どっさりと積み重なったグッズの数々を前にリーリットが胸を張る。

　さすがトージョーさま限定の召喚魔法だ。

「ちなみにトージョーさまイタ車もありましてよ！」

　オタクもここまで突つき抜ぬければむしろ清すが々すがしい。

「……ダメです！」

　リーリットの勢いが火をつけてしまったのか、杏子がぐっと前のめりになった。

「妻として東司くんを推おすべきです！　いくら似ていてもアニメキャラを選ぶなんてありえません！」

「おまえはどこに怒おこってるんだ……」

「トージョーさまは絶対ですわ！　トージョーさまに敵かなう男なんてこの世に存在しませんわ！　トージョーさまに比べれば東司さまなんてまだゴミですわ！」

「俺は褒ほめられてるのか貶けなされてるのか……いや、貶されてるんだよな、うん……」

「いーえ！　東司くんこそが最高です！」

「トージョーさまですわ！」

「東司くんっ！」

「トージョーさまっ!!」

　ヒートアップする二人はもはや止められない。

「ねえねえトージ、二人はなんでケンカしてるの？」

　バトルについていけないはるのが助けを求めてくる。

「さあな……俺が知りたい」

　異次元での戦いを見守ることしかできない東司とはるのは、杏子とリーリットが満足するまで仲良くケンカさせた。




　ステップ③──お見送り




「さあ、これがリリちゃんの最終試験です」

「そういや試験だったんだよな……」

　一度も採点していない採点係がここにいる。

「最後まで気持ちよくお買い物していただくのが接客のモットーです。商品を買ってもらったらハイ終わり、というわけにはいきません」

　なにも知らずに聞けば立派な言葉だ。

「ではニャーソンさん、最高のお見送りをしてください」

　悪例担当のニャーソンの出番が回ってきた。

　こいつの最高はみんなの最低──どんな暴挙に出るかと東司がヒヤヒヤしていると、

「お客様、またのお越こしをお待ちするにゃ」

「なんで待ってんだよ……って!?」

　反射的にドウジギリでツッコミ姿勢に入っていた東司が急停止する。

「どうしたニャーソン、おまえらしくないぞ！」

「そうですよ大佐、まるで別ネコですよ！」

　東司とはるのが猛もう烈れつにつっこむ中、ニャーソンは朗ほがらかに微笑んだ。

　一切の邪じや気きのない最高の笑顔を送り届ける、これぞまさに模も範はん解答だ。

「たとえ演技だとしても、ニャーソンにこんな接客ができたなんて……」

「大佐、成長したんだね……」

　東司とはるのがちょっぴり感かん涙るいにひたる。

　そんな二人を前にして、ニャーソンは微び笑しようを浮うかべたままだ。

　いつまでも変わらない笑顔を振ふりまいている。

「……おかしい」

「うん、おかしいね」

　こういう場合、ここぞとばかりに自じ慢まんしてくるのがニャーソンの性格だ。

　じっと演技を続けるなんて普ふ通つうじゃない。

　疑い始めた二人がニャーソンににじり寄る。

「……これ立体映像だ！」

　伸ばしたはるのの腕うでが、そのままニャーソンの胴どう体たいを貫かん通つうしていた。

　天てん井じようを見上げると、なにやらカメラらしきものがセットされていた。

「自分とうり二つのロボットを作ったことがあったけど、今度はさらに発展したな……」

「どうだにゃ！」

　隠かくれていたニャーソンが姿を現す。

「ボクちゃんのホログラムを三次元に立体化したんだにゃ！」

「いつの間にそんなものを……しかもこんなリアルに」

「もう特許も出願済みにゃ！」

「地味に抜け目がねぇ……」

「そこまで頭が回るのにどうして普段はダメなんだろ……」

　努力の方向音おん痴ちというかなんというか。

　数々の苦労を分かち合ってきた東司とはるのがしみじみと唸うなった。

「……杏子、もういいだろ？」

　もうニャーソンが──というかそのホログラムが見事なお見送りを演じている。

　悪い例をやってもらう予定に反して正解が出てしまった以上、リーリットを試ためす必要はないはずだ。

「ニャーソンさん……マイナス五万点です！」

「待てぃ！」

　むしろ東司がつっこんだ。

「今のどこがダメだってんだ！　模範解答もいいとこじゃないか！」

　杏子の基準が理解できずについ怒ど鳴なってしまった。

「いいですか……」

　杏子は切々と語り始めた。

「ゲストとの出会いは一いち期ご一いち会えです。また来てくれるかどうかも分からない、そんな儚はかないものなんです。それなのにただ見送るだけなんて……」

　キッと杏子が顔を上げた。

「おまえなんか二度と来るな、と宣言しているようなものです！」

「それは……飛ひ躍やくしすぎではありませんこと？」

「甘いですリリちゃん！　そんなことでは想おもいは届きません！」

　珍めずらしく頑がん固こな杏子である。

　その気き迫はくに逆に東司が吞のまれる。

「わたしなんて、東司くんに何回も『わたしの部屋に来てほしい！』って言ってるのにダメなんですから！」

「そ、それは……」

　東司が言葉に詰つまる。

「わたしは東司くんと一いつ緒しよにすごしたいだけなのに……」

「そんな……トージってばヒドイ！」

「トージョーさまなら女の子の誘さそいには全力で乗っかるものですわ！　そこで引き下がるなんてジゴロの風上にも置けませんわ！」

　はるのとリーリットから杏子に援えん護ご射しや撃げきが入る。

「あのなぁ……」

　できれば言いたくはなかったが、このままだと落ち着かないので言わせてもらおう。

「こいつの部屋に入ったらな、その……危ないんだよ！」

「危ないってなによ！」

「そうですわ、なにが危ないというのですか？」

「そっ、それは……」

『それは？』

　じっと見つめてくる二人に東司は頭をかきむしると、やがて覚かく悟ごを決めたように静かに言った。




「俺の……貞てい操そうだ」




　その一言にリーリットが『きゃっ！』と小さく悲鳴をもらす。

　東司くんってばこんなところでダイタンです──と杏子が頰ほおを朱しゆに染める。

　はるのだけは『てーそー？』と首を傾かしげていた。

「その……出されたお茶を吞むと、無む性しように身体からだが火ほ照てってくるんだ。おまけに……部屋の灯あかりをすぐに落とそうとするし……ベッドに枕まくらが二つあるんだよ……」

「東司くんってば……それは二人だけの秘密です」

「挙げ句の果てにはさ……こいつの両親まで共犯になってきて……」

　東司くん、早く娘むすめの貞操を奪うばってやってくれ──杏子の揺ゆるがない決意に折れた父親がこんなセリフを言ってくるのだ。

　母親なんて杏子の生理周期を教えてくる始末である。

「最初の時は死にものぐるいで窓から逃にげ出したんだ……でも、もう逃げ切れる気がしないんだ……」

「逃げる必要なんてないんです！　全部わたしに任せてください！」

「できるか！」

「大だい丈じよう夫ぶです、痛いのは最初だけです！」

「それ男に言うセリフじゃないだろ！」

　真顔で際きわどいことを言ってくる杏子に振り回されっぱなしの東司だった。

「さあリリちゃん！」

　なぜか勢いづいた杏子がリーリットに迫せまる。

「このように東司くんはとてもシャイです！　そんな東司くんにまた来てほしいなら相応の誘い方があるんです！」

　両手をグーにして力説する。

「ちょっと……考えさせてくださいませ……」

　リーリットは困ったように額に手を当てた。

（そりゃそうだろ。あんな過激なことを言われれば……）

　リーリットはおそらく恋れん愛あい沙ざ汰たに疎うとい。アニメの中の恋愛はたくさん見てきただろうけど、いざ自分が当事者になるなんて初めてのはずだ。

　そういう意味では未来を生きている杏子は、相当にインパクトがあったはずだ。

　さっきから不思議そうにクエスチョンマークを浮かべているだけの、はるののニブさに今は安心した。

「おい杏子、もうリリになにかさせるのは……」

「大丈夫ですわ、東司さま」

　止やめさせようとした東司を制し、リーリットが答えを出した。

「わたくしもトージョーさまのファンを伊だ達てに十五年もやっていませんわ。わたくしの全力をご覧に入れますわ！」

「そんなところで全力を出さなくても……って、十五年？」

　リーリットの外見はせいぜい十五、六歳なのに。

「ええ、トージョーさまとの出会いは新生児室ですの。その窓から待合室のテレビ画面が見えたのですわ」

　どこかで聞いたような話だった。

　生まれた直後に新生児室で隣となり同どう士しのベッドになり、運命の出会いをする──同じような逸いつ話わを持つ杏子がただならぬシンパシーを感じて瞳ひとみを輝かがやかせた。

「まあ！　リリちゃんも生まれた瞬しゆん間かんから東司くんと結ばれる運命だったんですね！」

「あの凜り々りしいお姿……一生を捧ささげるのはトージョーさましかいませんわ！」

　二人して感極きわまったように手を握にぎり合う。

　それからはもう止まらない二人である。

　お互たがいに東司くんグッズとトージョーさまグッズを見せ合い、語り合い、時にはなぜか肩かたを抱だき合って涙なみだを流していた。

『東司くんがね！』

『トージョーさまが！』

　主語が根本的にズレているのになぜか会話が成立するのだ。

　きっと二人の脳内で勝手に変へん換かんされているのだろう。

　もはやつっこむ気にもなれず、東司は生温かく二人を見守っていた。

「……ところで試験はどうなったの？」

　ふとはるのが呟つぶやく。

「決まっています！」

　杏子がリーリットとがっちり握あく手しゆを交かわした。

「合格です！　満点です！　特待生です！　完かん璧ぺきな女の子です！　むしろ誰だれですか！　試験するなんて言い出したのは!?」

「あー……誰だろうな」

　きっとその少女はお星様になったのだ。そっとしておこう。

「歓かん迎げいします、リリちゃん！　ホイップアンティークへようこそ！」

「ありがとうございます！　わたくし頑がん張ばりますわ！」

　かくして試験という名の茶番は終わりを告げた。

　ただ一つ──

「ねえねえトージ、てーそーってなに？」

　困ったことに興味を持ってしまったはるのに、なんと答えるかという追試を除いて。




「…………はっ!?　しまったにゃ！　同志トージのハーレムを壊こわしたかったのに、これじゃ同志トージがますますチヤホヤされるだけなんだにゃっ！」

　いまさら自分の失敗に気づくニャーソンだった。







　　　明あ日すの店長は君だ！







　甘あま城ぎブリリアントパークにあるおみやげ屋さん『ホイップアンティーク』には平和な日々が訪おとずれていた。

　東とう司じとはるのだけだった開店当初と比べ、杏きよう子ことリーリットが加わった。

　天然なはるのに苦労していた東司だが、杏子たちのおかげでかなり苦労が減っていた。

　女の子のやることに男子が口を出すというのは、なかなか緊きん張ちようするのだ。

　その点、杏子やリーリットはかなり頼たのもしかった。

「東司くん缶かんバッジを売り出すべきです！」

「いいえ！　トージョーさま缶バッジにするべきですわ！」

　まあ、たまに衝しよう突とつすることもあるのだが。

　それはともかく。

　はるのも二人の影えい響きようを受けてか、最近では無茶も減っていた。

　これは東司にとってストレスも苦労も軽くなることを意味し、

「……つまんないにゃ！」

　ニャーソンにとって不満が溜たまることを意味した。




「なんで普ふ通つうに営業してるんだにゃ！」

　ある日の閉店後、ニャーソンがとうとう吠ほえた。

　従業員控え室でくつろぐ四人を前に、ホワイトボードをガツンとたたく。

　とりわけ、直属の部下であるはるのに厳しい目を向けた。

「同志はるの！　なぜここにいるのか理由を思い出すんだにゃ！」

「ドウジギリの成長を見守るため！」

「期待したボクちゃんがバカだったにゃ！」

　ニャーソンがガックシと膝ひざを折った。

「思い出してほしいにゃ……ウオッカを酌くみ交わして共に誓ちかい合ったあの日を……」

「大たい佐さ、あたし未成年だよ？」

「そんなことは関係ないにゃ！」

　大いに関係あるのだが、東司たちはとりあえず黙だまって続きを聞いた。

「あの日の同志はもう、どこにもいないんだにゃ……」

　なにやら演技っぽい泣きが入る。

「それなら……ボクちゃんは考えを改めなければならないにゃ……」

「おまえが……改める……？」

　およそニャーソンの発言とは思えず東司がいぶかしむ。

　このネコがそう簡単に改心するとは思えない。

　つまりこいつは、なにか厄やつ介かいな方向に事態を傾かたむけようとしているのだ。

「そうにゃ……。ホイップアンティークはポ連の最前線基地にゃ。ボクちゃんたちの使命は甘城ブリリアントパークの妨ぼう害がいと破は壊かいにゃ。それを率そつ先せんして実行するのが店長の役割にゃ。同志はるのにそれができないというなら……」

　ニャーソンの瞳に力が戻もどった。




「店長を交代するしかないにゃ！」




「そんな！」

　これにはたまらずはるのも抗こう議ぎする。

「あたし頑張ってるのに！　頑張ってお店を繁はん盛じようさせようってしてるのにっ！」

「頑張る方向が真逆なんだにゃ！　ボクちゃんたちの使命は甘ブリを内部から攪かく乱らんして崩ほう壊かいさせることにゃ！　甘ブリ一派になって来客数増加に貢こう献けんすることじゃないにゃ！」

「だって今の方が楽しいんだもん！」

「そんなのポ連将兵として失格にゃ！　甘ブリに死をっ！　メープルランドに地じ獄ごくをっ！　これが最優先事じ項こうなんだにゃ！」

「大佐だってモッフルさんたちと仲良くしてるくせに！」

「あ、あれは敵を欺あざむくための芝しば居いにゃ！　日ひ頃ごろの悩なやみを相談するために居酒屋で落ち合ったりしたことなんて全然これっぽっちもないにゃ！」

「ヒドイよ大佐！」

「これはもう決定事項なんだにゃ！　ニャーソン大佐の命令なんだにゃ！」

「くぬぬぅ……」

　はるのも一応はポ連の軍人である。

　命令だと宣言されてしまうと反射的に大人しくなってしまった。

「ニャーソンさん、それはあんまりです」

「そうですわ。はるのさんは立派にやっていますわ」

　そんな折、杏子とリーリットから援えん護ご射しや撃げきが入った。

「キョーコ……リリ……」

　心強い味方にはるのが思わず涙を浮うかべる。

「確かにちょっとおっちょこちょいなところもありますけど、はるのちゃん以上に店長に相応ふさわしい人なんていません」

「はるのさんがいたからこそ、今のホイップアンティークがあるのだと思いますわ」

　まさかの反撃にニャーソンがたじろぐ。

「そ、そんにゃ……」

　孤こ立りつしてしまったニャーソンが反射的に東司に救いを求めた。

「ど、同志トージ！　二人があんなこと言ってるにゃ！　生意気だにゃ！　なにか言ってやってほしいにゃ！」

　これに東司は即そく答とうした。

「二人の言うとおりだろ」

「救いはなかったにゃ!?」

　見えないボディーブローをもらったかのようにニャーソンがもんどり打った。

「あいつがいなきゃここに誰も集まらなかったよ。杏子もリーリットも……もちろん俺もだ」

　仕事が速いわけでもないし失敗も多いし、天然ボケなんて見慣れてしまった。

　普通に考えれば店長失格の烙らく印いんを押されるのが当然だ。

　しかし彼女には──紅くれ衣いはるのという女の子には、それだけで片付けられないなにかがあった。

　ある種のカリスマというやつだろうか。

　放ほうっておけないというか、思わず助けたくなるというか。

　自分の周りに人を惹ひきつけるなにかが、あいつにはある。

「ここにいるメンバーはみんな、はるのが集めたようなもんだ」

　だからおまえに従うつもりはない、と東司が言い切った。

「そ、そこまでボクちゃんが信じられないのかにゃ……」

　すがるように問いかけるニャーソンだが、東司たちは三人そろって首を振ふった。

「当たり前だ」

「当然です」

「むしろどうやって信じろとおっしゃいますの？」

「自分のこれまでの行いを思い出してみろ」

「厚こう顔がん無む恥ちにもほどがあります」

「ちゃんちゃらおかしいですわ」

「冗じよう談だんは顔だけにしろ」

「反省してください」

「お分かりになりまして？」

「三人そろって容よう赦しやがなさすぎだにゃっ!!」

　このままだと無限ループで言葉の暴力を受けそうだった。

「とにかく！」

　まとめるように杏子がパンっと手を打った。

「これからもはるのちゃんが店長さんです」

「当然ですわ」

「そういうわけだニャーソン、さっさと諦あきらめろ」

　話はこれまでだと言うように背を向ける。

　だが──

「……店長になれば人事権が与あたえられるにゃ」

　悪あく魔まの囁ささやきが三人の──いや、杏子とリーリットの歩みを止めた。

「じんじ……けん……」

「そうにゃ。店長になれば誰だれをどこに配置するかも自由にゃ。シフトを組むのも、仕事の内容を決めるのも好きにできるにゃ。たとえば……」

　ニャーソンが笑った。

　最高にゲスい顔で。




「誰かさんに……『店長の命令には絶対服従のこと』と指示することも可能にゃ」




　瞬しゆん間かん──少女二人に衝しよう撃げきが奔はしる。

　驚きよう異い的な速度で乙女おとめコンピューターが演算を始め、ニャーソンが言うところの真意を算出する。

　そして導き出された結果は──

「そうですね。店長を交代するべきです」

「むしろ続投なんてありえませんわ」

　気づけば杏子とリーリットがニャーソンの隣となりに立っていた。

「えっ？　おい！」

　あまりの変わり身の速さに東司も愕がく然ぜんである。

「おまえらなんで寝ね返がえってんだよ！」

「言葉を慎つつしんでください東司くん。これはニャーソンさんの……いえ、オーナーの意向です」

「従業員たるもの、オーナーの指示には絶対ですわ」

「いつの間にかオーナー扱あつかいしてる!?」

　なにが二人をここまで駆かり立てたのか。

「東司くんを店長さん直属にして一日中イチャイチャしようとか、これっぽっちも考えていませんから！」

「東司さまに、トージョーさまらしくゲスく振る舞まうように命令できるとか、これっぽっちも考えていませんわ！」

「ダダ漏もれだ！」

　手首が骨折する勢いで手のひらを返した二人だった。

「キョーコぉ……リリぃ……」

　さっきとは別の意味ではるのが泣いていた。

「ごめんなさい、はるのちゃん……女の子にはどうしても譲ゆずれないものがあるんです！」

　申し訳なさそうに、しかしきっぱりと言い放つ杏子に、隣でリーリットも同意する。

「女の子を片かたっ端ぱしから口説いて貢みつがせる東司さま……あぁ、なんてステキなんでしょう！」

「おまえら、ある意味尊敬するよ……」

　女の子同士の友情とはかくも儚はかないものなり。

「それでニャーソンさん、誰を店長にするんですか？」

「そうですわ、そこのところ詳くわしく！」

　杏子とリーリットが前のめりになる。

「そうだにゃあ……迷っちゃうにゃあ……」

　虐しいたげられる身分から一転、権力者に躍おどり出たニャーソンが天てん狗ぐになる。

「とりあえず勝負してもらおうかにゃあ……」

「勝負ですか？」

「わたくしと杏子さんで決着をつけるということですわね」

　二人の間にバチバチと火花が散る。

「んじゃまず、ぱふぱふ勝負ということで二人ともボクちゃんにおっぱいを……」

「大たい佐さっ!!」

　ゲスく鼻の下を伸のばしていたニャーソンの動きが止まる。
















　ぐっと両手を握にぎりしめ、涙なみだを堪こらえたはるのが仁に王おう立ちになっていた。

「あたしが店長をやる！」

「もう多数決で決まったにゃ～、店長は交代するにゃ～」

　はるのの熱意を弄もてあそぶようにおちゃらける。

「勝負の邪じや魔まだからさっさとどっか行くにゃ」

　シッシッと、普ふ段だん自分がされているように追い払はらおうとする。

　しかしはるのは動かない。

　ぎゅっと握った手に、さらに力がこもった。

「だったらあたしも勝負する！」

「同志はるのが？　そのおっぱいじゃぱふぱふ勝負なんてげはぁっ!?」

　言い切る前に東司から制裁が入る。

「はるの、耳を貸すな」

　自分を見失っているはるのを落ち着かせる。

　ニャーソンの提案した勝負に乗るなんて、普段の彼女だったらまずやらない。

　そのくらい追い込まれているということだ。

「杏子、リリ……」

　名前を呼ばれた二人がビクッと震ふるえる。

「なにをムキになってんだよ。ニャーソンの思い通りに操あやつられて……そんなことやってもこいつを喜ばせるだけだって分かるだろ？」

「それは……そうですけど……」

「でも東司さま……」

　杏子もリーリットもバツが悪そうに視線を逸そらす。

「このニャーソンが簡単に人事権を手放すわけないだろ？」

『あっ、確かに』

　熱に浮かされていた二人の頭が急に冷静になった。

　なんでもかんでも自分で決めなきゃ気が済まないのがニャーソンの性格である。

　目先のことに目がくらんで二人とも見落としていた。

「ごめんなさい東司くん、わたしが間ま違ちがっていました」

「大人げなかったですわ……」

　素す直なおに二人が謝る。

「ありがとう杏子、リリ……」

　これで大だい丈じよう夫ぶだ、と東司は胸をなで下ろした。

　ニャーソンのくだらない作戦で、仲の良い三人がケンカするなんて──




「勝負だよキョーコ！　リリ！」




　はるのからまさかの宣戦布告が飛び出した。

「はるの！　おまえはなにを……！」

「こんなモヤモヤした気持ちイヤなの！」

　はるのが涙目で見つめる。

　これまでずっと店長として頑がん張ばってきたのに、ニャーソンの甘かん言げんでその努力が簡単にゆらいだことが、どうにも悔くやしかった。

「だから……ここではっきりさせたいの！　誰が店長さんに相応ふさわしいのか！」

「はるの、気持ちは分からないでもないけどさ……」

　せっかく丸く収まりそうなところを、わざわざ引っかき回すべきじゃないと東司が諫いさめる。

「はるのちゃん、さっきはわたしが悪かったです」

「そんなに意地を張らないでくださいませ」

「関係ないもん！　とにかく勝負ったら勝負だもん！」

　はるのが強ごう情じように勝負を挑いどむ。

　しかし、もう争わないと決めた杏子とリーリットはそれを受けない。

　次し第だいにジリジリしてきたはるのは──もどかしさのあまり最終手段に出た。

「勝負をしてくれないなら……」

　杏子とリーリットに指を突つきつける。




「ジンジケンってやつで、あたしがトージを一日中、好きにしちゃうんだから！」




『それはちょっと待った！』

　杏子とリーリットの和平ムードが一転、はるのを加えて一いつ触しよく即そく発はつの状態になる。

「どういうことですかはるのちゃん!?」

「だって店長さんにはジンジケンがあるんでしょ？　勝負してくれないならあたしが店長さんだから、ジンジケンってやつでトージを好きにしても問題ないよねっ！」

　発言の中身をまるで理解しないまま、はるのが二人を挑ちよう発はつする。

「大ありですわ！　わたくしと杏子さんが泣く泣く身を引いたというのに……」

「そんなの知らない！　だって今のままならあたしが店長さんだもん！　そうだよね大佐！」

　三人の乙女の視線がニャーソンに突き刺ささる。

「そ、そうだったかもしれないにゃ……」

　自分で言い出したことなのに、予想以上にバトルが白熱してビビるニャーソンだった。

「……分かりました！　その勝負、受けて立ちます！」

「わたくしもですわ！」

「これで決まりだねっ！」

　とうとう和平合意は破は棄きされ、ここに三国志ばりの戦乱が勃ぼつ発ぱつした。

「……おい、どう責任取るつもりだ」

「お、女の子って怖こわいんだにゃ……」

　頭を抱かかえる東司の恨うらみ節に、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすニャーソンだった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「……というわけで、ボクちゃんなりに解決方法を考えてみたにゃ！」

「あぁ……おまえを止めなかった俺がバカだった……」

　意気込むニャーソンとうなだれる東司がいるのは、ホイップアンティークの隣に設営された野外ステージだ。

　その垂れ幕には『明あ日すの店長は君だ！　カラオケコンテスト！』の文字が躍っている。

「まさか一晩でここまでやるとは……」

　ニャーソンの資金力を舐なめていた。

「カラオケと店長のスキルにどんな関係があるんだよ……」

「知らないにゃ」

「おい……」

「でも新しい艦かん長ちようを決める時はカラオケしかないってナデシコで言ってたにゃ」

「なんだそりゃ？」

「黙だまって第十九話を見るにゃ。まあ、課題曲は『ニャーソンの一番になりたい』で決定だけどにゃ」

「よく分からんが、その選曲がおかしいことだけは分かるぞ」

　そんな曲で選ばれた艦長なんて即そく座ざに追放されてしまえ。

「せっかくだから、この機会にホイップアンティークをアピールするにゃ！　お客さんをたくさん集めて宣伝するんだにゃ！」

「ポ連の最前線基地じゃなかったのかよ……」

　こいつはこの店をどの方向に持っていきたいのだろう。

「ホイップアンティークが人気になればボクちゃんのグッズも売れるにゃ！　たちまちボクちゃんは人気者！　両手に女の子を抱だいてウッハウハにゃ！」

「一気にブレイクしすぎたお笑い芸人みたいな前途だな」

「とうとうボクちゃんにもハーレム時代が訪おとずれるんだにゃ！　同志トージなんて羨うらやましくなくなるにゃ！」

「どこがハーレムだよ……」

　杏子は全力で貞てい操そうを奪うばいに来るし。

　リーリットはアニメの最低主人公の真ま似ねをさせようとするし。

　はるのは──そもそもハーレムとか理解してなさそうだし。

　気苦労ばかりで安らぐ暇ひまなんてないというのに。

「ボクちゃんはこれから司会進行をしなきゃならないからもう行くにゃ！」

　マイク片手に颯さつ爽そうとステージに向かうニャーソンである。

「どこにやる気を起こしてるんだか……」

　誰だれを店長にしたいとか頭からすっぽり抜ぬけているようだ。

「歌の上う手まい下手で店長を決めてどうするんだよ……」

　とはいえ、はるの、杏子、リーリットの歌声を聞いてみたいというのも正直なところである。

　はるのやリーリットとは出会って日も浅いから、カラオケに行ったこともない。

　杏子とは何度か行ったことがあるけど、カラオケルームで執しつ拗ように誘ゆう惑わくされた記き憶おくしかなかった。

　ここのカラオケボックス、監かん視しカメラはハリボテなんですよ──とかどうでもいい秘密を披ひ露ろうされてもこっちは理性を保つので精せい一いつ杯ぱいである。

　まともに歌声を聞くのはこれが初めてかもしれない。

「まあ、いずれにせよ……はるのが店長をやるのが一番だよな」

　ステージには向かわずその場で考え込む。

　まだ開演までには少し時間がありそうだ。なにか策はないものだろうか──

「あたしがどうしたの？」

　気づくとすぐ隣となりにはるのが立っていた。

「いや、面めん倒どうなことになったと思ってさ。カラオケで店長を決めるなんて」

「うーん……そうだね」

　はるのも諦あきらめたように苦笑いした。

「俺もできる限りフォローする。ニャーソンが変なことしようとしたら全力で止めるから」

「……ホントに？」

　はるのがなぜか神しん妙みような顔でこちらを窺うかがってきた。

「どうした？　そんな改めて……」

「……ううん、なんでもないよ！　それじゃ準備があるから行くね！」

　すぐにいつもの調子を取り戻もどしたはるのが、ぶんぶんと手を振ふって回れ右する。

「…………っと」

　だがすぐにまた回れ右した。

「念のために……これ、渡わたしとくね」

　そういうとはるのは自分の太ももに手を触ふれ、鞘さやに納まった日本刀──ドウジギリを顕けん現げんさせた。

「よし、これでニャーソンをぶちのめせってことだな」

「うん、そんなとこ」

　東司がドウジギリを受け取ると、はるのはホッとしたように表情を緩ゆるめた。

「任せとけ」

　確かに、なにか起こってから渡されるよりもこっちの方が素す早ばやく対応できる。

　持ち歩くのはちょっと物ぶつ騒そうだが、ここはテーマパークだ。なにかの小道具として見み逃のがしてもらえるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ。あいつの好きにはさせない」

　はるのを安心させるように、東司はニカッと笑った。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「さあ始まるにゃ！　明日の店長を決めるカラオケコンテスト！　ここに開会を宣言するにゃ！」

　ステージ上では集まった観衆を前に、ニャーソンがさっそくマイクパフォーマンスを始めていた。

「本日、歌声を披露するのは可愛かわいい女の子たちにゃ！　みんな、しっかと聴きいて採点してほしいにゃ！」

　派手にＢＧＭを鳴らしているせいでゲストたちの集まりは悪くない。

　後で甘ブリサイドに怒おこられそうだが。

「それでは、さっそく一人目の登場にゃ！」

　ニャーソンが大おお仰ぎような動きでステージの袖そでを指し示す。

　ややあって出てきたのは──




「一番、マイケル・ジャクソンで『Ｓｍｏｏｔｈ　Ｃｒｉｍｉｎａｌ』ふも」




「なんでおまえがいるんだにゃ!?」

　マイクを床ゆかに投げつけたニャーソンが、これまたマイク片手にリズムを刻み始めたモッフルに怒ど鳴なり散らした。

　甘城ブリリアントパークのメインマスコットの登場に、集まっていた観衆がにわかに盛り上がる。

「カラオケ大会があると聞いて駆かけつけたふも」

「お呼びじゃないにゃ！」

「参加資格が必要だなんてどこでもアナウンスしてなかったふも」

「あそこに書いてるにゃ！　店長を決めるためのコンテストだにゃ！」

「ふも……。それはつまり」

　モッフルの目が鋭するどく光った。

「ぼくが優勝すればホイップアンティークはぼくのものということだふも？」

「にゃ、にゃんと!?」

　まさかの乗っ取り計画にニャーソンが戦せん慄りつする。

「まさかモッフル……それが狙ねらいかにゃ！」

「ぼくはただ歌いたいだけふも。もっとも……」

　フッとキザっぽく笑う。

「お客さんがぼくを優勝させてくれるなら、それはそれで考えがあるふも」

「ダメだにゃーっ!!」

　ニャーソンがモッフルに飛びかかってマイクを奪おうとする。

「よこすにゃ！　そしてさっさと帰るにゃ！」

　突とつ然ぜんの狼ろう藉ぜきに観客たちからブーイングが起こる。

　このパークの人気マスコットとモブに毛が生えた程度の人気しかないネコである。

　どちらが支持されるかは言うまでもない。

「いいのかふも？　このままぼくをステージから降ろせば、ガッカリしたゲストたちによって暴動と略りやく奪だつが起こるふもよ？」

「店なんてすぐに再建できるにゃ！」

「ついでにおまえ自身もつるし上げられるふもよ？」

「それは困るにゃ！」

　自分大好きなニャーソンの弱点を見事に突ついていた。

「だったら大人しく歌わせるふも。せっかくだから、ホイップアンティークの人気取りに協力してやるふも」

「なんでそんなことされなきゃならないにゃ！　モッフル、さては他ほかにもなにか企たくらんでるにゃ!?」

　疑うたぐり深いニャーソンを放ほうっておいて、モッフルが高々とマイクを掲かかげた。

「ぼくの歌を聴くふもーっ！」

　大だい歓かん声せいの中、モッフルはネイティヴな発音で熱唱した。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「き、気を取り直して次に行くにゃ！」

　歌い終わってご満まん悦えつのモッフルをどうにか追い返し、ニャーソンが仕切り直す。

　モッフルの登場で場がすっかり温まり、まだかまだかと熱気がこもっていた。

「今度こそ可愛い女の子の登場にゃ！　採点よろしくにゃ！」

　ニャーソンが歌い手の登場を告げる。

　観客たちが期待に満ちあふれて振り向いた先には──




「二番、ＡＫＢ48で『恋こいするフォーチュンクッキー』みー」




「お呼びじゃないにゃっ!!」

　ニャーソンが再びマイクを床に投げつけ、可愛くポーズを取ったティラミーに詰つめ寄る。

「モッフルに誘さそわれて来たみー。優勝したら可愛い女の子がもらえるって聞いたみー」

　欲望丸出しなティラミーである。

「そんなわけないにゃ！」

「え、違ちがうみーっ!?」

「素すで驚おどろくにゃ！」

　花の妖よう精せいのティラミーだが、頭の中に咲さくのはピンクの花ばかりである。

「最近、また女の子が入店したって聞いたみー。その子をくれるんじゃないのかみー？」

「つべこべ言わずに引っ込むにゃ！」

　居座るティラミーをステージ袖に追いやる。

「そんなのあんまりだみー！　お客さんだってボクの歌を聴ききたいはずだみー！」

　ニャーソンを押しのけて観衆に問いかける。

　答えは──はち切れんばかりの拍はく手しゆ喝かつ采さいだ。

　モッフルと同じくティラミーもパークでは人気者だ。

　ニャーソンと人気比べをするまでもない。

「そういうことだみー！　ステージから降りるのはそっちだみー！」

　ガクッと膝ひざを突くニャーソンの脇わきをすり抜ぬけ、ティラミーがステージに躍おどり出た。

「ミュージック、スタートだみー！」

　手て拍びよう子しの中、ティラミーは完かん璧ぺきなダンスと共に歌いきった。
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「も、もう茶番は終わりだにゃ……」

　憔しよう悴すいしきったニャーソンが這はいつくばりながらマイクに語りかける。

　そんな姿とは対照的に、観客はモッフルとティラミーのステージのおかげで大盛り上がりだ。

「今度こそ……今度こそちゃんとした女の子が……」

「三番、布ほ袋てい寅とも泰やすで『スリル』だろん」

「ぬるっと入ってくるにゃ！」

　自然に割り込んできたマカロンに、三度マイクを投げつけたニャーソンが突とつ撃げきする。

「モッフルとティラミーに誘われたのでなんとなく」

「なんとなくでボクちゃんの計画を台無しにするにゃ！」

「いやほら、僕って音楽の妖精だし、むしろ必ひつ須す？」

「これはボクちゃんのステージだにゃ！」

　マスコットたちによるジェットストリームアタックをクリティカルヒットされたニャーソンはたまったものではない。

「そんなにボクちゃんをイジメて楽しいかにゃ!?　これが……これがメープルランドのやり方かにゃ!?」

「単純におまえがバカやってるだけだろん。カラオケで店長を決めるなんて……」

「それを知っててどうして殴なぐり込んでくるにゃ!?　そっちには無関係にゃ！」

「……頼たのまれたからには断れないろん」

「頼まれたにゃ!?　誰だれに頼まれたにゃ!?」

　ニャーソンは聞き逃のがさなかった。

「あ、やっべ……」

　口を滑すべらせたマカロンの視線が泳ぐ。

「ひょっとして……同志トージ!?　こんなに手て際ぎわよくボクちゃんの邪じや魔まをしてくるのはあいつしかいないにゃ！」

「あー……それは……」

「どこにいる逆ぎやく賊ぞくトージ！　このステージをおまえの血で赤く染めてやるにゃ！」

　怒いかりの炎ほのおをたぎらせたニャーソンがステージから飛び降りる。

　周囲で怯おびえる観客たちを睨にらみつけながら、全身の毛を逆立ててニャーソンが吠ほえた。

「どこにいるにゃーっ!!」

　突進するニャーソンを前に、モーセの十じつ戒かいみたいに観客が道を空ける。

　渾こん身しんの恨うらみ節をまき散らしながら、そのまま彼方かなたへと走り去ってしまった。

「……なにやってるろん」

　ステージ上に残されたマカロンが呆あきれたように肩かたをすくめる。

　まがりなりにも司会者だったニャーソンが不在では、コンテストは進みも終わりもしない。

「仕方ないろん……音楽の妖精として僕がトリを飾かざってあげるろん！」

　突とつ如じよとしてスピーカーから鳴り響ひびく軽快なギター音。

　どこかの二時五十分が突入してきそうな音楽の中、マカロンはエアギターをかき鳴らしながらシャウトした。




　かくして、新しい店長を決めるはずのカラオケコンテストは、甘城ブリリアントパークのメインマスコットによるゲリラライブという形で好評のうちに終演した。
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「久々に人前で歌って楽しかったみー」

「舞ぶ台たい設備だけは豪ごう華かだったろん。さすがお金だけは持ってるニャーソンだろん」

「本当にこれでよかったのかふも？」

　モッフル、ティラミー、マカロンの三匹びきは、カラオケステージの裏手で熱唱後に火ほ照てった身体からだを冷ましていた。

「ありがとうございました、みなさん」

　そんな三匹にタオルを渡わたしたのは──杏子である。

　さらに、はるのがオレンジジュースのコップを三匹に渡し、リーリットが団扇うちわで風を送っていた。

　本来ステージに上がるはずの三人が、ステージに上がった三匹を労ねぎらっていた。

「まあ、楽しく歌えたからボクは気にしてないみー」

「それにしても驚いたろん」

「いきなり『自分たちの代わりにステージに上がってほしい』なんて言ってくるふも。何事かと身構えたふも」

「ええ……今日は本当に助かりました」

「感謝していますわ」

「ありがとね！」

　三人がそろってお礼を伝える。

「本当なら君たちが歌うはずだったろん？」

「そうなんですけど……」




　はるのたち三人がカラオケコンテストのことを伝えられたのは今朝だった。

　それまで、他の二人に負けないと意気込んでいた三人だったが、勝負の内容がカラオケで、しかも課題曲がニャーソンの歌だと聞かされると一気に冷静になった。

　すなわち──『ニャーソンをたたえる歌とか歌いたくない』である。

　それまで頭に血が昇のぼっていたはるのたちが、ニャーソンの悪わる巧だくみのエサにされていると気づくのに大した時間はかからなかった。

　東司を自由にできる人事権は誰にも取られたくない。

　しかし歌を披ひ露ろうするのも恥はずかしい。

　その意見で一いつ致ちした三人は知ち恵えを出し合い、モッフルたちに相談したのだ。

『カラオケコンテストに出場して台無しにしてほしい』と。

「はるのちゃんには以前、ぼくたちの支配人をニャーソンから救ってもらった恩義があるふも。これくらいお安いご用だふも」

　詳くわしくは一巻を参照のこと。

「あれはあたしじゃなくてトージだよ？」

「そうだったろん。でもそのバイト少年はちょうど、ニャーソンに追い回されて大変なんじゃないのかろん？」

「それについては、はるのさんから東司さまにお話ししているかと……」

「東司くんはなんて言ってましたか？」

　リーリットと杏子から不安げな眼まな差ざしが向けられる。

「それは大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　はるのが自信満々に胸を張った。

「ちゃんとフォローしてくれるって言ってたからね！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「逆賊トージ、粛しゆく清せいしてやるにゃーっ!!」

「今回はなにもしていないぞっ!?」

　エトセトランドの一角にて、そのバトルは勃ぼつ発ぱつしていた。

　烈れつ火かの如ごとく殺意をたぎらせて襲おそいかかるニャーソンに、東司はわけも分からないままドウジギリを振ふり抜いて怒ど鳴なり返した。

「しかも甘ブリの三匹まで動員して……どこまで非道なんだにゃ！」

「知らん！　知らんぞ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いにゃ！」

　激情のままに殴りかかるニャーソンにドウジギリで応戦する。

　普ふ段だんなら一いち撃げきで沈しずめられる相手なのに、今日は不ふ屈くつの根こん性じようで何度も起き上がってきた。

「たとえこの身尽つきても……絶対に許さないにゃーっ！」

「俺が悪役みたいになってる!?」

「ここで息の根を止めてやるにゃーっ！」

　一筋の涙なみだをぬぐい、ニャーソンは東司へと突進した。







　　　リーリットのお悩なやみ相談







　リーリット・キーマイヤーは焦あせっていた。

　東とう司じをトージョーさまっぽくプロデュースしようと意気込んだものの、ホイップアンティークでの彼の人徳はある意味で絶大だった。

　はるのも杏きよう子こも彼を信しん頼らいしきっていて、彼もまた二人を大切に思っている。

　それではダメなのだ。

　トージョーさまは一方的に女の子を振り回す主人公なのだ。

　想おもいは常に、女の子からトージョーさまに一方通行でなければならない。

「どうすれば東司さまは、はるのさんや杏子ちゃんに限らず、目に入った女の子に片かたっ端ぱしから言い寄るジゴロになってくれるのでしょうか……」

　東司にとって迷めい惑わく千せん万ばんな悩みだが、そこを本気で考えてしまうのがリーリットのトージョーさま愛である。

「ここは一つ、アドバイスを頼むのも手ですわね……」

　とはいえ、はるのたちに相談するわけにもいかない。

　悩んだ末にリーリットが選んだのは──




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「いや、パークのマスコットに『ジゴロになるコツを教えて』とか相談にくるのはどうかと思うろん……」

『マカロンのミュージック・シアター』の長であるマカロンが啞あ然ぜんとする。

　リーリットとマカロンは、テーマパーク内のフードコートで落ち合っていた。

「神しん妙みような声で『相談がある』って言うから、てっきりホイップアンティークから逃にげ出したいのかと思ったろん。リーリットちゃんはもともとメープルランドの出身だし……」

「逃げるわけありませんわ！　東司さまをトージョーさまになるようにプロデュースするのがわたくしの使命ですもの！」

「あのゲスキャラにされるって……東司くんも難なん儀ぎだろん」

　トージョーさまのアニメは昔、マカロンも見たことがあった。

　見た目は最高、中身は最低という主人公だ。

『カッコイイのに好きになれない主人公ランキング』ではいつだって上位に食い込む。

「それで相談なんですけど！」

「話を聞いてくれないろん……」

　彼女の『トージョーさま愛』を聞いているマカロンは諦あきらめたように先を促うながした。

「東司さまのことなんですの……」

　リーリットは日ひ頃ごろの悩みをそのまま打ち明けた。

「どうすれば東司さまは女の子にだらしなくなってくれるのでしょうか……」

「女の子が悩むこととは思えないろん……」

　だらしない彼氏を矯きよう正せいしたいならいざしらず、逆にだらしなくなってほしいとか。

「人気マスコットのマカロンさんならきっと、女の子への媚こび方も心得ていると信じていますわ！」

「嬉うれしくないろん、誹ひ謗ぼう中傷だろん……」

　何気に激しく失礼なことを言われている。

　それでも真しん剣けんなリーリットを目の前にすると、なぜか怒おこる気も失うせてしまった。

「どう思われますか、マカロンさん？」

「そう言われても……」

　正直なところ困った相談だった。

　女の子からの人気という点では同じかもしれないが、マスコットとジゴロのベクトルは全然違ちがう。

　そもそも自分がジゴロと考えたこともないのだ。

「お願いします！　マカロンさんだけが頼たよりなんです！」

　潤うるんだ瞳ひとみでリーリットが懇こん願がんする。

「うっ……うむむ……」

　目の前にいるのは無理難題を頼たのみ込んできた女の子なのに。

　それでも、女の子にじっと見つめられると否いやが応おうでもぐっと来てしまうのは──男の性さがというものだ。

「ちょ、ちょっと考えさせてほしいろん……」

　マカロンは乏とぼしい知恵を絞しぼって、なんとかリーリットの期待に応こたえられないかと熟考に沈んだ。

　男を堕だ落らくさせる方法とは。

　誠実な男の子をダメ男子にする一手とは。

「…………こういうのはどうだろん」

　やがてマカロンが口を開いた。
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　その日、ホイップアンティークは東司とリーリットの二人で開店することになっていた。

　ニャーソンはいつものごとく遅ち刻こくするだろうし、はるのと杏子は買い出しに行ってから来る予定だった。

　これはチャンスですわ──リーリットはマカロンから伝授されたテクニックを実行するべく、朝早くからやってきて準備を整えていた。

　完かん璧ぺきな仕上がりに満足しつつ、胸を高鳴らせながら待つこと小一時間──

　甘あまブリの開園時間の少し前に東司が出勤してきた。

「リリ、もう来てるのか？」

　開けっ放しの裏口から声をかけるが返事がない。

　不用心だなと思いつつ従業員控ひかえ室に向かった東司はドアを開けるなり──

「なんだ……これは……」

　なんということでしょう。

　イスとテーブル、小さな冷蔵庫くらいしかなかった控え室が──匠たくみの手により劇的ビフォーアフター。

　中央にクッションが置かれ、その周りにはテレビ、パソコン、種々のゲーム機、スマートフォンが同心円状に並んでいる。

　さらに店屋物のメニュー表に電話の子機、空のペットボトルに冷蔵庫までが取り囲んでいる。

　あらん限りの『怠なまけグッズ』がクッションを中心として手の届く範はん囲いに用意されていた。

「なんでこんなことに……リリ、いないのか？」

　呼びかけるがやはり静せい寂じやくが返ってくるだけだった。

「まだ来てないのか……となるとニャーソンか？」

　疑問を隠かくせない東司だったが、これだけのグッズが並んでいると興味を持ってしまうのも仕方のないことだ。

「……とりあえず」

　とか言いながら中央のクッションに腰こしを下ろし、手始めにパソコンを起動してみた。

「高スペックのゲームに対応したやつだ……」

　その時点でもう、パソコンの中になにがあるか予想できた。

　そして予感は見事に的中する。

「どんなゲーム廃はい人じんだよ……」

　ブラウザのお気に入りには○ネージュ２やらＦ○Ⅺやらシヴィライ○ーションやら艦かん○れやらが登録されていた。

「きっとこっちには……」

　試ためしにスマートフォンを動かしてみれば、こっちも大量のソーシャルゲームがインストールされている。

　しかも大量に課金したアカウントばかりだ。

「ヤバイ……これはヤバイぞ……」

　東司はにわかに恐きよう怖ふを感じた。

　ちょっと手を伸のばすだけであらゆる娯ご楽らくが手に入るし、眠ねむくなったらそのまま寝ねれるし、お腹なかがすいたら電話一本で出前を頼める。

　この場所はとてつもなく危険だった。

　このままではダメになってしまう──そう感じた東司が立ち上がろうとする。

　しかし最終兵器のクッションが──人をダメにするクッションがそれを阻はばむ。

　このままダラーッとしてしまえと無言の圧力をかけてくる。

「くそっ……俺はこんなところで……」

　それっぽいことを言いながら顔は緩ゆるみまくっている。

　自分の中で激しい葛かつ藤とうを繰くり広げた末──

「…………ちょっとだけ」

　とりあえずパソコンのマウスを握にぎった。




「成功ですわ！」

　ゲームを始めた東司を覗のぞき見しながらリーリットは小さくガッツポーズを決めた。

「マカロンさんの言うとおりでしたわ！」

　堕落させるにはとことん甘やかすんだろん──そう言ってマカロンに言われたのが、さっきの『人を堕落させる空間』だった。

　キーマイヤー家の財力に物を言わせて突とつ貫かんでかき集めたグッズだったが、効果は抜ばつ群ぐんのようだった。

「これで東司さまもダメ人間になってくれるはずですわ！」

　仕事を放ほうり出し、遊びまくるようになってほしい。

　はるのや杏子や自分に仕事を押しつけて遊び呆ほうけてほしい。

　その先に待っているのはまさに東司のジゴロ化だ。

　女の子に依い存ぞんしまくるジゴロの完成である。

「さて、わたくしも頑がん張ばらないと！」

　東司は狙ねらい通り仕事を忘れてくれた。

　その分は自分がカバーするのが当然だ。

　彼に心置きなく堕落してもらうためにも迷めい惑わくはかけられない。

「やりますわよーっ！」

　東司がバイトを放ほう棄きしたことを喜びながら、リーリットはフロアの方へとスキップして行った。
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「ふぅ……楽勝ですわね」

　平時のホイップアンティークにゲストは少ない。

　今日も開店から一時間で訪おとずれたゲストは二人だけだ。

　東司がいなくてもなんら問題なかった。

「東司さまはどうなったかしら……」

　リーリットは様子を見るために控え室へと戻もどることにした。

「あの空間に一時間もいれば、きっと完璧なダメ人間になっているはずですわ」

　ウキウキしながらリーリットが控え室に戻って顔を覗かせると──




「どうしてバフが遅おそいんだにゃ!?　タゲが外れちゃったにゃ!!」




　クッションに寝ね転ころがったニャーソンがディスプレイに向かって毒を吐はいていた。

「ニャーソンさん!?」

　まさかそんな──いくら東司がダメ人間になったからといって、姿形までニャーソンになってしまうなんてっ。

「……って、そんなバカ言ってる場合じゃないですわ！」

　ゲームに夢中のニャーソンに駆かけ寄る。

「ニャーソンさん！　どうしてここにいるんですか!?」

「リーリットちゃんかにゃ、ちょっと待ってにゃ、もう少しでこいつ倒たおせるんだにゃ。パーティー組んでるヒーラーがニブチンで困ったものにゃ」

「東司さまはどこに行ったんですか!?」

「同志トージなら買い出しにゃ」

「か、買い出し……」

「バイトのくせに職場でゲームするなんて非常識にゃ。だからペナルティーにゃ」

　それでいて部下の努力を無む駄だにしないように自分がゲームを引き継つぐのだから、これまたオーナーの鑑かがみである。

　泥どろまみれの鑑だけど。

「そ、そんな……」

　せっかくの作戦を台無しにされてリーリットがよろける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　その背中を支えたのが、ちょうど戻ってきた東司だった。

「と、東司さま……」

「その……仕事に行かなくてごめん。リリにだけ負担かけたよな」

　開口一番、東司はバイトをサボったことを謝った。

「ゲームに熱中しちゃってな……ニャーソンが来なけりゃずっとあのままだった」

　遅刻したとか変にウソをつかないところが東司らしいところだ。

「そんな……そんなのヒドイです！」

　リーリットが涙なみだ目めで訴うつたえる。

「分かってる、全面的に俺が悪くて……」

「どうしてそのまま怠けてくれなかったんですのっ!?」

「……はい？」

「もうっ！　東司さまのバカっ！」

　ポカンとする東司の脇わきをすり抜ぬけ、リーリットは走り去ってしまった。

「あーっ！　だから回復がワンテンポ遅いんだにゃ！　いったいどんな反射神経してるんだにゃ！　それでよくヒーラーが務まるにゃ!?」

　控え室にはニャーソンの罵ば声せいだけが響ひびいていた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「お願いですわ、なにかアイデアはないでしょうか……？」

　リーリットは東司を堕だ落らくさせるべく次の一手を探していた。

　そして訪れたのがティラミーのところである。

「なかなか厄やつ介かいな悩なやみだみー」

　リーリットから相談を受けたティラミーが唸うなる。

　とはいえそこはティラミーだ。

　男を堕落させる方法なんてすぐ思いついた。

　なにせ自分がなにをされたら堕落してしまうかを考えるだけなのだから。

　日ひ頃ごろから自堕落なティラミーの得意分野だった。

「そういうことなら、ボクにいい考えがあるみー」

「ど、どのような方法ですか？　教えてくださいませ！」

　藁わらにもすがる思いでリーリットが飛びつく。

「ふっふっふ、任せるみー！」

　ティラミーはにやけそうになる顔をなんとか引き締しめながら言った。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「ただいま戻りましたわ」

「リリ、どこ行ってたん……だ……っ!?」

　店番をしていた東司は、出で迎むかえたリーリットの格好に言葉を失った。

「あ、あまり見ないでくださいませ……」

　膝ひざ上うえ、というか股また下した数センチしかないスカートに、身体からだのラインを強調するようなサイズの合ってない小さめのワイシャツ。

　そして職務放棄したボタンが生み出した開放的すぎる胸むな元もと。

「いや……リリ、その格好は……」

　夏場に男子のいないところでくつろぐ女子高生みたいだった。

「こ、これはですね……」

　リーリットは顔が爆ばく発はつしそうになるのを我が慢まんした。

『思春期の男子なんて性欲の塊かたまりだみー』──というティラミーの残念なアドバイスを、精せい一いつ杯ぱいの勇気で実行したリーリットだ。

　カリスマジゴロ・トージョーさまに出てくるヒロインのコスプレ衣類を、実家から召しよう喚かんしたのである。

　ティラミーの言葉通りの服を持ってきたが、着き替がえている途と中ちゆうで何度もギブアップしそうになった。

　それでもなんとか乗り切り、何度もティラミーのアドバイスを思い出したのだ。

（艶つやっぽく、色っぽくですわ……）

　普ふ通つうにやってダメなら下半身にアタックするしかない──堕落は堕落でも肉欲の方面に真っ逆さまというティラミーの作戦だ。

（恥はずかしいですけど、これも東司さまを堕おとすためですわ……）

　見たければどうぞくらいの度胸で胸を張るのだと教えられたリーリットが、律りち儀ぎにそれを実行してしまう。

「と、東司さまぁ……わたくし東司さまのためならなんだって……」

　これ見よがしに髪かみをかき上げ、ちょっと前まえ屈かがみになる。

　胸の谷間を見せつけるみたいに。

「リリっ!?」

　東司は渾こん身しんの力を込こめて目をつむった。

　しかし若さとは衝しよう動どう的なものなり。

　思春期の男子の本能は、そんな理性の力をはね除のけてまぶたを開こうともがく。

　この光景を脳のう裏りに焼き付けようと、記き憶おくに刻もうとリビドーをかき立てる。

「どうしたんですの東司さま？」

　リーリットは一つ深呼吸すると、そっと東司に近づいて身体を密着させた。
















　ただでさえ豊満な双そう丘きゆうが、薄うすいシャツ一枚を隔へだてて東司の触しよつ覚かくを刺し激げきする。

　その温ぬくもり、その柔やわらかさのなんと甘かん美びなことか。

　ＥＤに悩む中年男性でさえルパンダイブ間ま違ちがいなしである。

「うふふ……」

　優やさしく指で東司の腕うでを撫なでる。

　ビクッと背筋を震ふるわせた東司に、リーリットの中でなにかが芽生えた。

「東司さま……可愛かわいい……」

　まるで東司の隠かくれた一面を引き出したみたいで、どうしようもない興奮がこみ上げてきた。

　このまま一気に堕として差し上げますわ──リーリットが乗り気になってぐっと身体を寄せた瞬しゆん間かん、




「痴ち女じよがいますっ!?」

「リリが変なことやってる！」

　買い出しから戻ってきた杏子とはるのが乱入してきた。




「杏子!?　これは……」

　咄とつ嗟さにリーリットを突つき放そうとした東司だが、予想外の力に阻はばまれた。

　リーリットが彼の胸にぐっと身体を寄せてきたのだ。

「お、おい……！」

　慌あわてる東司だったがリーリットはお構いなしである。

「いいではありませんか東司さま、別に恥ずかしいことなんてありませんわ」

「恥ずかしいわっ！」

「東司さまはただ、若い衝動が突っ走るままにわたくしを……」

「させません！」

　二人の間に割って入った杏子が強ごう引いんに引き離はなした。

「どういうことですかリリちゃん！」

「わたくしは東司さまにトージョーさまっぽくなってほしいだけですわ。女の子にだらしないジゴロに……杏子さんも承知のはずですわ」

「そうですけど……でもわたしがいないところでなんてズルいです！」

「女の勝負に正せい攻こう法ほうなんてありませんわ」

　ツンと突き放すリーリットに、杏子が顔を真っ赤にする。

「……東司くんっ！」

「はいっ！」

　やっぱり来たかと東司が直立不動で返事する。

「完全に雰ふん囲い気きに吞のまれてましたよね？」

「あれは不ふ可か抗こう力りよくと申しましょうか、深い事情があると申しましょうか……」

　思わず敬語になる東司に杏子はさらにたたみかける。

「ああいうのが好きなんですか？」

「いえ、決してそのようなことでは……」

「あんなにデレデレして……」

「それは……面めん目ぼくないです」

「だったらわたしにも考えがあります！」

　杏子が大きく右手を振りかぶる。

　覚かく悟ごした東司が衝しよう撃げきに備えて目をつむり、黙だまって左ひだり頰ほおを差し出していると──




「わたしも脱ぬぎます！」

　ボタンを引きちぎる勢いでブラウスの胸元を引っ張った。




「アホかっ！」

　あまりの行動に怒ど鳴なった東司だが、その目に飛び込んできたのは杏子の胸の谷間だ。

　スタイル抜ばつ群ぐんのリーリットすら凌りよう駕がする、その深しん淵えんなる峡きよう谷こくが秘ひめた圧あつ倒とう的な破は壊かい力に、東司はまともに頭が回らなくなった。

「や、止やめ……」

「止めません！　だってリリちゃんは受け入れていたじゃないですか！」

　勢いそのままに杏子が東司に抱だきつく。

　右腕にリーリット、左腕に杏子という最強の布ふ陣じんだ。

　もう煩ぼん悩のうへの刺激がハンパない。

「た、助けてはるの……」

　最後に泣きつく先はそこしかない。

　だがそのヘルプにはるのが応こたえてくれるわけもなく──




「あたしもやる！」

「参戦するなっ！」




　仲間外れはズルいと言わんばかりに、東司に真正面から抱きついた。

「ねえねえトージ、これってどんな意味があるの？」

「分からないならやるなっ！」

「だってキョーコもリリも楽しそうだったし」

「おまえにはこれがキャッキャウフフに見えるのかっ!?」

「え、違うの？」

「気づいたなら離れろーっ!!」

　呆あきれるほど純じゆん粋すいなはるのには遠えん慮りよがない。

　ごく自然に密着されて、否いやが応おうでもその体温を感じてしまうのだ。

　全力で誘ゆう惑わくに来る杏子やリーリットとは、また違った危険があった。

（これはこれで……以外とアリかもしれませんわ！）

　東司が理性と欲望の狭はざ間まで悪あく戦せん苦く闘とうする中、リーリットは密ひそかに興奮していた。

　気づけば三人の女の子が東司を巡めぐって火花を散らしている。

　これこそまさに待ち望んでいたシーン──『ジゴロのトージョーさまを巡るヒロインたちのバトル』の再現ではないか。

（ちょっと予定と違いますが、このまま押し切ってしまいましょう！）

　リーリットが東司へとさらにすり寄る。

　負けません、と言わんばかりに杏子も応戦して東司に密着する。

　それじゃあたしも、と吞のん気きなはるのもぎゅーっとアタックする。

「もう……止めてくれ……」

　爆ばく発はつしそうな心臓の鼓こ動どうと滝たきのような冷ひや汗あせをひしひしと感じながら、東司はいよいよ理性の敗北を覚悟した。

　だが、救世主は意外な形でやってきた。




「なにをやってるんだにゃっ!!」




　ニャーソンが空のペットボトルを振ふり回しながら一いつ喝かつした。

　瞬間、三人の女の子たちの動きが止まる。

　わずかに残った理性を総動員した東司は咄嗟に彼女たちを振り払はらい、倒たおれ込むようにして少女たちから逃にげ出した。

「騒さわがしいから来てみれば……どういうことなんだにゃ！」

「こ、これは……」

　杏子とリーリットが気まずそうに目を伏ふせる。

　するとニャーソンのターゲットが東司へと移った。

「よくもボクちゃんの店で……どこまで見境がないんだにゃっ！」

「助かったぜニャーソン……今だけはおまえが天使に見える」

　東司は呼吸を落ち着けながらお礼を言った。

「そんな言葉で騙だまされないにゃ！　せっかくパーティーのみんなとギルド結成について語らっていたのに！」

「まだゲームやってたのかよ……」

　それでも、人をダメにする空間から抜ぬけ出してくれたのは御おんの字だった。

　ニャーソンが邪じや魔ましてくれなければ今ごろどうなっていたことか。

「同志トージ、買い出しはどうなったんだにゃ!?　もうお酒が切れたんだにゃ！　こんなジュースじゃ味気ないにゃ！」

「あのな、高校生の俺に酒が買えるわけないだろうが。控ひかえ室の入り口に代わりのジュースを置いといただろ」

「そんなのダメにゃ！　てか、そんな遠くまで取りに行けるわけないにゃ！」

　さすが人をダメにするクッション、立ち上がることすら思い留とどまらせるとは。

「そこに直るにゃ同志トージ！　お遣つかいをサボった罰ばつとハレンチ行こう為いに及およんだ報むくいを受けさせてやるにゃ！」

「ええい、このゲーマーが！　人が下した手てに出たら図に乗りやがって！」

　額を合わせて睨にらみ合う東司とニャーソンだった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「順調でしたのに……」

　上う手まくいきかけたお色気作戦も頓とん挫ざし、リーリットは失意の底にあった。

　さすがに衣い装しようはホイップアンティークの制服に着き替がえている。

　広場のベンチで盛せい大だいにため息をもらしながら、どうしたらいいのか分からず途と方ほうに暮れていると、

「どうしたんだふも？」

　通りかかったモッフルが声をかけてきた。

「モッフルさん……」

　リーリットは藁わらにもすがる思いで悩なやみを打ち明けた。

「……なるほど。トージくんをジゴロにできなくて悩んでたふもか」

「はい、どうしたらジゴロになってくださるのでしょうか……」

　シュールな会話である。

「……でも、ジゴロって言い換かえれば、女の子に依い存ぞんするヒモのことふも？」

「そうですけど……」

「だったら簡単な方法があるふも」

「ど、どのような!?」

　リーリットが前のめりになった。

「……バイトをクビにすればいいふも」

「く、くび……？」

「そうすればトージくんは収入源を失うふも。生活のため、否が応でも誰だれかに頼たよるようになるふも」

「でも……」

　東司は別に苦学生ではない。生活のためにバイトしているわけではなく、ホイップアンティークをニャーソンの好きにさせないというのが大きな目的になっている。

　それを知っているリーリットには、東司をクビにしても効果は薄うすいと分かっていた。

「他ほかに方法はありませんこと？　もっとこう……」

「実じつ践せんする前から諦あきらめてどうするふも！」

　そんなリーリットを弱気に思ったモッフルが眉まゆをつり上げる。

「目的のためなら手段を選ばない！　軍人なら目的達成が最優先だふも！」

「あの、わたくし軍人では……」

「あーもう分かったふも！　だったらぼくからニャーソンに言ってやるふも！」

　煮にえ切らない態度のリーリットにとうとうモッフルが決断してしまった。

「モッフルさん!?」

「安心するふも。敵同士とはいえ同じ軍人だふも。ニャーソンも耳を貸すはずふも」

「そ、そういうことではなく……」

「それにニャーソンはトージくんを煙けむたく思ってるふも。同意してくれる確率はかなり高いはずふも」

「ですから……」

「そしてトージくんがいなくなったホイップアンティークなんてぼくたちの敵じゃないふも！　簡単に倒せるふも！」

「それが本当の目的ですの!?」

「おっと今のはオフレコだふも。さあ、行くふもっ！」

　制止するリーリットを振ふり切り、モッフルはホイップアンティークへと向かった。




「モッフル!?　なにしに来たにゃ！」

　相変わらず『人をダメにする空間』でネトゲに勤いそしんでいたニャーソンが、思わぬ来客に声を上ずらせた。

「ニャーソン、おまえに話があるふも」

　モッフルはそれらしい理由をあれこれと挙げながら、東司が危険な存在であるというイメージをニャーソンに思い起こさせた。

「た、確かに同志トージはボクちゃんにとって大きな邪じや魔ま者ものだにゃ……」

「いつまでも店に置いておくのは危険じゃないのかふも？」

「そうだにゃ……いつもイジメられてたから、そんな簡単なことも忘れてたにゃ……」

「気の毒だふも……。もう我が慢まんするのは止めた方がいいんじゃないかふも？」

　モッフルが悲しげに目を伏せて首を振った。

　思わずにやけそうになる口元を隠かくしながら。

「だからニャーソン……トージくんを手元に置くのは止やめた方がいいふも」

「モッフル……よく言ってくれたにゃ！」

　二匹ひきが固い握あく手しゆを交かわす。

　かたや感謝の涙なみだを浮うかべながら、かたやこみ上げる笑いを押し殺しながら。

　そこに遅おくれてやってきたリーリットがようやく追いついた。

「あぁ……手遅れですわ……」

　二匹の様子を見てすぐに分かった。

「同志トージは……クビにゃ！」

　思い立ったが吉きち日じつと言わんばかりに、ニャーソンは東司のところへ走って行った。




「同志トージ！　今日限りでクビにするにゃ！」

　いきなり現れたニャーソンの一言に、バイト中だったはるのと杏子は目を丸くした。

「……って、いないにゃ!?」

　フロアに東司は不在だった。

「東司くんなら在庫確かく認にんのために倉庫に行きました。それよりもニャーソンさん、今の言葉って……」

「言ったとおりにゃ。釈しやく明めいも再雇こ用ようもなしだにゃ！　退職金なしで懲ちよう戒かい免めん職しよくにゃ！」

「それって……」

　はるのも面めん食くらったように言葉を失っている。

「これまでずっとボクちゃんに逆らってきた罰にゃ！　ボクちゃんの恐おそろしさを思い知らせてやるんだにゃ！」

　してやったりと高笑いするニャーソンに、やがてはるのが一言、

「ねえ大たい佐さ、誰が甘ブリと交こう渉しようするの？」

「へ……？　そんなの同志はるのが……」

「あたしだってポ連出身だよ？　メープルランドと交渉なんてできないよ」

　当然でしょ、とはるのが腰こしに手を当てて深々とため息をつく。

「にゃ、にゃんですと？」

「トージがいなくなったら、このお店がどうなるか分からないんだからね」

　そもそもメープルランドとポ連は険悪ムードなのだ。

　本来なら甘ブリの中にポ連の基地──おみやげ屋さんだが──が存在すること自体が異常である。

　普ふ通つうなら即そつ刻こく退去させられるだろう。

「トージが甘ブリといろいろ駆かけ引きしてくれてるから、あたしたちは普通にここにいられるんだからね」

　テナント料の交渉といった金銭的な面はもちろん、ニャーソンを野放しにすることの危険性を説いたり、甘ブリの入場者数確保に協力したり。

　あの手この手を使ってホイップアンティークを存続させているのは、間違いなく東司の貢こう献けんが大きいのだ。

「そ、そうだったのかにゃ？　普通に初耳だにゃ……」

「だって大佐、ちっともお店のことに関心持たないんだもん」

　ニャーソンの頭の中にあるのはメープルランドへの報復と、自分が人気者になることだけである。

「じゃ、じゃあ同志トージをクビにしたら……」

「うん、閉店準備を始めないとね」

　ニャーソンが真っ青になった。

「ボクちゃんは地上界で大スターになってポ連に凱がい旋せんするんだにゃ！　ここで帰ったらみっともなさすぎるにゃ！」

　ポ連上層部から罰を受けるのはもちろん、残してきた部下たちからも一いつ斉せいに嘲ちよう笑しようされるだろう。

　それだけはなんとしても避さけなければならない。

「同志トージ……絶対に……」

「ん、呼んだか？」

「同志トージ!?」

　ちょうど倉庫から東司が戻もどってきた。

「みんな集まってなにしてんだ？　ニャーソン、おまえまた変なことをしたんじゃ……」

「同志トージ！　心の友よっ！」

　ニャーソンは涙目になりながら東司にすがりついた。

「なんだよ気持ち悪い！」

　うげっとなる東司に構わずニャーソンは全力で引き留める。

「お願いだにゃ！　辞やめないでほしいにゃ！」

　涙と鼻水を垂れ流しながら懇こん願がんする。

「辞める？　俺が？」

「ずっとボクちゃんのそばにいてほしいにゃ！　バイト代だってアップするにゃ！　いくらを望むにゃ？　五円アップかにゃ？　八円アップかにゃ!?」

「相変わらずセコい！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「やっぱり手て強ごわいですわ……」

　東司とニャーソンの押し問答を廊ろう下かの陰かげから眺ながめながら、リーリットは改めて東司攻こう略りやくの難しさを実感していた。

　彼にジゴロになってもらうには越こえるべきハードルがあまりにも多い。

　とてもではないが一ひと筋すじ縄なわでいくような相手ではない。

　だから──逆に燃えてくる。

　そんな彼がジゴロになったらと想像すると、高鳴る胸を抑おさえきれない。

「諦めませんわよ東司さま……。わたくしが必ず……必ず立派なジゴロにして差し上げますわっ！」

　いつか東司が本物のジゴロになって、女の子と遊びまくるその日まで。

　リーリットの戦いは続くのだった。







　　　ノエル・ラビウス襲しゆう来らい







　東シュトーレン共和国。

　ポ連と友好関係にある希け有うな国家である。

　東西冷戦の様相を帯びてきたメープルランドとポ連の争いを知りつつ、現時点では明確なポ連支持を打ち出さず、傍ぼう観かんに徹てつしている。

　だが現在、その立場を改める岐き路ろに立たされていた。

「面めん倒どうな話になったぴょん……」

　人間サイズの一いつ匹ぴきのウサギが低くダンディーな声で呟つぶやいた。

「ポ連から応おう援えん要よう請せいを受けるなんて……」

「しかも絡からんでいるのは『あの』ニャーソン大佐とのことだぴょん」

「書状によると『事態は危機的であり、早さつ急きゅうな救援を求む』とのことだぴょん」

「ポ連とメープルランドがそこまで関係が悪化しているとは……」

「手を貸せば無能大佐の犠ぎ牲せいになって、貸さなければポ連との関係がこじれる……」

「どう足あ搔がいても絶望だぴょん」

　ウサギたちが渋しぶい声で口々に唸うなる。

「なにか手はないのかぴょん？」

「あの大佐が指揮する以上、なにをやっても失敗するのは目に見えているぴょん」

「我が国民をむざむざ死地に追いやるなど……」

　悔くやしさがにじみ出る。

　前にも後ろにも進めず、ただ苦く悩のうだけが積もっていく。

「こうなったら……」

　やがて、誰だれかが口を開いた。

「彼女にやってもらうしかないぴょん」

　その一言に場に緊きん張ちようが奔はしる。

「確かにこの事態を乗り切れそうなのは彼女しかいないが……」

「今は南部方面部隊の指揮を執とっているはずぴょん」

「呼び戻すか……。彼女ほどの人材を送り出すのは大きな損失だが……」

「優ゆう秀しゆうな彼女のことだぴょん。早急に事態を収しゆう拾しゆうしてくれるはずぴょん」

「……やむを得ないぴょん」

　意見はまとまったようだった。

「ラビウス中ちゆう尉いに連れん絡らくを取るぴょん」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「お客さんが来るにゃ！」

　開店前のホイップアンティークにニャーソンの元気な声が響ひびいた。

　瞬しゆん間かん、準備をしていたはるのとリーリットが驚おどろいたように目を丸くした。

「大佐に……お客さん？」

「友達……じゃないですわよね。ニャーソンさんにお友達がいるとは……」

「だよね」

「ヒドイにゃ！　ボクちゃんにも頼たのもしい同志がいるにゃ！」

　机をバンバンたたきながらお冠かんむりのニャーソンだが、普段が普段だけに説得力がない。

「それってホントに大佐の知り合いなんですか？　また変なキャッチセールスに引っかかったんじゃ……」

「いいえ、ひょっとすると空想上の友達かもしれませんわ……」

「エア友ってやつ？」

「空むなしいですわ」

　哀あわれんだ目の二人に、しかしニャーソンはフフンと鼻を鳴らした。

「そんなこと言えるのも今のうちにゃ。早くお出で迎むかえの準備をするんだにゃ！」

「かなりの自信ですわ……どうしましょう、はるのさん？」

　今日は平日なので東とう司じと杏きよう子こは学校に行っている。

　決めるのは店長であるはるのだ。

「うーん……とりあえず心の準備だけしておこうかな」

「マトモな方だとよいのですが……」

　リーリットが不安げに呟いた。




　お昼過ぎ、ホイップアンティークのドアが開いた。

「いらっしゃいま……」

　出迎えたはるのが凍こおり付いた。

「…………ここか」

　見た目は中学生くらいの女の子だ。

　小こ柄がらな身体からだにくせ毛のショートヘア、そして童顔。

　それだけなら可愛かわいい少女だったが、異様だったのはその風ふう貌ぼうだ。

　帽ぼう章しようがついた軍帽に、いくつもの勲くん章しようが光る軍服を身につけている。

　軍帽の下から覗のぞく双そう眸ぼうは鋭するどく、少女がただ者ではないことを主張していた。

「東シュトーレン共和国、ノエル・ラビウス中尉だ。ホイップ社会主義共和国連れん邦ぽう、ニャーソン大たい佐さに取り次ぎ願う」

　幼いながらも威い厳げんのある声でノエルが言った。

「え、ええっと……」

「はるのさん、どうかされましたか……」

　奥からひょっこり顔を出したリーリットもノエルに気づいた。

「大佐のお客さんって……」

「しかり。自分のことだ」

「普ふ通つうにちゃんとした人が来ちゃった……」

　はるのも軍人の端はしくれである。

　ノエルの軍人としての才覚をひしひしと感じていた。

「同志ラビウス！」
















　リーリットに続いて顔を出したニャーソンが、ノエルの訪問に表情をほころばせた。

「お久しぶりです、ニャーソン大佐」

　ノエルが鉄面皮のまま小さく頷うなずく。

「何年ぶりかにゃ、よく来てくれたにゃ！」

「正確には九ヶ月と十五日ぶりです、大佐」

「さあさあ、こっちに来るにゃ！　長旅ご苦労だったにゃ！　まさか同志ラビウスをよこしてくれるとは予想外だったにゃ！」

　ニャーソンがノエルを連れて店の奥に引っ込む。

　取り残されたはるのとリーリットは、まだ事態を吞のみ込めずにいた。

「なんというか……本物の軍人さんですわ」

「うん……どっちが大佐でどっちが中尉か分かんないよ」

「ひょっとして、わたくしたちよりも年下ではないでしょうか……」

「かも……。うぅ、あたしってば……」

　はるののプライドがちょっぴり傷つく。

　かたや、ハリセンを出すしかできない見習い軍人。

　かたや、威厳も品格も備えた立派な軍人。

「……って、落ち込んでる場合じゃなかった！」

　慌あわてて気持ちを引き締しめる。

「大佐ってば、きっとなにかしでかすつもりだよ。早く止めないと……」

「でもあの軍人さん、ニャーソンさんに付き合ってくれるとは思えませんわ」

「たとえ大佐がダメダメでも、肩かた書がきは大佐だよ！　中尉にとって大佐なんて雲の上の存在なんだから！」

「そ、そうなんですの？」

　一いつ般ぱん人のリーリットには分かりづらいが、軍隊における階級は絶対である。

　どれだけ無能でも、それが上官なら命令には従わなければならない。

　本来ならそんな無能は出世しないはずなのだが、残念ながら今回はニャーソンだ。

「大佐が立てた作戦をあの軍人さんが実行しちゃったら……成功しちゃうよ！」

「それは一大事ですわ！」

「はやく大佐と引き離はなさないと……」

「急ぎましょう！」

　はるのとリーリットはノエルたちを追いかけた。




「元気そうでなによりにゃ。さ、座るにゃ」

「失礼します」

　テーブルを挟はさんでニャーソンとノエルが向かい合う。

　ノエルは堅かた苦くるしさを微み塵じんも緩ゆるめることなく、軍帽も目ま深ぶかにかぶったままである。

「なにか飲むかにゃ？　生あい憎にくとウオッカはないんだけど……あ、焼しよう酎ちゆうならあるにゃ」

「いえ……それよりもニャーソン大佐、今回の用件についてお聞かせ願えますか？」

　社交辞令的なもてなしをやんわりと断り、ノエルは本題に入った。

「相変わらず固いやつにゃ……まあいいにゃ」

　ニャーソンがしょぼんとグラスを引っ込める。

「正式な外交ルートを通じての東シュトーレン共和国への応おう援えん要よう請せい……よほどの事態とお見受けします」

「……その通りにゃ」

　一転、ニャーソンが真しん剣けんな顔になった。

「同志ラビウス、ボクちゃんは現在……敵の猛もう攻こうを受けているにゃ」

　その言葉にノエルの表情がいっそう険しくなった。

「状じよう況きようは不利だとは聞いていましたが……」

　そこまで事態は進展していたのかと唇くちびるをかむ。

「そこで同志ラビウスの力を借りたいんだにゃ」

「しかし、ことここに及およんでは軍よりも政治家の出番ではないのですか？　もはや自分一人でどうにかなるとは……」

「政治家？　そんなのアテにならないにゃ！　これは一刻を争うことなんだにゃ！」

　ガツンとテーブルをたたくニャーソンに、ノエルはまったく動じない。

「お願いだにゃ、同志ラビウス。ボクちゃんを救ってほしいにゃ……」

　ニャーソンの懇こん願がんに、ノエルはそっと目を閉じた。

　相手が友好国の大佐である以上、彼女に拒きよ否ひ権はない。

　その沈ちん黙もくは、自分に覚かく悟ごを決めさせるための時間だった。

「……分かりました」

　やがてノエルが言った。

「ニャーソン大佐にご協力しましょう」

「ありがたいにゃ！」

　立ち上がったニャーソンが手を差し出す。

　ノエルは律りち儀ぎに腰こしを折り、敬意を示しながらその手を握にぎった。




「（同志トージを）撃げき退たいするにゃ」

「（メープルランド軍を）撃退しましょう」




　こうして、致ち命めい的なすれ違ちがいを残したまま同盟が結ばれてしまったのだった。







　　　ラビウスの苦難







「なんか決まっちゃってる!?」

「て、手て遅おくれですわ……」

　はるのとリーリットが部屋に飛び込んだ時、すでにニャーソンとノエルは固い握あく手しゆを交かわしてしまっていた。

「まだ！　まだ間に合うよ！」

　かすかな希望を胸にはるのがノエルへと駆かけ寄った。

「あの……」

「誰だれだおまえは」

　話しかけたはるのに、ノエルは棘とげのある言葉で応こたえた。

「あっ……え、えっと！　ハルノフィア・クレーノワです！　階級は、その……まだ見習いです……」

　ノエルの眼光に思わずポ連式の敬礼をしてしまうはるのだった。

「大佐の部下か……」

　ノエルの目がにわかに鋭さを増す。

「貴官の働きが乏とぼしいからニャーソン大佐が苦労しているのだな」

「そんな！　あたしはちゃんと……」

「間かん髪はつ入れずに言い訳か……なるほど、底が知れるな」

「うぅ……」

　ニャーソンの方こそどれだけみんなに苦労をかけているか──そう訴うつたえようとしたはるのだったが、ノエルの威い圧あつ感にへこんでしまっていた。

「その言い方はあんまりです！」

　たまらずリーリットが割って入った。

「……おまえは？」

「リーリット・キーマイヤーですわ！　あなたは誤解なさっていますわ！」

「軍人ではないな。では口を慎つつしめ」

「なんですって!?」

「素人しろうとが口出しすることではない、と言っている」

「そうだにゃ。これは専門家の仕事にゃ」

　ニャーソンがやれやれと首を振ふっていた。

　はるのとリーリットがジロッと睨にらみつけるが、ノエルという味方を得たダメ上官はとことんつけ上がる。

「ニャーソン大たい佐さ、まずは現状を確かく認にんさせていただけますか？」

　ノエルは二人を無視して話を続けた。

「現在のところ、敵の予想襲しゆう撃げき時刻は午後五時にゃ」

　言うまでもなく、ニャーソンの言う敵とは東とう司じのことであり、彼が学校が終わってホイップアンティークに到とう着ちやくする時刻である。

「敵の動向をそこまで細かくつかんでいるのですか？」

　言うまでもなく、ノエルの言う敵とはメープルランドの軍隊のことである。

「ニャーソン大佐の情報収集能力は秀ひいでていらっしゃる」

　ノエルがわずかに感かん嘆たんの声を上げる。

「それほどでもないにゃあ」

　照れり、とニャーソンがヒゲをなでる。

「今まで敵の攻こう撃げきをはね返してきたのも、ニャーソン大佐の手しゆ腕わんのおかげということですね」

「その通りにゃ。度たび重かさなる蹂じゆう躙りんに耐たえ、今日まで生きながらえてきたにゃ」

　一人と一いつ匹ぴきがしみじみと頷うなずく。

　ノエルの脳内では大軍相手に奮ふん闘とうするニャーソンの姿が描えがかれ。

　ニャーソンの脳内では東司のハリセンに悶もん絶ぜつする自分がフラッシュバックする。

「ご立派です、ニャーソン大佐」

「ホント、大変だったにゃ……」

　すっかり打ち解けてしまったノエルに、どうにか立ち直ったはるのが挑いどむ。

「騙だまされちゃダメだよ！　大佐を信じちゃダメなんだから！」

「控ひかえろ新兵」

　ノエルの眼光は鋭するどく、はるのの言葉をたやすく蹴け散ちらす。

「上官の作戦に口を挟むだけではなく、異を唱えるというのか。誰がおまえに意見具ぐ申しんを許可した？」

「でも……でも！」

　絶対に自分は間違っていないのに、それなのにこんな仕打ちを受ける理り不ふ尽じんに、はるのはどうしようもないもどかしさに苦しんだ。

「……話にならんな」

　ノエルは興味を失ったようにはるのから視線を逸そらした。

「ニャーソン大佐、敵を迎むかえ撃うちましょう」

「もちろんそのつもりにゃ。そのための装備も用意してあるにゃ」

「見事なご采さい配はいです」

　ノエルは真顔のまま、ただ素す直なおな賞賛を送った。

「同志ラビウス、準備にとりかかるにゃ！」




　ニャーソンとノエルが突つっ走る一方、はるのとリーリットは顔を突き合わせていた。

「どういたしましょう……」

　リーリットがどっとため息をつく。

「もうあたしがなにを言ってもダメだよ……」

　ニャーソンは大佐で自分は見習いだ。

　生きつ粋すいの軍人であるノエルがどちらの言葉を信じるか言うまでもない。

「ノエルさんはニャーソンさんのことを知らないから、従ってしまうんですわよね……」

「うーん……。でも、大佐の悪名なら東シュトーレン共和国にも広まってると思うんだけどなぁ……」

　しかし所しよ詮せんはウワサだ。

　ニャーソンの実害を知らないノエルは、その酷ひどさを知らないのだ。

「でもこのままだと、またニャーソンさんが事件を……」

「……分かってる。それは止めなきゃ」

　はるのが意を決したように立ち上がった。

「ど、どうするおつもりですの？」

「……言葉で伝わらないなら実力行使だよ」

　はるのが太ももに手を触ふれ、ドウジギリを顕けん現げんさせた。

「はるのさん!?」

「トージが育ててくれたドウジギリ……昔よりもずっと頑がん丈じようで、威い力りよくも増してる。これなら少しくらい立ち向かえるはずだよ！」

　たとえハリセンだとしても、ニャーソンには効果絶大なのだ。

　きっとノエルにだって負けないはずだ。

「いつもトージに頼たよってばかりだったけど、ここはあたしが頑がん張ばらなきゃ……」

　彼の留守を守らなきゃ──決意を胸にドウジギリを握りしめる。

「リリはここにいて」

　危険だから、と言おうとしたはるのを遮さえぎる。

「いえ、わたくしもお手伝いいたしますわ」

　リーリットの右手が淡あわく光る。

　直後、その手に木製バットが現れた。

　召しよう喚かん魔ま法ほうである。

「ファンクラブ限定販はん売ばいのトージョーさまバットですわ」

　表面にプリントされたイラストをうっとりと見つめる。

　相変わらずトージョーさまのグッズならなんでもござれだった。

「トージョーさま……どうかわたくしに力をお貸しください」

「行くよリリ……大佐を止めるよ！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「大佐！」

　はるのとリーリットがフロアへと戻もどると、ニャーソンがお菓か子しを食べながら寝ね転ころがっていた。

「絶対に止めてみせる……って、またそんなところでお菓子食べて！」

　ニャーソンを止めるのも重要だが、ホイップアンティークを汚よごされるのはもっと我が慢まんならないはるのだった。

「しかもボロボロこぼしてますわ！」

「誰が掃そう除じすると思ってるの!?」

「お行ぎよう儀ぎが悪すぎですわ！」

「ボクちゃんはここのオーナーだにゃ！　子供扱あつかいは止やめるにゃ！」

　口からカスをまき散らしながらニャーソンが反論する。

　その光景にますます二人のボルテージが上がる。

「懲こらしめてやる……泣いて謝るまで懲らしめてやるんだから！」

　カッとなったはるのがドウジギリを振り上げようとして──




「狼ろう藉ぜきはそこまでだ」




　はるのの手首にムチの先が巻き付いていた。

「上官に刃やいばを向けるなど、軍法会議ものだな」

　ノエルの手から黒くしなやかなムチが伸のびていた。

「ノエルさん、これは仕方のないことなんですわ！」

　バットを握にぎりしめたリーリットが最後の説得を試みる。

「ニャーソンさんを野放しにしたら、どんなことをしでかすか分からないんですの！」

「しでかす？　敵を撃げき退たいするのは当然のことだろう」

「こんなにお行儀が悪いニャーソンさんを、どうしてそこまで信じちゃうんですの!?」

「ニャーソン大佐はついさっきまで、迎げい撃げきのための作戦を練っておられた。消費したカロリーを補給するのは当然のことだ」

「だからってこんな……」

「問答無用」

　ノエルがムチを引き戻すと、今度は素す早ばやくなぎ払はらった。

　その一撃はドウジギリの鞘さやを痛打し、はるのの手からドウジギリをはじき飛ばした。

「手出しするな。次はない」

　ストン、と力が抜ぬけたようにはるのが座り込んだ。

（敵かなわないよ……）

　現実が非情にも襲おそいかかる。

　悪あがきさえできない。その気になれば一いつ瞬しゆんで息の根を止められてしまう。

　ノエルとの実力差をまざまざと見せつけられてしまった。

「はるのさん！」

　リーリットが駆かけ寄ろうとするが、ノエルの冷たい視線に足がすくむ。

　意気込んで出てきたまではよかったが、いざノエルを前にして思い知らされる。

　彼女は軍人なのだと。

　素人しろうとの自分とは別の世界に生きてきたのだと。

　こんな自分にできることなんて、もうなにも──

「これ以上の邪じや魔まをするなら……」

　リーリットを黙だまらせたノエルがムチを振りかざす。

　その下には、呆ぼう然ぜんと座り込むはるのが──

「ちょ、ちょっと待つにゃ……」

　さすがにニャーソンが慌あわてて制止する。

　しかしそれよりも早く──




「東司さま、お許しくださいっ!!」




　瞬間、ホイップアンティークの店内を突とつ風ぷうが吹ふき抜けた。

「なに……!?」

　ノエルがかすかに動どう揺ようする。

　閉め切ったはずの空間に吹きすさぶ風は、それが魔法の仕し業わざであることを意味する。

　彼女はその魔法が無視できないレベルだと瞬時に悟さとった。

「召喚魔法か……」

　軍人としての直感が彼女に告げる。

　リーリットがなにかとんでもないことを始めていると。

　そしてその直感は正しかった。

　リーリットはノエルに、そしてニャーソンに対たい抗こうできる、最終兵器を呼び出したのだ。







「どうなってんだ……？」

　棒立ちの東司だった。







「俺は学校の廊ろう下かを歩いていたはず……」

　瞬まばたきした刹せつ那なに学校からホイップアンティークへと召喚されていた。

「東司さま！」

「リリ、これはどういう……」

「やっぱり！　トージョーさまグッズを召喚できるのだから、きっと東司さまも呼べると信じてましたわ！」

「俺はグッズじゃない！」

　架か空くうのキャラと同じ分類とか、驚きよう愕がくを通り越こして悲しくなってくる。

「申し訳ありません、急に呼び出してしまって……」

「いや、謝るとこそこ？」

　グッズ扱あつかいしたところをもっと気にしてほしい。

「ちゃんと立派なジゴロになってくだされば、今度はファーストクラスで召喚させていただきますわ！」

「ファーストクラスって……」

　ワープの途と中ちゆうでドリンクのサービスでもあるのだろうか。

「……って、それはともかくどうなってるんだ？」

　気を取り直した東司は状じよう況きようを尋たずねた。

　いきなり魔法を使って呼び出すなんてただごとではない。

「それが……」

　リーリットがかいつまんで事態を説明した。

　東司もニャーソンが絡からんでいると聞けば納なつ得とくせざるを得なかった。

「そういうことか……」

　東司の理解は早かった。

　瞬間移動したことにあれこれ騒さわいでいる余よ裕ゆうはない。

　そんなことで驚おどろいていては、ホイップアンティークのバイトは務まらないのだ。

「ごめんなさい東司さま。学校にいらっしゃる時に……」

「まったくだよ、今ごろ大騒ぎだろうな……」

「終わったらすぐに返品いたしますから」

「だからグッズじゃねーよっ！」

　扱いがひどすぎる。

　ニャーソンの気持ちがほんの少しだけ分かった気がした。

「はるの、大だい丈じよう夫ぶか？」

　座り込んだはるのの背中にそっと手を当てる。

「トージ……？」

　虚うつろだった瞳ひとみに光が戻る。

　彼が召喚されたことに今気づいたようだった。

「トージ！　どうしてここにいるの!?」

「リリから呼び出されてな。飛んできたんだ」

　文字通り、である。

「トージ……」

　安心したように微笑ほほえんだはるのだったが、その表情はすぐに曇くもってしまった。

「ごめんトージ……。あたし、なんにもできなくて……」

「分かってる」

　ポ連の大たい佐さに同盟国の有能すぎる中ちゆう尉いときたもんだ。

　見習い軍人のはるのが立ち向かうには土俵が悪すぎる。

「店を守ろうって頑がん張ばったんだろ？　精せい一いつ杯ぱいに強がったんだろ？　だったらなにもできなかったなんて言うなよ」

　はるのの頭をそっとなでる。

「おまえじゃ相あい性しようが悪すぎる。こういうのは……素人の俺の役目だ」

　東司は落ちていたドウジギリを拾い上げ、ノエルに相対した。

「貴様……」

　ノエルの本能が、こいつは敵だと告げる。

「ニャーソン大佐、これが……」

「そうだにゃ！　ボクちゃんの敵……ポ連の敵だにゃ！」

　ニャーソンが短い腕うででファイティングポーズを取る。

　一方のノエルは油断なく、ムチをしならせて東司を見み据すえていた。

（あの日本刀はそこの女の所有物だったはず……）

　ドウジギリを一いち瞥べつしたノエルは密ひそかに戸と惑まどっていた。

（こいつはポ連の魔ま法ほうに精通しているのか……？　いや、そもそもなぜこいつがポ連の見習い軍人と普ふ通つうに会話していたのだ……？）

　敵はメープルランドだと思い込んでいるノエルは、東司の登場に冷静さを失っていた。

（分からない……くっ、そうやって自分を混乱させるつもりか！）

　誤解が誤解を招き、勝手にノエルを追い込んでいく。

「同志ラビウス、どうしたんだにゃ！」

「ニャーソン大佐……」

「今こそそいつをぶちのめすんだにゃ！」

「しかし彼は……」

「惑まどわされちゃダメにゃ！　そいつは……洗脳魔法を使うにゃ！」

　まったくのデタラメだがノエルはそれを見み抜ぬけない。

「なるほど……だからあんなに親密に……」

「そうにゃ！　そいつは洗脳魔法で、ボクちゃんの部下たちを次々と手なずけていったんだにゃ！」

　単純に、ニャーソンに愛あい想そを尽つかした女の子たちが東司を頼たよっているだけなのだが、ニャーソンの目にはそう映っていたのである。

「恐おそろしい魔法を使うやつだ……」

　ノエルが東司を明確に敵と認にん識しきする。

　その殺意に満ちた眼光に東司も思わず後ずさる。

「これが本物の軍人かよ……」

　はるのやニャーソンとは段だん違ちがいの威い圧あつ感だ。

　しかし、おいそれと降参するわけにはいかない。

　ポ連とは無関係の自分だからこそ、できることがあるはずだ。

「ニャーソンのやつ、つくづく面めん倒どうを起こしてくれる……」

　ジロリと睨にらみつける。

　ビクッとなったニャーソンがそそくさとノエルの背中に隠かくれた。

「ど、同志ラビウス！　やっちゃってほしいにゃ！」

「承知しました。排はい除じよします」

　ノエルが落ち着き払はらった声で物ぶつ騒そうなことを言い放つ。

　ひゅんひゅんとムチで空気を切り裂さきながら、今にも東司に襲おそいかからんとする。

　一方、東司はというと──

（……さて、どうしようか）

　ドウジギリを手に挑いどんだまではよかったが、生きつ粋すいの軍人を相手に敵かなうはずがない。

　ニャーソンならともかく、ノエルに挑んでも一いつ蹴しゆうされるだけだ。

　逆に向こうから仕し掛かけられたら一瞬で負ける気がする。

（それでも、あっちが仕掛けてこないということは……）

　なにかを疑っている。なにかを警けい戒かいしているのだ。

　きっとニャーソンがデタラメを吹き込んだのだろうが、そんな原因はどうでもいい。

　この誤解を上手に利用できないものか。

「どうしたんだにゃ！　早くやっちゃうにゃ！」

「あのネコ、余計なことを……」

　せっかくの時間稼かせぎも台無しだ。

　ニャーソンに[image: しつ]しつ咤たされたノエルが、いよいよ東司に襲いかかろうとする。

（時間切れか……）

　はるのとリーリットから離はなれるように、自分からノエルに一歩踏ふみ込んで──




「東司くんはどこですかっ!?」




　ドアを突つき破るようにして杏きよう子こが飛び込んできた。

「きょ、杏子？　おまえ学校じゃ……」

「東司くんがいきなり消えて大パニックです！　でも東司くんが拉ら致ちされる先はここしかないと思って飛んできました！」

「いや、ホントに飛んできたのかと……」

　この場に召しよう喚かんされてまだ十分少々だ。

　学校からここまで、普通に移動すれば三十分以上はかかる。

「タクシーの運転手さんに一一〇〇〇回転まできっちり回してもらいました！」

「どこの峠とうげを攻せめてんだよ……」

「だって東司くんが消えちゃったんですからっ！　でも……無事でよかったです」

　ホッと胸をなで下ろした杏子は、そこで初めてノエルの存在に気づいた。

　急転直下、笑え顔がおが凍こおり付く。

「東司くん……また女の子ですか……？」

「この状況でそれを言うか!?」

　一いつ触しよく即そく発はつなんだぞと訴うつたえるが、スイッチが入った杏子には届かない。

　杏子はノエルを一瞥し、さらにムチを一瞥して一言、




「そういうプレイがしたいんですか!?」




「違うわ！」

　予想の斜ななめ上を行きすぎて行ゆく方え不明になりそうだった。

「東司くんはどっちかというとＳだと思っていたのに……実はＭだったんですか!?」

「風評被ひ害がいも甚はなはだしい！」

「そんな……。じゃあ東司くんがわたしを振ふり向いてくれないのって、わたしが尽くしすぎたせいなんですか!?　東司くんのＭ心に響ひびかなかったからなんですかっ!?」

「止やめろ！　そんな趣しゆ味みはない！」

「言ってくれれば、いくらだって東司くんをイジメてあげたのに……やんっ！」

「そこっ！　ちょっと恍こう惚こつな顔をするんじゃない！」

　うっとりしそうな杏子を現実に引き戻もどす。

　そんな二人の漫まん才ざいを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、すっかり忘れられたノエルがようやく正気に戻る。

「貴様！　どこまでふざければ……」




「黙だまってろ！」

「黙っててください！」




　嚙かみつくような東司と杏子に、職業軍人のノエルの方が吞のまれていた。

「そもそもおまえはいっつも……！」

「東司くんだってわたしのこと……っ！」

　ヒートアップした二人を誰だれも止められない。

　付き合いが長い分だけ、鬱うつ憤ぷんをぶつけ始めたら終わりが見えない。

「これが夫ふう婦ふゲンカってやつ？」

「あぁ、ダメですわよ東司さま！　トージョーさまは女の子とケンカなんてしませんわ！　ただひたすら甘い言葉で丸め込んでくださいませっ！」

　こっちはこっちで、どこまでも吞のん気きなはるのと、どこまでも一直線のリーリットだった。

「こっ……こいつらっ……」

　無視されたノエルが怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで唸うなる。

　その手のグリンガムを東司たちにぶちこもうとして──




「黙ってろっつっただろ！」




　素す早ばやくはるのからドウジギリを奪うばった東司が、一いつ瞬しゆんのうちにノエルの手からグリンガムをたたき落としていた。

「なっ……!?」

　突とつ然ぜんの事態にノエルが硬こう直ちよくする。

　しかし東司は彼女に目もくれず杏子との舌ぜつ戦せんに復帰していた。

「この際だから言わせてもらう！　おまえはいい加減に常識を覚えろ！」

「東司くんだって非常識です！　わたしがこんなに誘さそってるのに！」

「その誘い方が非常識だってんだっ！」

　まるで何事もなかったかのようにケンカを再開する東司だった。

「難なくあしらわれた……のか？　この自分が……。こんな素人しろうとに……」

　あまりに一瞬の出来事に、ノエルは自分の身になにが起こったか把は握あくするのに数秒の時間を要した。

　そして理解した直後、大きな衝しよう撃げきが全身を貫つらぬいた。

　それまで確固たるものだったプライドに大きな亀き裂れつが入った。

「自分が……負けた……」

　ノエルが肩かたを震ふるわせながら呆然と呟つぶやく。

「同志ラビウス!?　どうしたんだにゃ！　早くやっちゃうんだにゃーっ！」

　焦あせるニャーソンの声も届かず、ノエルはじっと自分の手を見つめていた。







　　　二転三転裁判







　杏きよう子この乱入によって頓とん挫ざしたノエルの暴走は、お互たがいに腰こしを落ち着けての仕切り直しとなった。

　テーブルを挟はさんで東とう司じとニャーソンが向かい合う。

　東司側に座るのが、はるのと杏子、そしてリーリット。

　ニャーソン側には誰もいない。

　ノエルはというと、テーブルから離れたところにあるイスに座っていた。

　見た目はまるで被ひ告こく人にん席だ。

「くっ……殺せ」

　静かな声で毒を吐はく。

　グリンガムの一撃を東司に撃退され、心にダメージを負ったノエルに暴れる様子はなかった。

「もはや生きるのは恥ち辱じよくだ。早く殺せ」

「あの程度でそんな落ち込まなくても……」

　東司は気き遣づかったつもりだったが、その一言がさらにノエルを追い込んだ。

「あの程度、だと……。グリンガムを打ち負かしてなお、その程度と言うのか……」

　がっくりと肩を落とす。

「静かになったね……悪い意味で」

「東司くん、デリカシーがないです」

「俺が悪いのかよ……」

「女の子には自発的に奉ほう仕しさせるものですわ。追い込むのは感心しませんわ」

「こんな時までトージョーさまを出すんじゃない」

　はるのたちから非難の視線を受けた東司がたじろぐ。

「ちょっとちょっと！」

　そこで催さい促そくの声が割って入った。

「とっとと終わらせてほしいみー。ボクだって暇ひまじゃないんだみー」

　全員を見届ける裁判長のようなポジションには、急きゆう遽きよ呼び出されたティラミーが腰を下ろしていた。

　地上界とポ連、東シュトーレン共和国まで巻き込んだ大ゲンカを収束させるには、第四の勢力が必要ということでの登場である。

　こうして被告人ノエルはそっちのけで、東司たちとニャーソンによる代理戦争の火ぶたが切って落とされた。

「まず東司クン、被告人に質問するみー」

「異議ありだにゃ！」

「まだなにも言ってねーよ！」

　さっそく横やりが入った。

「同志トージが諸悪の根源である以上、発言は慎つつしむべきだにゃ！」

「その言葉、そっくりそのまま返してやる！」

　どっちが諸悪の根源だ。

「異議を認めるみー」

「おい！」

「東司クンが女の子を独どく占せんするせいでボクは毎日、舌を嚙んで死にたくなるみー」

　はるのに杏子、そしてリーリットまで手なずけた希代のチャラ男──とでも言いたげなティラミーである。

「これ裁判長の人選おかしいだろ……」

　ちなみにメープルランド側の代表としてティラミーを呼んだのはニャーソンだ。

「では誰が質問するみー？」

「わたしです！」

　毅き然ぜんと立ち上がったのは杏子である。

「東司くんとの関係について問いたださなければなりません！」

「だからなにもないってのに……」

　東司の言葉も今は杏子に届かない。

「さて、ノエル・ラビウスさん……」

　杏子がもっともらしくノエルの前を行ったり来たりする。

「東司くんのどこに惹ひかれたか三行で述べてください」

　その言葉に、それまで俯うつむいていたノエルがピクンと反応した。

「惹かれる……だと……」

「そうです。女の子が東司くんに惚ほれてしまうのは自然の摂せつ理りというか、神が作った方程式というか、遺伝子に刻まれた本能なので仕方ないのですが、具体的に聞かせてもらいます」

「なぜ……なぜこいつに惚れなければならないのだ！」
















　あまりの不条理にノエルが激げつ昂こうする。

「完かん膚ぷなきまでにやられた相手に……なぜ！　そこまで自分を愚ぐ弄ろうするのか！」

　ノエルの返事は当然のものだ。

　しかしそれが杏子にとってはまったくの予想外だったらしく、

「恋こいに理由なんてありません！」

　とか力説しながらテーブルをたたく始末である。

「いいですかノエルさん。あなたが東司くんを好きになったことについて、怒おこっているのではありません」

「その前提がおかしい！」

「しかし！　東司くんは一人しかいないのです！」

　ノエルの発言を無視して杏子が突つっ走る。

「ならば、東司くんをわたしたちが独占するのではなく、東司くんにわたしたちを独占してもらう……それが常識ではありませんか？」

　常識とはいったい──もはや哲てつ学がく的な域に達した杏子の東司愛である。

「それなのにムチで東司くんを調教しようとするなんて、なんてうらやま……じゃなくてワガママな！」

「キョーコ、よだれ垂れてるよ」

「失礼、取り乱しました」

　じゅるっとすすってまた真しん剣けんな表情に戻もどる。

「つきましては裁判長、ノエルさんからムチの没ぼつ収しゆうを要望します」

「ふざけるな！　あれは……グリンガムは自分の半身だ！」

　ノエルがさすがに怒いかりをあらわにする。

　はるのにとってのドウジギリのように、ノエルにとってのムチ──すなわちグリンガムもまた自分の一部なのだ。

「キョーコ、それはちょっと厳しいかも……」

　はるのがフォローするも杏子は止まらない。

「でもはるのさんだって、東司くんにホイホイ貸してるじゃないですか」

「あ、そっか」

　ポンと手を打って納なつ得とくしてしまった。

「じゃ、ムチはトージが預かるってことで！」

「なぜそこが妥だ協きよう点なのだ!?」

　おいそれと自分の半身を差し出せという無理が通ったことに愕がく然ぜんとするノエルである。

「なぜこの者に……くっ、殺せ！」

　殺せと言っているのに、射い殺ころさんばかりに東司を睨にらみつける。

　完全にとばっちりだった。

「それじゃ被告人ラビウス、ムチ没収みー。そうそう東司クン、『くっころプレイ』する時はちゃんとボクも呼んでほしいみー」

「くっこ……なんだって？」

「ノエルちゃんみたいな子が『くっ、殺せ！』って強がるのって無む性しように嗜し虐ぎやく心しんがわいちゃうんだみー。特にうっすら涙なみだとか浮うかべてるともう最高だみー！」

「聞かなきゃよかった……」

　ティラミーと東司がそんな会話を繰くり広げている間、ノエルは歯ぎしりしながら葛かつ藤とうしていた。

　グリンガムを差し出すなんて言語道断だ。

　しかしメープルランドから差し向けられたティラミーがいる。

　ここで拒きよ絶ぜつすると、東シュトーレン共和国とメープルランドとの関係悪化につながるかもしれない。

　一いつ介かいの軍人には負いきれない責任だった。

（これが……政治か……）

　己おのれの非力さを悔くいながら、ノエルは震ふるえる手でグリンガムを差し出した。

「では東司くん、ちゃんと保管してくださいね」

「もうどうにでもなれ……」

　グリンガムを受け取った東司はノエルの殺気を必死で無視した。

「次の質問者は誰だれみー？」

「わたくしですわ！」

　続いて立ち上がったのはリーリットである。

「杏子さんとは違ちがった視点からお尋たずねいたしますわ」

「少しはまともな議論になりそうだな」

「ム……ムチで殿との方がたをたたくのってどんな感じですの？」

「期待した俺がバカだった！」

　モジモジするリーリットに東司は天を仰あおいだ。

「リリ！　どこに興味持ってんだっ！　この子がここに来た目的とか、無事に和解する方法の模も索さくとか、そういうことを考えてくれ！」

「だ、だって……」

　ほんのり頰ほおを赤くしながら両手の指をツンツンする。

「トージョーさまのアニメに、恋こい人びとを取られた異星人が復ふく讐しゆうするシーンがあるんですの。そこでトージョーさまを拷ごう問もんするシーンがあって、ムチでたたかれているトージョーさまを見ているとなんとなく……身体からだが火ほ照てってきて……」

「恍こう惚こつとするな！」

　というか、異星人の女の子すら手て込ごめにするトージョーさまとはいったい。

「じゅ、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんですわ！　トージョーさまが好きだからこその探究心ですわ！　決して東司さまに試ためしたいとか、そういうことではありませんわ！」

「説得力が行ゆく方え不明だっ！」

　ヒシヒシと身の危険を感じる東司である。

「それでノエルさん、どうなんですの？」

「やっぱり聞くんかい！」

　東司のツッコミも今だけはスルーしてノエルに詰つめ寄るリーリットだった。

「ふむ……」

　エスとかエムとかよく分からないノエルは、純粋にグリンガムについて尋ねられたと勘かん違ちがいしていた。

　グリンガムに興味があるのか、そうかそうか、なかなか見込みのあるやつめ──と密ひそかに喜んでいた。

　生きつ粋すいの軍人だからこそ、こういうところでは逆にピュアだった。

「特別な感情を抱いだいたことはないな。自分がグリンガムを振ふるうのは常に戦場だ。誰を相手にしても、考えるのは勝つことのみだ」

「ゾ、ゾクゾクしたりとかは……？」

「そんな余よ裕ゆうはない。死と隣となり合わせなのだ」

「そうなんですの……」

　期待が外れてちょっぴり落ち込むリーリットだった。

「だが……そうだな」

　ふと思い出したようにノエルが言った。

「自分の部下がやたらとグリンガムでの処しよ罰ばつを望むことがある。軽いミスをしては『ぜひグリンガムで！』とせがんでくるのだ」

「そ、そこのところ詳くわしく！」

　ぐっと前のめりになるリーリットである。

「本当に些さ細さいなミスなのだ。定時連れん絡らくが少し遅おくれたとか、訓練のノルマに少し足りなかったとか。本来なら口頭での注意程度なのだが……」

「なるほど……」

「己に厳しくあるのは軍人として立派だが、少しストイックすぎるかもしれないな」

「いや、その部下たちは堕だ落らくしきっているぞ……」

　なにも分かっていないノエルにムチを振るわせて興奮を得ているのだろう。

　いわゆる『我々の業界ではご褒ほう美びです！』というやつだ。

　外見だけは幼いノエルにそんなことをさせるのは、なんとなくイケナイことをしている気分になる──かもしれない。

「……分かりました」

　リーリットがなにやら納得した。

「わたくしも、東司さまが働きすぎの時はそうやってお諫いさめすることにしますわ」

「そうやって!?　どうやって!?」

「あのムチ、たしかグッズ化されましたわね……」

「買うなよ!?　買わないよな!?」

「期待してくださいね東司さま！」

　東司の訴うつたえもむなしく、リーリットは満面の笑えみを浮かべてくれやがった。

「じゃあ、次はどっちが質問するみー？」

　残ったニャーソンとはるのにティラミーが尋ねる。

「もちろんボクちゃんにゃ！」

　有う無むを言わさずニャーソンが詰め寄った。

　東司に。

「いい気味だにゃ！　三人の女の子とイチャイチャして、どうせ『やったぜ四人目ゲットだぜ！』とか浮かれていたんだにゃ！」

「おまえはどこまでしつこいんだ！」

「あの子は同志トージの思い通りになんてならないにゃ！　ハーレム増築計画もここで頓とん挫ざだにゃ！」

「勝手に壮そう大だいな計画をねつ造するな！」

「トージの野望もここで終わりにゃ！　ここは本能寺！　今日からボクちゃんの天下が始まるにゃ！」

「三日で終わるじゃねーか！」

　日本史を知ってるんだか知らないんだか。

「せいぜい苦しむがいいにゃ……」

「いや、この子に嫌きらわれるのは仕方ないだろ」

　グリンガムを受け取った時点で第一印象からして最悪だ。

「さて……同志ラビウス」

　恨うらみ節を吐はき出してスッキリしたニャーソンがノエルに向き直る。

「迷めい惑わくをかけるにゃ。それもこれも全部、あのハーレム帝てい王おうの責任にゃ」

「いえ、ニャーソン大たい佐さ。軍人ならば理り不ふ尽じんを受け入れるのは当然です。もっとも……」

　ジロリと東司に殺意をたたきつける。

「最後には相応の報むくいを受けてもらいますが」

「うむ。期待しているにゃ」

　自然と頷うなずき合う一人と一いつ匹ぴき。

　最初はニャーソンとズレにズレていたノエルの認にん識しきも、いつの間にか一いつ致ちしていた。

　メープルランドと一戦交える覚かく悟ごだったノエルが、気づけば東司討とう伐ばつに燃え、ニャーソンの目的と重なっていた。

「ボクちゃんは以上にゃ！」

　東司を罵ののしり、ノエルと心の握あく手しゆを交かわしたニャーソンが満足そうに席に戻る。

「んじゃ、最後にはるのちゃんみー」

「あたし？　んー……」

　ティラミーに促うながされたはるのは、少し悩なやんでから、

「……異議あり！」

「だからギミックはねーよ」

「だって聞くことなんてないもん。すごいなぁって思うことはたくさんあるけど」

「すごい……だと？」

　意外な単語にノエルが反応する。

「うん。立派な軍人さんだなって」

「そんなもの、ニャーソン大佐を見習えばいいだろう？」

『それだけはない』

　ニャーソン以外の四人が異口同音にそろった。

「最初に言われちゃったみたいに、あたしってまだ未熟だから……。だから、ノエルさんみたいになりたいって……」

「自分のように……か」

　ノエルはうっすらと笑った。

（憧あこがれを持つのは勝手だが……そういうやつに限って、憧れのままで終わるものだ）

　若くして中ちゆう尉いになった彼女を賞賛し、目標とする者は多い。

　そういう人をたくさん見てきたノエルだったが、たいていは言葉だけで終わる。

　たとえ努力しても、途と中ちゆうで挫ざ折せつした時点で諦あきらめる。

　本気で努力して、失敗しても諦めずに努力して、そして追いつこうとする者はゼロに近い。

　結果、ノエルと同じ努力を続けられた者は──ゼロだ。

　ゆえに、さらに賞賛される。

　目標にされ、しかし誰にも追いついてもらえず、だからこそさらに持ち上げられる。

　万ばん人にんからの賛辞を受けながら、彼女はついにライバルというものに出会えなかった。

（所しよ詮せんはまだ見習いか……）

　若いゆえに希望にあふれ、青いゆえに希望に溺おぼれる。

　彼女もまた、その他大勢にすぎなかったか──




「だからあたし、ここの店長さんを頑がん張ばるからね！」




　それは、およそノエルの理解を超こえた決意だった。

「ノエルさんに追いつけるように、このお店を切り盛りしちゃうんだから！」

「なにを言って……。店の運営と軍人の素養とにどんな関係が……」

「知らないよ？」

「し、知らないだと……」

「うん。正直さっぱり。大佐のために働くなんて意味分かんない」

　ニャーソンがひっそりと涙なみだするが誰だれもそちらを見ていない。

「でもね、ここにはみんながいるの！」

　はるのが両手を広げた。

「トージもキョーコもリリもいるの。あたしを助けてくれて、あたしと一いつ緒しよに頑張ってくれるみんながいるの！」

　にっこりと微笑ほほえむはるのに、杏子とリーリットは驚おどろいたように目を丸くしていたが、やがて優やさしく笑った。

　そして東司はというと──恥はずかしくてそっぽを向いた。

「だから負けないよ！　今はノエルさんに勝てないけど、いつか胸を張って自じ慢まんできるくらいになるからね！」

　わずかなためらいも虚きよ栄えいもなく、純粋な希望をここまで堂々と言ってのけたはるのに対し、ノエルはすぐに言葉を返せなかった。

「…………そうか」

　努力は苦痛だ。

　結果が得られない間の努力は特に、苦痛以外のなにものでもないはずだ。

　それをこの子は続けると言い切った。

　軍人としての成長にはなんの関係もないであろうこの店の運営を、やりきってみせると言い切った。

　その自信に満ちた無む謀ぼうさが、無む性しように輝かがやいて見えた。

「おまえがそう言うなら、自分はなにも言うまい」

　いや──かける言葉を持っていないと言うべきか。

　これまで何人もの努力と挫折を見続けてきた自分と。

　仲間を信じてやり抜ぬくと誓ちかった彼女とでは。

　きっと見えているものが違ちがうだろうから。

「精しよう進じんしろ、クレーノワ」

「もっちろん！」

　立場も階級も違う二人が、どこかでつながった瞬しゆん間かんだった。

「んじゃ、判決を言い渡わたすみー」

　さっさと帰りたいティラミーが場を締しめに入った。

「被ひ告こく人にん、トージくん。罪状、下半身がだらしないってことで有罪。判決、さっさと女の子に刺さされてＮｉｃｅＢｏａｔされちゃえばいいみー」

「投げやりな上におっかないっ！」







　　　メイドさんは完かん璧ぺき軍人







　とある早朝、ホイップアンティークは深刻な人員不足に悩まされることになった。




「風か邪ぜだと!?」

『うん……ごめんねトージ……』

　電話の向こうではるのが力なく謝った。

「具合は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『うん……お薬飲んだらちょっと楽になった』

「無理するな。今日は休め」

『けほけほ……ごめんなさい東とう司じくん……』

　続いて杏きよう子このつらそうな声が聞こえてきた。

「杏子？　なんではるのと一緒にいるんだ？」

『ちょっと事情があって……こほこほっ』

　言葉を濁にごしてきた杏子に、東司はそれ以上は尋たずねなかった。

　女の子同士のあれこれに男が口を挟はさむものではない。

「いいよ、店はリリとなんとかするから……」

『と、トージョーさまぁー……』

　熱に浮かされた声の主は問い返すまでもなかった。

「リリまで!?」

『うぅ……トージョーさまが聞こえるぅー……』

『ごめん、リリはちょっと重じゆう症しようかも』

「お、おう……」

　詮せん索さくしないと決めた初しよっぱなから、三人が集まってなにをしていたのだろうと気が気でない東司だった。

「とにかく休め。必要そうなもの、一通り買ってからそっちに行くから」

『それだと店に大佐しかいなくなっちゃうよ……』

「あいつは頭数に入ってない。今日は臨時休業だ」

『でも……』

　ホイップアンティークの店長としての責任からか、はるのが難色を示す。

　それが分かっている東司は変に説得しようとせず、単刀直入に言った。

「おまえの気持ちは分かるけど、俺はおまえたちの方が大事だ。文句はないな？」

　しばしの沈ちん黙もく。

『う、うん……ごめんね』

　はるのが少し戸と惑まどった声で素す直なおに従った。

『あぁ……そんな優やさしい言葉をかけるなんてジゴロの鑑かがみですわぁ……』

　リーリットが相変わらずなコメントをよこす。

『あぁ、東司くん！　やっぱり東司くんはわたしを大切に想おもってくれるんですね！　風邪が治ったらすぐにわたしと子作り……』

　杏子の発情した声に、東司は思わず電話を切ってしまった。

「こんな時まであいつは……ったく」

　私服に着き替がえてホイップアンティークを飛び出し、はるのが住んでいるアパートへと急ぐ東司だった。




　それと時を同じくして。

「…………」

　ノエル・ラビウス中ちゆう尉いは通信用の無線から聞こえてくる声を静かに聞いていた。

『ちょ、同志ラビウス？』

「なんでしょうかニャーソン大たい佐さ」

『ボクちゃん、風邪引いたって言ったんだけどにゃ……』

「はい、自分にもそう聞こえました。それがどうしましたか？」

　電話の向こうからニャーソンの嗚お咽えつが聞こえた。

「自分になにを期待していたのですか？」

『せめて慰なぐさめてほしいにゃあとか……』

「慰めれば風邪が治るのですか？　自分にそのような魔ま法ほうの力はありませんが」

『気分の問題にゃ！』

「気分で風邪が治るなら魔法はいりません」

『同志ラビウス……最近ボクちゃんにキツくないかにゃ……？』

　東司に連れん絡らくしても慰めてもらえるわけもなく、せめてもの安らぎを求めたノエルにも袖そでにされたニャーソンだった。

「自分はニャーソン大佐の力になるように派は遣けんされました。しかし風邪の治ち療りようは専門外ですので、余計なことを言うべきではないかと」

『その真ま面じ目めさが今は憎にくいにゃ……』

　無線の向こうですすり泣く声が聞こえた。

『とにかく同志ラビウス、そういうことだからボクちゃんはウチで養生するにゃ。ボクちゃんに代わってホイップアンティークを任せたにゃ』

「それは……困ります」

　かすかに表情をゆがめる。

「あのような店を統とう率そつした経験がありません。自分では力になれないかと……」

『お願いだにゃ同志ラビウス』

「し、しかし……」

　なおも抵てい抗こうするノエルだったが、そこは軍人の本能というべきか。

　仮にも大佐であるニャーソンに命じられては、拒きよ否ひすることなどできなかった。

「…………ぜ、善処します」

『任せたにゃ……同志ラビウスなら安心にゃ……』

　それだけ言い残して無線は切れてしまった。




「しかし、どうしたものか……」

　ホイップアンティークへとやってきたノエルはさっそく行き詰づまった。

　裏口の鍵かぎは開いていたので普ふ通つうに入れたが、だからといってなにができるわけでもない。

　鍵が閉まっていた方が諦あきらめがついただろうが、こうして中に入ってしまったからには、軍人としての誇ほこりから任務を放ほう棄きできなかった。

「ニャーソン大佐から指揮権を委い譲じようされたということは、あの者たちを統率するということか……」

　はるのに杏子、リーリットの顔を思い浮うかべてかすかな不安に襲おそわれる。

　だが、もう一人いたことを思い出して、一気にそんなのどうでもよくなった。

「宗むな方かた東司……やつだけはダメだ」

　たとえ一時とはいえ、グリンガムを奪うばわれた恨うらみは根深い。

　おまけに今後、グリンガムを使う時は東司の許可を得ると約束させられてしまっていたのだ。

　根っからの軍人であるノエルは、そんな理り不ふ尽じんにも黙だまって耐たえるしかなかった。

「……まあいい。じきに現れるだろう」

　まだ朝は早い。

　自分でどうこうするよりも、はるのたちを待った方が得策だろう。

　そう考えたノエルは控ひかえ室の方で待つことにした。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「……どういうことだ！」

　待つこと一時間、もう甘あま城ぎブリリアントパークの開園時間もすぐだというのに、誰だれ一人ひとりとしてホイップアンティークに来ていなかった。

「任務放棄など万ばん死しに値あたいする！　軍法会議ものだ！」

　そんなに堅かたく考えなくても、とフォローしてくれる人もいない。

　ふつふつとこみ上げてくる怒いかりに冷静さを失うノエルだった。

「クレーノワ、おまえの意気込みはそんなものだったのか……」

　まさか風邪で寝ねこんでいるとも知らずに密ひそかに落らく胆たんする。

　その時、備え付けの電話が鳴った。

　無視するわけにもいかずノエルが応対する。

「誰だ」

『あうぅ……その声、ノエルさん……？』

「クレーノワ!?」

　ちょうど彼女のことを考えていたノエルが、店に来ないことを諫いさめようと口を開く。

　だがそれよりも早くはるのが謝ってきた。

『ごめん、ちょっと体調が悪くて……。ひょっとしたらノエルさんが来てるかもって思って連絡したんだけど……』

「具合が悪い……のか？」

『うん……』

　弱く力ない声に、それまで沸ふつ騰とうしていたノエルの頭が急冷された。

「キョーコとリリも同じでね……けっほけっほ。今日は行けそうになくて……」

　ここは普通なら『お大事に』とか言うところだろう。

　だが電話を取ったのは完かん璧ぺき軍人のノエルだ。

　はるののつらそうな声に、彼女の軍事脳がフル回転を始める。




（あれだけ責任感の強いクレーノワが店に来れないほどとは……それほどにひどい症しよう状じようなのか？　まさか……伝染病に罹り患かんしてっ!?）

　伝染病は軍隊にとって最悪の病やまいだ。

　相手を選ばず戦線から離り脱だつさせ、部隊を行動不能に陥おちいらせる。

　簡単に抑おさえ込むこともできず、瞬またたく間に感染を広げてしまう。

　その恐おそろしさは軍人なら誰でも教え込まれるだろう。

（そうか……だからクレーノワは来なかったのか……）

　被ひ害がいをできるだけ抑えるために。

（すまないクレーノワ……。おまえを軽けい蔑べつしてしまった……）

　任務を投げ出したと思い込んでしまった。

　おまえは正しいことをしたというのに。




『えっと……ノエルさん？』

　はるのの呼びかけにようやくノエルが自分に返った。

「問題ない。それで新にい見みとキーマイヤーも……」

『うん……あたしと同じだよ』

（くっ……やはり二人への感染は防げなかったか……）

　はるのとの付き合いも長い二人だろうし無理もない、とノエルが唇くちびるを嚙かむ。

（では宗方東司は……）

　尋たずねようとしてノエルは思い留とどまった。

　はるのとの付き合いは彼が一番長いということは聞いていた。

（新見とキーマイヤーが手て遅おくれである以上、すでに……）

　感染しているのは確実と考えるべきだ。

「クレーノワ、症状はどうなのだ？」

『お薬飲んだから、とりあえず大だい丈じよう夫ぶかな』

「そうか……」

（ワクチンを接種したか。見習いとはいえ軍人だ、対処は間ま違ちがっていない）

『キョーコとリリも、一日休めば元気になるって……』

「一日だと!?　ふざけるな！　そんなにすぐに完治するものかっ！」

　はるのの楽観にノエルが思わず怒ど鳴なる。

　だがすぐ冷静になって、

（いや、落ち着け……。クレーノワは早く任務に復帰しようとしているのだ。その意志を否定などできない……）

　まずは安静にしてもらうべきだ。

　そのためにも、彼女には任務のことはしばらく忘れてもらわなければならない。

（クレーノワの負担を軽くするには……）




「……クレーノワ。自分に店を任せろ」

『ノ、ノエルさん!?』

「ちょうどニャーソン大佐からも指揮権を委譲されたのだ。もっとも、あちらはただの風か邪ぜだが……」

『えっと……それならあたしたちも……』

「心配するなクレーノワ。おまえの意志は自分がつなぐ」

『あの……？　その……？』

「だから……伝染病などに負けるな！」

『伝染病っ!?』

　なにやら素すっ頓とん狂きような声が聞こえたが、これ以上の会話は体力を消費してしまうだろうと考えて電話を切るノエルだった。

「クレーノワ、無事に戻もどってこいよ……」

　戦友を見送るように小さく祈いのった後、ノエルはすぐに行動を開始した。




「クレーノワのためだ……手段は選んでいられない」

　ノエルはまず服装から改めることにした。

　東シュトーレン共和国の軍服と軍ぐん帽ぼうで店に出るわけにはいかない。

　控え室の片かた隅すみに段ボール箱を見つけ、折りたたまれたホイップアンティークの制服を手に取った。

　ちなみに、さっきから電話が鳴り続けているが無視していた。

　はるののためにも、今は余計なことをしている暇ひまはない。

　開店時間は刻一刻と迫せまっているのだ。

「こ、これを着るのか……」

　思わず息を吞のむ。

　間近で見るとなかなか際きわどい制服だった。

　肌はだの露ろ出しゆつ度どが軍服とは段違いだ。

「これも……クレーノワのためだ……」

　ノエルは覚かく悟ごを決めて軍服に手をかけた。




「くっ……殺せ！」

　鏡で自分の格好を確かく認にんしたノエルが反射的に叫さけんだ。

「なんだ……なんだこの姿はっ！」

　スカートは恐ろしく短く、胸むな元もとは大だい胆たんに開いている。

「こんなものを着て彼女たちは人前に出ているというのかっ!?」

　まるで防ぼう御ぎよ力ゼロの制服に愕がく然ぜんとした。

「機能性のかけらもないではないかっ！　これでどうやって身を守れというのだっ!?」

　鏡の中の自分に嘆なげく一方で、ノエルの中ではるのへの評価がまたワンランクアップしていた。

「クレーノワ、やはりおまえはすごいやつだ……」

　こんなところで恥はずかしがっている場合ではない──ノエルは気合いを入れて開店準備に取りかかった。




　フロアの方に向かい、電気をつける。

　ニャーソングッズの間を抜ぬけ、入り口のドアを解かい錠じようする。

「これでよし。あとは……」

　客が来た時に応対するだけだ。

「それにしても……」

　こうもニャーソン大たい佐さのグッズばかりだと、確かに気味が悪いな──ノエルはそっと目を逸そらした。

　他に誰かいればまだ気が紛まぎれるのだろうが、独りだと余計に意識してしまう。

「クレーノワの責任感には感服するばかりだ」

　こんなグッズを売れと命じられて、それに全力を尽つくすのだから。

　また一段とはるのへの評価が上がった。

「……いかん、今は目の前の任務に集中しなければ」

　もうテーマパークの開園時間をすぎているし、いつゲストが来てもおかしくない。

　無難に応対しなくては。

　しかし、ちゃんとできるだろうか──

「……練習しておくか」

　最初にこの店を訪おとずれた時の、はるのたちの接客対応を思い出す。

「確か……微笑ほほえみながら一礼して……」

　記き憶おくを頼たよりに、ぎこちない笑顔と動作で真ま似ねてみる。

（ふむ……こんな感じだったな……）

　少し満足して顔を上げた。







　目の前に東司がいた。







　　　殺さつ伐ばつロールプレイ







　悪気なんてこれっぽっちもなかった。

　ノエルさんがお店でなんか変なの──見み舞まいに行った先ではるのに教えられ、様子を見てきてほしいと頼たのまれただけなのだ。

　裏口じゃなくて表から入ったのだって、フロアの電気が点ついていて、ニャーソンが珍めずらしく仕事したとしか考えていなかった。

　もう一度言う、悪気なんてなかったのだ。

「…………お、おはよう」

　だから、ホイップアンティークの制服を着てこれまで見たことのない微び笑しようを浮うかべるノエルを前にして、挨あい拶さつくらいしかリアクションができなかった。




　彼女の頭から生えているウサ耳に視線を釘くぎ付づけにしながら。




　まさか軍帽の下にこんなものが隠かくれていたとは──なんて驚おどろくのはもってのほかだ。

　可愛かわいいとか言おうものなら首が飛ぶ。リアルに。

　だからとにかくスルー、スルーの一手しかないのだ。

「さ、さて！　仕事だ仕事……」

「もう……殺してくれ……」

　両手を床ゆかに着いたノエルが憔しよう悴すいした声で呟つぶやいた。

「き、気にするな！　似合ってるぞ！」

　咄とつ嗟さにフォローする東とう司じだが、それがノエルの軍人魂だましいを逆なでした。

「ここで殺すっ！」

　ノエルの手にはいつの間にかグリンガムが。

　東司の許可なく使わないという約束なんて覚えているはずもなかった。

「落ち着け！　バカになんてしてないっ！」

「白々しいっ！　よりにもよって……よりにもよっておまえにっ！」

　他の誰だれかならまだ我が慢まんできる。

　クレーノワのためと思えば耐たえられる。

　だが──こいつだけはダメだ。

「ホントだ！　ウサ耳が可愛いとか思ってない！」

「死ねぃ!!」

　グリンガムが唸うなりを上げて襲おそいかかる。

「待てっつーに！」

　咄嗟に身を屈かがめた東司の頭上をグリンガムがなぎ払はらう。

　商品棚だなに並んでいたニャーソン人形の首が一いつ斉せいに飛んだ。

「逃にげるなっ！」

「逃げるわっ！」

　商品棚の陰かげに身を隠す。

　ドウジギリが手元にあるならまだしも、素す手でで立ち向かって無事で済む相手ではない。

「事情は知らん！　聞こうとも思わん！　とにかく落ち着いてくれっ！」

「不可能だ……おまえの口を封ふうじるまで自分は止まれないっ！」

　東司の頭上でニャーソンタオルが八やつ裂ざきになった。

「どんだけだよっ!?」

　完全に殺やる気である。容よう赦しやがない。

「すまない、クレーノワ……おまえを悲しませることになるな……」

「はるのより俺に謝れっ！」

「だがおまえは強い。きっと乗り越こえてくれるだろう」

「勝手に納なつ得とくすんなっ！」

「黙だまれっ！」

　ノエルが渾こん身しんの一いち撃げきを放つ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　次の瞬間には商品棚ごと真っ二つに割り、隠れていた東司を引きずり出した。

「マジかよ……」

「これで終わりだ……宗むな方かた東司っ！」

　高々と右手を振ふり上げる。

　慈じ悲ひのない一撃が東司の脳天を襲う──




「あのぉ……」




　救世主は空からではなく店の入り口からやってきた。

　物音を聞きつけた若いカップルが店内を覗のぞき込んでいた。

「くっ、邪じや魔まが入ったか……」

　ノエルはグリンガムをいったん下ろした。

（こいつの口は封じなければならない……しかし目撃者がいては……）

　さすがに衆人の前で処しよ刑けいというのは気が引ける。

（……仕方ない。追い返すか）

　ノエルは回れ右してカップルの前にやってきた。

　だが、荒あらくれだった心はすぐに収まってくれない。

　はるのたちを真似て接客するという、最初の計画を遂すい行こうできるはずもなく──




「用件を述べよ」




　軍人口調のままだった。

　しかも、グリンガムを持ったままで。

「いや、用件って……」

　彼氏の方が言葉を失う。

　可愛いメイド服にウサ耳までつけた少女が、ムチを片手に殺意の眼光をたたきつけてくれば当然だろう。

「大きな音がしたから、どうしたのかなって……」

　彼女の方がオドオドしながら顔を覗かせる。

「なんだと……？　そのようなどうでもいいことで邪魔をしたというのか……」

　ヒュンっと空気を裂さいてグリンガムが唸る。

「い、いえ！　お取り込み中だったみたいで！」

「ごめんなさい！　失礼しましたーっ！」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出すカップルだった。

「さて、続けよう」

　ノエルはもう戦せん闘とうモードである。

　だがその足がピタッと止まった。

　さっきまで逃げ回るだけだった東司が、ゆらりと立ち上がってノエルの方を睨にらみつけていたのだ。

「にゃろ……好き勝手やりやがって……」

　一方的に蹂じゆう躙りんされることへの怒いかりはもちろん、ホイップアンティークの評判を落とすようなノエルの行動を許せるはずもなかった。

　せっかく、はるのたちと一いつ緒しよに頑がん張ばってきたというのに。

　あいつの努力が形になりつつあったのに。

「なにを生意気な……っ！」

　改めて最後の一撃をたたき込むべく、ノエルがグリンガムを振り抜ぬいた。

　慈悲のない風切り音は狙ねらい違たがわず、東司の首へと殺さつ到とうして──

「店の中で振り回すんじゃないっ！」

　首よりも先に、かざした右みぎ腕うでへと巻き付いた。

「なんだと!?」

　ムチの攻こう撃げき力はしなる先せん端たんにこそ秘ひめられている。

　その手前の部分ならば本来の威い力りよくはない。

　押さえることは十分に可能だった。

「無む駄だなことを……」

　グリンガムを引き戻もどそうとするノエルだが、東司はそれを許さない。

　腕にムチを巻き付けたままにじり寄っていった。

「こっ、この……！」

　単純な力比べでは小こ柄がらなノエルに勝ち目はない。

　気づけば彼女の眼前に東司が立ちはだかっていた。

「……没ぼつ収しゆうだ」

　東司は力任せに腕を引き、ノエルの手からグリンガムを奪うばい取った。

「なっ、なにをする!?」

「没収ったら没収だ！」

「返せ！　くっ……返せと言っているっ！」

　ノエルが東司に飛びかかる。

　しかし東司はグリンガムを高く掲かかげ、身長差もあってノエルの手は届かない。

　ウサ耳メイドがぴょんぴょん跳はねるという、事情さえ知らなければ微笑ほほえましい光景が広がっていた。

「くっ……殺せ！」

　グリンガムを奪だつ還かんできないノエルが悔くやしそうに睨みつけた。

「このような格好を見られ、あまつさえグリンガムまで……これ以上の恥ち辱じよくを味わうくらいなら自分は死を選ぶ！」

「えぇい、また軍人チックなことを……」

　同じ軍人とはいえ、ニャーソンと同じように相手をするのは得策ではなさそうだった。

「怖こわい顔しなくても返すよ」

「ほ、本当か！　いや……それが当然なのだ！」

　ちょっとだけ喜んだノエルがすぐに顔を引き締しめる。

「ただし条件がある」

「なん……だと……」

「当然だろ。おまえのせいで、またホイップアンティークの変なウワサが流れそうなんだから……」

　コスプレＳＭをやってるおみやげ屋さん──さっきのカップルの口から広がるのは時間の問題だ。

　ならばその前に対策を講じなければならない。

「じ、自分をどうするつもりだ……」

　ウサ耳をへにゃっとさせながらノエルが絶望に染まった顔をする。

「もちろん、仕事だよ」

　東司は凄せい惨さんな笑えみ（ノエル視点）を浮うかべた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




『ウサ耳メイドが接客してくれる店があるらしいぞっ！』

　そのウワサは瞬またたく間にエトセトランドに響ひびき渡わたった。

　コスプレのツートップに君臨するといっても過言ではない組み合わせは、しかし露ろ骨こつすぎるゆえになかなかお目にかかれない。

　それをやってのけた店があると聞きつけた一部のゲストたちが、一目見ようと大移動を始めていた。

　そして──ホイップアンティークの周りに黒山の人だかりが出来上がっていた。




「いら……いらっしゃいませ……ぴょん」

『ををををををぉぉぉぉ────ッッッッ!!』

　集まった男たちから地響きのようなうなり声が上がる。

　彼らが目にしたのは、ウサ耳でメイド服で──どこか悔しそうにちょっぴり涙なみだを浮かべているノエル・ラビウス中ちゆう尉いだった。
















「なんだこれ!?」

「プレイ!?　そういうプレイなのかっ!?」

「あざとすぎる！　だがそれがいいっ！」

「ぐぬぬってなってるのがたまらんっ！」

　もう拍はく手しゆ喝かつ采さいの評判である。

　そんな鼻息荒い野や郎ろうどもを前にして、ノエルは己おのれの運命を呪のろっていた。

（この自分が……ノエル・ラビウス中尉がこのような……）

　胸をかきむしりたくなる状じよう況きようだった。

　これまでの栄光と名めい誉よが走そう馬ま燈とうのように脳内を駆かけ巡めぐり、決して手の届かない遠くへ去って行った。

（くっ……殺してくれ……）

　じわっと涙をにじませて睨みつける先には、笑顔でレジ打ちする東司がいた。

　即そく座ざに首をかき切ってやりたい衝しよう動どうも、武器がなければどうにもならない。

　ノエルはひたすら、東司の言いなりになるしかなかった。

「こ、これください！」

　ゲストの一人がたいして商品に目もくれず、近くにあったニャーソンストラップを手に取る。

「あ、あり……ありがとうございます……」

『ございます……？』

　ごくりと唾つばを飲み込む音が何十と重なった。

「…………ぴょん」

『こちらこそありがとうございますっ!!』

　ボルテージがマックスでも異様に礼れい儀ぎ正しい野郎たちだった。

　こんな美少女に『ぴょん』と言ってもらえるチャンスなんてまずない。

　しかも営業スマイルではなく、逆に嫌いやがりながらというのがこれまた萌もえるのだ。

「俺も買う！　この変な人形買う！」

「ずりーぞ！　こっちは二つ買ってやる！」

「俺はマグカップ！　その奇き妙みようなイラストのやつダースで買う！」

「あの変なネコのグッズ全部持ってこいっ！」

　俺も俺もと手当たり次し第だいにニャーソングッズを手にノエルに駆け寄ってくる。

「わっ、わわっ……」

　いきなり殺到されてノエルがうろたえる。

　反射的に──とても不快なのだが──東司に助けを求めてしまった。

「むっ、宗方！　どうにかしろ！」

「すまん、レジが忙いそがしくて手が貸せない！」

「ふ、ふざけるな！　自分にこんな格好をさせておいて……」

「頼たのむよ、そっちは任せた！」

　釣つり銭せんを補ほ充じゆうしながら東司もてんてこ舞まいだ。

「あぁ……なんということだ……」

　野郎の熱気に気分が悪くなりながら、ノエルは心の底から懺ざん悔げした。

「ここも……戦場だったか……」

　あまりにも無知だった。

　この任務がこれほど困難なものだったとは。

　あまりにも無む謀ぼうだった。

　クレーノワの代役になるというのは。

　なんという重責、なんという重圧──たかがファンシーショップの営業と侮あなどっていた。

　これをクレーノワはやりきっていたというのか。

　笑って『頑張る！』と言っていたというのか。

　クレーノワの代わりになどなれない。なんという驕おごりだろう。

　自分は──こんなにも無力だ。

「自分が悪かった！　もうしないから……頼むから助けてくれっ！」

　本当に切せつ羽ぱ詰つまったノエルの訴うつたえに、さすがに東司もレジだけやるわけにもいかない。

「仕方ないな……」

　そう言うや否いなや、肉ダルマとなったゲストたちとノエルの間に割って入った。

「お客様、お会計はレジにお願いします」

　それまで静観していた東司の横やりに、何十という視線が無言の圧力をかける。

　しかしそんなもの、ホイップアンティークでバイトを始めてから慣れっこである。

「あまり無理をさせますと……」

　コソッと囁ささやく。

「あの子がここを辞やめてしまうかもしれません」

　瞬しゆん間かん、煩ぼん悩のうの塊かたまりたちに電流が奔はしる。

『それは……それは困るっ！』

　ウサ耳メイドがジト目でぴょん──こんな組み合わせに、この世のどこで巡り合えるというのか。

　ここがエルドラドで桃とう源げん郷きようでサンクチュアリなのだ。

　決して失ってはならない。決して失わせてはならない。

「分かっていただけましたか？　ではレジの前で列を」

『あいあいさーっ！』

　まるで規律正しい軍隊のように、ゲストたちが列を作って並ぶ。

　野郎どもを一瞬で統とう率そつした東司を、ノエルは呆あつ気けにとられたまま見守っていた。
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「怖いくらい売れたな……一ヶ月分くらい」

　パークの閉園時間まで絶えることのなかったゲストの列は、ホイップアンティーク内のほとんどのグッズをかっさらっていった。

「ニャーソンが調子づかなきゃいいけど……まあ、その時はその時か」

　とりあえずホイップアンティークの風評被ひ害がいは防げそうだし、結果としては上出来だ。

「お疲つかれさま。働いてみてどうだった……って聞くまでもないな」

　店の片かた隅すみで力ちから尽つきたように尻しり餅もちをつくノエルだった。

「終わった……のか？」

「そうだよ。おまえのおかげで大繁はん盛じようだ」

「自分の……？」

　ただ恥はずかしさに耐たえていただけなのに、と言いたげなノエルに、東司が右手を差し出した。

　グリンガムを手にして。

「返すよ。もう振ふり回すのはナシだからな？」

「……自分は約束を違たがえたのだぞ」

　おまえの許可なくグリンガムを使わないという約束を破った──そのことを言っていると気づくのに少し時間がかかった。

「そうだな。でも反省しただろ？」

　無む闇やみにグリンガムを振り回せば人目を引く。

　それがホイップアンティークに迷めい惑わくをかけることは、今日のことで身をもって知ったはずだ。

　そして──はるのはホイップアンティークをとても大切にしている。

「はるののことを思えば、自分がどうするべきか……分かるよな？」

　無言で頷うなずくしかできないノエルだった。

「……感謝する」

「こっちこそありがとな。変な役を引き受けてくれて」

「あれは……もう二度とごめんだ」

「もちろん、これが最初で最後だよ」

「だが……」

　ふとノエルが顔を上げた。

「クレーノワにとってはこれが普ふ通つうなのだろう？」

「普通っていうか……」

　突とつ然ぜんなにを言い出すかと東司が目を白黒させていると、

「思い知った。どれだけ自分が自うぬ惚ぼれていたか……。どれだけ己おのれが身分の上にあぐらをかいていたか……」

「……なんか勘かん違ちがいしてないか？」

　まさか彼女は、今日みたいなことが毎日続いていると思っているのではないか。

　日ひ頃ごろのホイップアンティークなんて、一日に十人もお客が入れば上出来なくらいだというのに。

　いや、そもそもウサ耳で接客なんて誰だれもしていないし。

「自分は……己をたたき直したい」

　東司の戸と惑まどいに気づかないままノエルがグッとこぶしを握にぎった。

「自分は……ここで働くぞっ！」
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「大だい丈じよう夫ぶでしょうか、東司くん……」

　ところ変わって、はるののアパートにて。

「連れん絡らくが来ませんわね……どうしたのでしょうか？」

　体調が戻もどった杏きよう子ことリーリットが東司からの電話を待っていた。

「うーん、むにゃむにゃ…………」

　はるのは薬が効きすぎたのか、ぐっすり眠ねむってしまっていた。

　本当ならこちらから連絡したい二人だったが、彼女たちの中に潜ひそんだ一つの負い目がそれを拒こばんでいた。

　すなわち、三人そろって風か邪ぜを引いた『理由』である。




　実ははるののアパートに二人して乗り込み、事情をよく理解していないはるのを巻き込んで『ノエルが東司をすきになったらどうしよう会議』を開かい催さいしていたのだ。

　正妻として見過ごせない杏子。

　トージョーさまプロデュースの点から、男勝まさりなノエルが馴な染じむか心配なリーリット。

　よく分からないけど二人が遊びに来てくれて嬉うれしいはるの。

　三人の目的が一いつ致ちしての女子会だった。

　ノエルは性格がキツそうだけど、デレたらどうなるのだろうか。

　普段とのギャップで東司がコロッと落ちたりしないだろうか。

　議論は白熱し、三人の見解を一致させるところまでは問題なく進んだのだが、最後に罠わなが待っていた。

　会議に熱が入りすぎて暑かったため、扇せん風ぷう機きを回して寝ねたのだが、それはポ連からはるのが持ち込んだものだった。

　ポ連製の扇風機である。

　ニャーソンがこれまで披ひ露ろうしてきたポ連製のあれこれを思い出せば、普通の扇風機であろうはずがない。

「ポ連製だと家電も信用できないですわね……」

「はい……まさか……」

　リーリットと杏子が顔を見合わせる。

『まさかデフォルトで冷れい房ぼう機能がついていたなんて』

　スイッチを入れるだけで冷風を送る扇風機だったのだ。

　しかも寒い気候にあるポ連だからか温度設定が異様に低かった。

　だが地上界での生活も長くなったはるのは、そんなことすっかり忘れていたのだ。

　夜中に肌はだ寒ざむさに三人が目を覚ました時にはすでに手て遅おくれだった。




「東司くんの話題で白熱して熟じゆく睡すいしたせいで、扇風機に気づかずに風邪を引いたなんて言えないですよね……」

「……ですわ」

　お店を休んでしまったことに、なおも後こう悔かいを隠かくせない。

「で、でも！　ノエルさんのことで意見を一致させることはできましたわ！」

「そうです、そうですよね！　それが大切ですっ！」

　うんうんと二人して頷き合う。

「ノエルさんはライバルにならないから静観する……ということで」

「ええ、心得ていますわ」

　自分から望んでホイップアンティークにいる杏子やリーリットと違い、ノエルはいわば派は遣けんされただけだ。

　ならばホイップアンティークに特別な思い入れを持つはずもないし、用が済めば帰ってくれるだろう。

　ゆえに、彼女の存在をそこまで危険視する必要はないという結論に至ったのだ。

「ふふっ、絶対に東司くんと離り婚こんなんてしませんからね？」

「負けませんわよ。東司さまにはトージョーさまに倣ならって、世界中の女の子を愛人にするくらいの野望を抱いだいてもらいますわ！」

　そもそも杏子とは結婚してないっ──というツッコミが入るはずもなく、よきライバル同士として張り合う二人が、どちらからともなく微笑ほほえんだ。




　その三十分後。

　東司からかかってきた電話に二人は絶望するのだが、今の彼女たちがそれを知るはずもなかった。







　　　大天使ニャーソンの気まぐれ







「最近、悪いニュースが多いにゃあ……」

　ニャーソンは新聞を斜ななめ読みしながらポツリと呟つぶやいた。

　株価は予想よりも回復せず、待機児童は増え続け、原油価格が高こう騰とうしている。

「おまけにボクちゃんのグッズの売れ行きも芳かんばしくないにゃ……」

　たまにどかっと売れるが、それ以外はさっぱりである。

　在庫が貸倉庫にたんまりと溜たまっていて、倉庫代もバカにならなくなってきた。

　それでも来たるべき大ヒットに備え、グッズの生産数は右みぎ肩かた上がりにしているあたりがニャーソンらしい。

「世の中、悪いことばっかりだにゃ……。ま、ボクちゃんには関係ないけどにゃ」

　四コマ漫まん画がを読んで用済みとばかりに新聞を放ほうり投げ、ニャーソンはホイップアンティークに向かうことにした。

　時間は午前十一時、今日もいつも通りの遅ち刻こくである。




「はぁ……なんかいいことないかにゃ……」

　甘あま城ぎブリリアントパークにやってきたニャーソンが、エトセトランドをほっつき歩きながらボヤく。

　朝からアンニュイな気分になって、ただでさえ遅刻しているのに、ホイップアンティークに急ごうなんて気分になれなかった。

「どこかに幸運が落ちてたりしないかにゃ……にゃ？」

　真ま面じ目めにあたりをキョロキョロしていたニャーソンは、ふとゴミを見つけた。

　バナナの皮である。

「こ、古典的だにゃ……こんなので誰が滑すべるんだにゃ……」

　そもそも地面はたいてい黒っぽかったり茶色っぽかったりで、バナナは黄色なのだ。

　これに気づかず踏ふんでしまうとか、どれだけの不注意だろう。

「仕方ないにゃ、ボクちゃんが捨ててあげるにゃ」

　ニャーソンはバナナの皮をつまみ上げると、近くのゴミ箱に放り投げた。




　瞬しゆん間かん、その身体からだが宙を舞まった。

「にゃ……!?」

　スローモーションになる視界の端はしに捉とらえたのは、自分で蹴けり上げたバナナの皮だった。

　バナナの皮は一つではなかったのだ。

　目の前のバナナの皮に目がくらみ、砂をかぶったバナナの皮が足元にあることに気づかなかった。

「にゃ、にゃんたる不覚……」

　ぐるっと反転する世界に別れを告げ、後頭部への衝しよう撃げきとともにニャーソンの意識は途と絶だえた。
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　時を同じくして、こちらはホイップアンティークである。

　現在、この店は未み曾ぞ有うの危機に襲おそわれていた。

　すなわち──パニックになるほどの大盛せい況きようだったのだ。

「トージ、お釣つりが足りないよ！」

「東とう司じさま、行列が道を塞ふさいでしまっていますわ！」

「自分が通行整理してこよう」

「お願いしますノエルさん……あっ、東司くん、ストラップが品切れです！」

　フロアのあちこちから戸と惑まどいの悲鳴が上がる。

「どうなってんだ……いきなりすぎるだろ」

　倉庫から補ほ充じゆう用ようのグッズを運びつつ、東司はいきなりの客足に驚おどろいていた。

「つい十分前まで閑かん古こ鳥どりが鳴いてたんだぞ……」

　それがあっという間にゲストの嵐あらしである。

　またニャーソンがなにかやりやがったか──問い詰つめたいところだが、その余よ裕ゆうすらない。

「くそっ、また遅刻しやがって……今こそネコの手も借りたいってのに……」

　喜ぶべきか不安がるべきか。

　まともに考える間もなく、今度はタオルが品切れになったという悲鳴が聞こえてきた。




　一時間後──

「お、終わった……」

　在庫すべてのグッズを売り切り、すっからかんになったフロアに東司たちがへたり込んだ。

　まだ店の外にはグッズを求める人だかりが残っている。

　完売につき本日は閉店します、という立て看板を出したが、それでも帰ってくれない。

「今日が土曜日でよかったぜ……」

　平日の昼間だと東司と杏きよう子こは来られない。

　はるのとリーリット、ノエルだけではとても手が回らなかっただろう。

「どうなってるのかな……？」

　店長のはるのとしては嬉しい限りだが、程度が程度だけに素す直なおに喜べなかった。

「分かりませんわ……。こんなこと、今まで一度もありませんでしたし……」

「またニャーソンさんのイタズラ……ですよね？」

「そうだと思うけど……」

　東司は助けを求めるようにノエルの方を向いた。

「ノエル、ニャーソンから変な指令とか受けてないよな？」

「うむ。自分も驚く限りだ」

　ホイップアンティークの制服を身につけ、ノエルが真面目に頷うなずいた。

　最初こそ抵てい抗こうのある服装だったが、さすがは軍人と言うべきか、覚かく悟ごを決めてしまえばもう引きずることなく着こなしていた。

「つまりニャーソンが独断でなにか仕組んだか、あるいは……」

　本当にニャーソンの人気に火が点ついてしまったか。

　あり得ないことだが、ここまで来ると可能性を排はい除じよできなかった。

「そもそもあいつはどこをほっつき歩いてるんだ」

「普ふ段だんならお昼前には来てますよね……遅刻ですけど」

「さっきから電話してるけど……電波が届かないって言われちゃうんだよね」

　はるのが連れん絡らくできない以上、どこにいるのか見当がつかなかった。

「どうする宗むな方かた、捜さがしに行くか？」

「アテがないからな……」

「無む駄だ足あしになるかもしれませんわね」

　とりあえず今は休きゆう憩けいしようと、東司たちがフロアから従業員控ひかえ室の方に戻もどる。




　お茶をすするニャーソンがいた。




「おまえ！」

「いつ来てたの大たい佐さ!?」

「もう大変だったんですのよ！」

「ニャーソン大佐、説明を！」

「今度はなにをしたんですか!?」

　東司たちが詰つめ寄る。

　するとニャーソンはゆっくりと湯飲みを置いて──




「ボクがどうかしたのですか？」




　予想の斜め上をぶっちぎる反応だった。

「おい、どうしたんだよ……」

　まず呼び方が違ちがう。そして語ご尾びも違う。

　声のトーンも雰ふん囲い気きも、すべてが五人の知っているニャーソンと違っていた。

「どう、とは？」

「いや、だっておまえ……」

「大佐がおかしくなっちゃった!?」

「そんなことはありません。ボクはいつものボクですよ？」

「ニャーソンさん、鏡を見てください！　これが誰だれだか分かりますか!?」

「ボク……ですね」

「あ、ありえませんわ……」

「ニャーソン大佐……」

　事態は深刻だった。

　どこからどう見てもニャーソンだが、中身は別人としか思えなかった。

「どうしてこんな……」

　背後に回り込んだ東司は、ニャーソンの頭にこぶができているのを見つけた。

「おい、これは……？」

「え？　ああ、気がついたらそうなっていたんですよ。どこかで頭を打ったみたいです。いやはやお恥はずかしい」

　ニャーソンが恥ずかしいとか言ってる──ヒソヒソ話すはるのたちを尻しり目めに、東司は一つの確信に至った。

「性格が激変したのはこのせいだな……」

「記き憶おく喪そう失しつみたいなものですか？」

「いや、俺達のことは覚えてるからちょっと違うな。普段の人格が消えたせいで、もう一つの人格が表に出てきた……とか」

　こんなクリーンなニャーソンが実は隠かくれていたとか信じたくないけど。

「とりあえず聞くけど……おまえ、ゲストを集めるために変なことしたか？」

「変なこと、とは？」

「ポ連のインチキグッズで洗脳するとかだよ」

「そんな……ボクはそんな非常識なことなんてしませんよ！」

　わずかに怒おこった感じでニャーソンが反論する。

　その怒り方までどこかスマートである。

「非常識……こいつの口からそんな単語が出てくるなんてな」

「人間、変われば変わるものですわ」

「ネコだけどね」

　なにはともあれ、このニャーソンの言葉は信じて大だい丈じよう夫ぶのようだ。

　しかしそうなると、あのパニックの原因が気になるところだが──

「……まっ、悩なやむことでもないか」

　普段の数十倍の売り上げで誰も彼もが大満足だ。

　あえて詮せん索さくするようなこともないだろう。

「今日のところはもう帰ろうぜ」

「あっ、ねえねえ、みんなで打ち上げしようよ！」

「完売記念ですか？　いいですわね！」

「行きましょう東司くん！　ノエルさんも来ますよね？」

「ふむ……では同行させてもらおう」

　そしてみんなの視線がニャーソンへ。

「……おまえも来るか？」

「よく分かりませんが……楽しそうなのでご一いつ緒しよさせてもらいます」
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　甘城駅近くのカラオケボックスで、東司たちは二時間ばかり思い切り羽を伸のばした。

　その間もニャーソンはまるで別人だった。

　みんなのドリンクを注文したりお菓か子しを皿に取り分けたりと、至いたれり尽つくせりの心こころ遣づかいだった。
















　もうあのニャーソンはいないんだ──誰もが心の中で感じていた。

　あの不毛な日々の終わりを。

　ストレスだらけの職場からの解放を。




　そんな夢見心ごこ地ちの時間も終わってカラオケボックスから帰る途と中ちゆう、東司は奇き妙みようなことを耳にした。

　今日くらいはということで贅ぜい沢たくにもタクシー移動である。

　その車中でラジオからニュースが流れてきたのだが、その内容に耳を疑った。

『国の借金の計算方法に重大な誤りが発覚。実際の借金は十分の一程度と判明』

『本日の株価の終値は、世界各国の投資家たちの積極的な買いにより、先日よりも一万円高い……』

『待機児童ゼロに向け、関係省庁が即そく時じ対応策を決定。一週間以内にゼロ化へ』

『日本各地で油田発見。埋まい蔵ぞう量はサウジアラビア以上か？』

『Ｔ県山中にて江え戸ど時代のものと思われる千両箱が多数出土。専門家からは徳川埋蔵金の一部との声も』

　まるでウソみたいな吉きつ報ぽうの数々だ。

　エイプリルフールにだってもう少し大人しいウソをつく。

　それをラジオが真ま面じ目めに流すということは、すなわち真実だということだ。

「世界が……変わっていく……」

　世の中の激変を耳にしながら、東司はじっとニャーソンを見つめていた。
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　翌日の日曜日。

　ホイップアンティークは相も変わらず大盛せい況きようだった。

　急きゆう遽きよ取り寄せた在庫もすぐに底をつき、午後の入にゆう荷かまで品切れという状態だ。

（二日も続けてこんな偶ぐう然ぜんが起きるはずがない……）

　やはりなにかが変わりつつあるのだ。

　今朝の新聞もグッドニュース満まん載さいだった。

『国連加盟国、全会一いつ致ちであらゆる紛ふん争そう・戦争の即時停止を宣言』

『地球温暖化の鈍どん化か傾けい向こう、顕けん著ちよに』

『オゾンホール消しよう滅めつ』

『地球に向かっていた小しよう惑わく星せい、Ｕターン』

　日本に留とどまらず世界規模の変化である。

　しかもそのすべてが喜ぶべき方向だった。

　ここまで来ると、否いやが応おうでも現実味を帯びてくるというものだ。




　ニャーソンの性格が変わったことが、世界が変わるきっかけになった──と。




（バカバカしい限りだけど、それしか考えられないよな……）

　ニャーソン一いつ匹ぴきで世界の不幸が消えてなくなるとは思えないが、なにせあのニャーソンだ。

　知らず知らずのうちに世界中に負の因子をまき散らしていたと言われてみると、そうかもしれないと思えてくる。

「…………まあ、いいさ」

　真実がどうであれ、間違いなく世界は幸せに向かっている。

　ならば原因など放ほうっておけばいい。

　誰も不幸にならないなら、真実が闇やみの底でも困る人などいないのだから。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「やはり恥ずかしいですね……自分のグッズが売られるというのは」

　大繁はん盛じようのホイップアンティークを抜ぬけ出し、ニャーソンはエトセトランドを散歩していた。

　人目につくと大おお騒さわぎになるので、こっそり森の中を歩く程度だ。

「でも、みなさんも元気よく働いていましたし、ボクが口を出すことではありませんね」

　従業員の働きをそっと見守り、あえて口出ししない。

　まさにオーナーの鑑かがみである。

「あぁ、なぜでしょう……世界が輝かがやいて見えます……」

　木こ漏もれ日の中、ニャーソンは晴れ晴れとした表情で空を仰あおぎ──




　その身体からだが宙を舞まった。




「あっ……」

　声を上げる暇ひまもない。

　そのまま半回転したニャーソンはしたたかに頭を打ってしまった。

　その傍かたわらにはバナナの皮が。

　やがて、目を覚ましたニャーソンは──




「ん？　ボクちゃんここでなにしてるんだにゃ？」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　時を同じくして、こちらはホイップアンティークである。

　現在、この店は未み曾ぞ有うの危機に襲おそわれていた。

　すなわち──正しよう真しん正しよう銘めいのパニックだったのだ。

「トージ、レジにもうお金がないよ！」

「東司さま！　返品を訴うつたえる方々が道を塞ふさいでしまっていますわ！」

「自分が行こう……穏おん便びんに済ませたいが……」

「お願いしますノエルさん……あっ、東司くん、千円札が切れました！」

　フロアのあちこちから悲痛な悲鳴が上がる。

「どうなってんだ……いきなりすぎるだろ！」

　返品されたグッズを倉庫に運びつつ、東司はいきなりの客足に驚おどろいていた。

　ただし先日と違ちがって、今度は全部がクレームだ。

『ストラップにアレルギー物質が付着していた』

『タオルにすぐにカビが生えた』

『マグカップのイラストが洗っただけでにじんだ』

『人形に針が混入していた』

「つい十分前まで繁盛してたんだぞ……」

　それがあっという間に返品の嵐あらしである。

　まさかニャーソンになにかあったのか──確かく認にんしたいところだがその余よ裕ゆうすらない。

「くそっ、どこに行ってんだよ……」

　まともに考える間もなく、今度は千円札が切れたという悲鳴が聞こえてきた。




　三十分後──

「お、終わった……」

　レジの中のお金をすべて吐はき出し、返品されたグッズで満まん杯ぱいになったフロアに東司たちがへたり込んだ。

　まだ店の外には返品を求める人だかりが残っている。

　お金がなくなったので本日は閉店します、という立て看板を出したが、それでも帰ってくれない。

「今日が日曜日でよかったぜ……」

　はるのとリーリット、ノエルだけではクレームに対応できなかっただろう。

「もう……どうなってるのかな……」

　店長のはるのとしては絶望するしかない。

　大盛況だと思っていたらこれである。

「分かりませんわ……。こんなに急に、どうして……」

「またニャーソンさん……でしょうか？」

「それだけは考えたくなかったんだけどな……」

　東司は確認するようにノエルの方を向いた。

「ノエル、さっきまでニャーソンは普ふ通つうだったよな？」

「うむ……」

　さすがに疲つかれたのか、ただでさえ口数の少ないノエルの反応は乏とぼしかった。

「ニャーソンのせいではないとすると……」

　あの大人気が誰だれかの仕組んだフェイクだったとか。

「そもそもあいつはどこに行ったんだ？」

「さっきまで控ひかえ室にいましたよね？」

「電話してるけど……やっぱり電波が届かないみたい」

　これまたどこにいるのか見当がつかなかった。

「どうする宗方、捜さがしに行くか？」

「いや、あのニャーソンなら、問題なく戻もどってくると思うけど……」

「そうですわね」

　とりあえず今は休きゆう憩けいしようと、東司たちがフロアから従業員控え室の方に戻る。




　ボリボリとお菓か子しを食べるニャーソンがいた。




「ニャーソン！」

「戻ってきてたの大たい佐さ!?」

「本当に大変だったんですのよ！」

「ニャーソン大佐、なにか隠かくしていませんか？」

「教えてくださいませ！」

　東司たちが詰つめ寄る。

　するとニャーソンはゆっくりとお菓子を置いて──




「ボクちゃんがどうかしたのかにゃ？」




　予想の斜ななめ上を行きすぎて一周して元の場所に戻ってきたような反応だった。

「おい、どうしたんだよ……」

　呼び方も、語ご尾びも──声のトーンも雰ふん囲い気きも、すべてが五人の知っている、嫌いやと言うほど知っているニャーソンだった。

「どうってどういうことにゃ？」

「おまえ、まさか……」

「大佐が元に戻っちゃった!?」

「なにを言ってるにゃ。ボクちゃんはいつだってボクちゃんにゃ」

「ニャーソンさん、鏡を見てください！　これが誰だか分かりますか!?」

「凜り々りしいボクちゃんに間違いないにゃ」

「な、なんということですの……」

「ニャーソン大佐が……かつての大佐に……」

　事態は深刻だった。

　どこからどう見ても、あのニャーソンに戻っていた。

「おまえ、今朝までのアレはどうしたんだよ……」

　背後に回り込んだ東司は、ニャーソンの頭に二つ目のこぶができているのを見つけた。

「これは……？」

「にゃ？　気がついたら森の中で寝ねてたにゃ。どこかで頭を打ったみたいにゃ」

　最悪だ──東司は一つの確信に至った。

「性格が元に戻ったのはこいつのせいだな……」

「普段の人格が戻ってきたということですか？」

「そうだ。一回目のショックで消えていた人格が、二回目のショックで元に戻ったんだと思う」

　そんなマンガみたいなことが立て続けに起こるとか信じたくないけど。

「とりあえず聞くけど……おまえ、グッズに変なことしたか？」

「変なこと？」

「粗そ悪あく品と知ってて仕入れるとかだよ」

「そんな……ボクちゃんのグッズはすべて職人の手によって作られた一品にゃ！」

　ニャーソンが顔を真っ赤にして反論する。

「彼らは時給三百円で働いてくれる同志にゃ！　文句も言わずにただ働いてくれる貴重な労働力にゃ！」

「だからグッズにいろいろ仕込まれてんだろうがっ！」

　完全に反撃を食くらっているではないか。

「どうすんだよ、この返品の山……」

「お金ももうないよ……」

「どこかで引き取ってもらえませんこと？」

「もう捨てるしか……ノエルさんになにかツテはありますか？」

「いや……もはや打つ手はない……」

　そしてみんなの視線がニャーソンへ。

「この疫やく病びよう神がみ」

「よく分からないけどヒドイにゃ！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　トボトボとバスに乗って帰る途と中ちゆう、東司は奇き妙みようなことを耳にした。

　はるのたちとの会話もなくスマートフォンをいじっていると、ネットニュースで目を被おおいたくなるような惨さん状じようが伝えられていたのだ。

『国の借金の計算方法に再度、重大な誤りが発覚。実際の借金は当初の二倍と判明』

『本日の株価の終値は、世界各国の投資家たちの堰せきを切ったような売り注文により、先日よりも二万円安い……』

『待機児童ゼロ化、白紙へ。関係省庁で溝みぞを打開できず』

『日本各地で油田枯こ渇かつ』

『Ｔ県山中にて発見された千両箱、中身は子供銀行券と判明。悪質なイタズラか』

『世界各国で紛ふん争そう再燃』

『地球温暖化、一気に加速へ』

『オゾンホール再発生』

『小しよう惑わく星せい、再度Ｕターン。アルマゲドン緊きん急きゆう出動』

　まるでウソみたいな凶きよう報ほうの数々だ。

　しかも日本に限らず世界中で。

　エイプリルフールにだってもう少し手加減したウソをつく。

　それをネットが真ま面じ目めに流すということは、すなわち真実だということだ。

「世界が……変わってしまった……」

　しかも、前よりももっと悪い状態に。

　ニャーソンが元に戻ったと同時にこれだ。

「……なんとかしないと」

　このままではホイップアンティークが、日本が、そして世界が不幸になる。

　やがて東司は一つの決意を固めた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「なんか昨日はみんな変だったにゃ。悪いものでも食べたのかにゃ？」

　その日、ニャーソンは珍めずらしく遅ち刻こくせずにホイップアンティークに到とう着ちやくした。

　今日は月曜日だから、東司と杏子は学校に行っていて不在だ。

　鬼おにの居ぬ間にというわけで、オーナーとして威い張ばりに行こうと目もく論ろんでいた。

「さてさて、準備はできてるかにゃ……」

　いつも通りに裏口から入ったニャーソンがフロアに向かう。

　そして最後のドアを開けた。




『ニャーソン、覚かく悟ごっ！』




　待ち構えていた東司たちが一いつ斉せいに飛びかかった。

　ドウジギリを手にした東司とグリンガムをなぎ払はらうノエルが先せん陣じんを切る。

　リーリットが援えん護ご射しや撃げきとして『カリスマジゴロ・トージョーさま～因果応報編』を音速でぶっ放し、隠れていた杏子が背後からニャーソンに近寄り、逃にげられないようにドアを閉めてロックする。

「む、謀む反ほんにゃーっ!?」

　すべての攻こう撃げきをまともに食らい、ニャーソンがもんどり打って倒たおれる。

「なにするんだにゃ！」

　すぐに起き上がってわめくニャーソンを、一つの人ひと影かげが見下ろした。

　悲しげな表情で、しかし強い覚悟をその瞳ひとみに宿したはるのだった。

「同志はるの!?」

「ごめんね大佐……。もう、これしかないんだ……」

「どういうことだにゃ!?　みんなどうしちゃったんだにゃ！」

「分からないよね……うん、仕方ないよ」

「そんな簡単に片付けないでほしいにゃーっ！」

　尻しり餅もちをついたまま壁かべ際ぎわまで逃げるがそこで行き止まりだ。

　ニャーソンを逃がさないように半円状に取り囲む。

「まだ以前の口調のままだ……くそっ、やっぱり後頭部に一いち撃げきたたき込まないとダメか」

「死の宣告が聞こえたにゃ!?」

　真っ青になるニャーソンに、はるのたちがにじり寄る。

「どうしたんだにゃみんな！　そりゃボクちゃんは超ちよう優ゆう秀しゆうだけど、そこまで妬ねたまなくたって……」

「うん……ごめんね」

「ガチでヤバいパターンにゃっ!!」

　いつもみたいなツッコミが返ってこなくてニャーソンが驚きよう愕がくする。

「ホイップアンティークの……ううん、世界のためなんだよ」

「理由がごっそり抜ぬけ落ちてるにゃ！　なにがどうなってるんだにゃ！」

「こうしている間にも世界が破は滅めつに向かってる……時間がないんだよ」

　はるのがすっと右手を上げた。

　東司、リーリット、ノエルが再び各おの々おのの武器を構える。

「ま、待つんだにゃ同志諸君！　話せば分かる！　暴力反対！」

「さよなら、大たい佐さ……」

　その瞳に一ひと滴しずくだけの涙なみだを浮うかべ、はるのが右手を振ふり下ろした。

「どうなってるんだにゃーっ!?」

　この世のすべての不条理を濃のう縮しゆくしたような理り不ふ尽じんに絶望しながら、ニャーソンの身体からだが再び宙を舞まった。





『了』









　　　あとがき







　まさかの二ヶ月連続刊行です、八や奈な川がわです。

　あとがきを書いている今はいくらか余よ裕ゆうがありますが、〆しめ切きりの恐きよう怖ふを思い知った二巻でした。

　なかなかのハードスケジュールでした。

　ネタに詰つまって夜も寝ねられず、それでも時間は無情に流れていく──朝が来るのが怖こわいと思ったのは久しぶりです。

　作家の過密日程とはこういうものか──と貴重な体験をしたというのは喜ぶべきでしょうが、精神とお肌はだによろしくないことこの上ないです。

　ともあれ、無事に予定通り刊行できそうです。よかったよかった。




　ではざくっと近きん況きよう報告（二ページしかないので！）

　魚ぎよ介かい類るいが美う味まいという店のウワサをちらほら耳にして、これは行かねばと画策してます。

　しかし場所が横よこ浜はまに藤ふじ沢さわに平ひら塚つかと、なかなか遠出になりそうです。

　魚系に目がないのです。

　でも好きな寿す司しネタはタテガミです。

　あとビスマルクがまだ出ません。なにかおかしい。




　残り半分もありませんが各方面に御おん礼れい！

　賀が東とう先生。

　リーリットのネタ出しありがとうございました。

　なかじまゆか先生。

　ノエルのぐぬぬイラスト楽しみにしています。

　編集の方々。

　今回も種々のフォローに感謝です。

　そして読者のみなさま。

　本編のアニメ放送を楽しむ傍かたわら、この作品も愛めでていただければ感謝の極きわみです。

　それでは、また次の巻でお目にかかれますように。





八奈川　景けい晶しよう









　　　解説







『メープルサモナー』二巻、早くも発刊となりました。

　キャラも固まってきたことだし、前にも増してドタバタしていただいております。

　こちらの外伝はなるべく軽く、あっという間に読み終わることができるような感じで作っていただいてるのですが、いかがでしょうか？　賀が東とう的にはキャラもかわいいし話はアホだしで、かなりうまくいっているのではないかなあ、と思っております。

　そういえば一巻のあとがきで八や奈な川がわさんがトージくんの名前について、本編主人公の『西せい也や』だからこっちは『東とう司じ』、ということで決めたと書いてましたね。賀東もあとがき読んではじめて気付きました。不覚。

　ちなみにこの『甘サモ』には、本編の可か児に江え西也くんと千せん斗といすずさんが出てきません。たまに『支配人代行』とか『秘書室長』という肩かた書がきだけで触ふれられることはありますが、それだけなのです。この外伝の主人公はあくまでトージくんなので、彼が本編主人公の西也くんと出会うと、いろいろとトージくんたちが割を食いそうな気がしてしまったのですね。

　ちょうどいい機会なので、東司と西也が会ったらどうなるか想像してみましょうか。

　うーん。たぶん、あんまり仲良くはならないかも？

　なにしろ西也はああいう俺様くんなので、東司に対してぜんぜん遠えん慮りよ会え釈しやくもなく、傲ごう岸がん不ふ遜そんな振ふる舞まいをしそうです。それどころか、『エトセトランドのモブ店員Ａ』みたいな扱あつかいをしそうです。ひどい奴やつです。

　対する東司も、別に気弱キャラでも無能キャラでもないので、西也の態度には普ふ通つうにムッとすることでしょう。『なんだその態度。支配人代行だかなんだか知らんが、エラそうにするなよ』って感じになるのかなあ？

　そもそもタメ年なので、しゃべり方もタメ口になりますね。すると西也もムッとして、『なんだ貴様は。モブ店員ならモブ店員らしく、この俺には敬語を使え』とか言っちゃうんでしょうねえ。そうなると東司はさらにカチンときて言い返して、それに西也もさらに言い返して……という調子で、高確率で喧けん嘩かになりますね！

　それでもっていすずにマスケット銃じゆうで制圧されて、その場は痛み分け。

　あとで店に戻もどった東司は『あんなイヤミで傲ごう慢まんな奴がこのパークのトップだなんて！　メープルランドって実はひどい国なんじゃないのか？』とか思ったりするのでしょう。西也なんかの下で店をやらなきゃならないはるのに同情もすることでしょう。

　一方、ムカムカしたまま執しつ務む室に戻った西也は、ホイップアンティークや東司のことを調べて、さらにイラっとするわけですよ。『この俺が！　毎日毎日、パークの未来のことで頭を悩なやませているというのに、道楽みたいな店でハーレム三ざん昧まいだと!?　この俺よりモテてるだと!?　死ねばいいのに！』とか思ったりすることでしょう。

　うーん……。この二人、やっぱり会わせなくて正解でしたね！

　いや、むしろ会わせたら面おも白しろくなりそうな気がしてきました……（笑）




　ちなみに前巻でも触れた『メープルサモナー』というタイトルなんですが、あの解説を書いたあと担当のアリマくん（最近ネットなどで見かける、モッフルと一いつ緒しよに西也のコスプレしてる画像の青年は彼です！）と話して思い出しました。

　たしかねー、企き画かく当初はまだ『ポ連』って設定がなかったんですよ。ニャーソンたちもメープルランドから来た連中だったんだと記き憶おくしてます。でもって、メープルランドから召しよう喚かんされた連中の外伝、ということで『メープルサモナー』という仮タイトルになったんでしたね。……でこの企画、発表だけは早かったので（甘ブリ四巻の巻末に告知してる）、内容が固まる前に『メープルサモナー』というタイトルを先に世間に公表してしまったのです。

　それからも八奈川さんとアリマくんと一緒に設定やキャラをあれこれいじりまわして、いまの形になりました。そして残った当初の仮タイトルが、もはや意味不明に……！　でもまあ、いいんじゃね？　テキトーで。このまま行っちまえ！

　……という経けい緯いでした。失礼しました。




　あと『ホイップ社会主義共和国連れん邦ぽう』が、略すとなぜ『ポ連』なのかというのも、わけがわかりません。どこに『ポ』があるんだよ!?　強しいてあげれば『連邦』の中にポがあるけど、デタラメすぎるだろ！　だれだよ、こんなテキトーな略りやく称しよう決めた奴は!?

　……とアリマくんに言ったところ、『賀東さんです』と即そく答とうされました。

　なんか、『面白いからポにしようよ、ポに』とか言ってたらしいです。ぜんぜん憶おぼえてないけど酔よっ払ぱらってたのかなあ？　犯人は俺だった！




　そんなこんなで甘ブリ外伝『メープルサモナー』、三巻が出せたら嬉うれしいところですが、たぶん出せそう……なのかな？　賀東もまたニャーソンたちのドタバタが読みたいので、ぜひ応おう援えんを！　ではでは～。


二〇一四年　一〇月　賀東招しよう二じ
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